
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑤






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……えへ。よろしくお願いしますね、秋あき人とにいさま」

　そうはにかんで、少女は僕らの学生寮に爆弾を投下した。





　鷹たかノの宮みやありさ。

　今日から赴ふ任にんするという、学生寮の新しい管理人。

　海外の大学で学問を修めた才女であり、発表した論文がすでに世界的に認められている実績もあり、なおかつ家事全般にわたって堪能であるというオールラウンダー。

　なおかつ僕がほんの数すうヶか月げつ前までお世話になっていた鷹ノ宮家の息そく女じよであり、トドメとばかりに僕の婚約者でもあるという、麻雀マージヤンでいえば数え役やく満まんまである女の子が、僕の目の前に、そして僕の同僚である生徒会のメンバーたちの前に、完かん膚ぷなきまでのサプライズを伴って登場して。

「……えーと。え？　この子が？　新しい管理人さん？」

「……の、ようね。新手の悪質な冗談でなければ」

「……驚いたな。さすがにこの展開は予想してなかった。いや、参ったねこれは」

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えの三人が、白はく昼ちゆう夢むでも見ているような顔で口々に感想を述べ合っている。突発事態には決して弱くないはずの彼女たちも、さすがに反応に困っている様子だ。

「かっかっか。そうだそうだ、うっかり忘れてたな、新しい管理人についての肝心な情報を伝えるのをよ」

　ただひとり、新管理人を斡あつ旋せんする立場にあった会長さんだけが、わざとらしく額を手のひらで叩たたきながら、

「すげえ経歴の持ち主ではあるけど、彼女はまだ十二歳なんだわ。でもま、実力のほどはあたしのお墨付きだし、実務能力的にはまったく問題ねえ。安心してくんな」

「いやまあその点に関しては、僕は会長さんの手腕を信頼してるけどね」

　と、一同を代表して銀兵衛が進み出て、

「あからさまに重要な情報を伏せていた件については不問に付そう。十二歳の女の子を働かせるという点についても、何かしらの方法でクリアはしているのだろうから、その点も問題にはしない。その他もろもろの突っ込みどころも、今はさておくとする。が、しかしだね……」

　あらためて新管理人の姿を見、困惑の表情で、

「彼女って、あの
 鷹たかノの宮みやのご息そく女じよじゃないのかい？　そんな由緒正しい家柄の子が、下働きも同然のポジションにいることが許されていいのかな？」

「構わねえさ。ご両親の了解は取ってるし、何より本人の強い希望があるからな」

　会長さんは涼しい顔で肩をすくめ、

「まあ見てのとおり、鷹ノ宮ありさは礼儀作法はちゃんとしてるし、仕事も十分にやれる。今のままでも十分に一人前と言っていい人材だが……なんせ年齢が年齢だからよ、圧倒的に経験が足りねえ。それで今回、こうして学生寮の管理人を経験することによってもう一ひと皮かわ剥むけよう、って寸法なわけだ。だから遠慮はいらねえよ？　有名な家のお嬢さんだからって特別あつかいする気はねえし、ひとつ屋根の下で同じ釜かまの飯を食うからにはあたしらの仲間でもあるわけだからな。ま、そのへん理解した上で付き合ってくれりゃ幸いだぜ。……てなわけで姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「え？　はい？」

「こっから先はお前さんの仕事だ。新しい管理人については、お前さんがいちばんよく知ってるんだから、お前さんが紹介するのが筋ってもんだろ？　そもそも現時点での管理人はお前さんなんだし、お前さんが引き継ぎをしねえでどうすんだ、ってなもんよ」

　と言って、自分の仕事を僕に丸投げしてきた。

　……参ったな。

　ぜったい意地悪で言ってるだろ、この人。会長さんはありさが僕の婚約者として扱われてることを、ちゃんと知ってるわけだし……くそう、やりづらい役割が回ってきたなあ。

　でもま、妙な色眼鏡ごしの紹介をされるよりはいくらかマシというものだ。僕とありさのちょっと複雑な関係を、なるべく誤解を招かないように説明できるのは、他ならぬ僕しかいないわけだから。

「えーとじゃあ、紹介させてもらおうかな」

　僕はありさの背後に回り、細い肩に手を置いた。

「……にいさま」

　照れ臭そうにはにかみつつ、ありさが僕を見上げてくる。

　その表情には『こんな形で来ちゃって怒られないかな？』という不安や、『でも久しぶりでにいさまに会えてうれしいな』という喜びが交互に浮かんでいる。相変わらず内心で思ってることが素直に顔に出る子だ。

　そんな彼女に微笑ほほえみかけつつ、僕は同僚のみんなを見渡して、

「僕がちょっと前までお世話になっていた家の子で、鷹たかノの宮みやありさっていいます。秋あき子こと銀ぎん兵べ衛えは知ってるだろうし、那な須す原はらさんもたぶん知ってるのかな？　鷹ノ宮っていうのはけっこうな名門なんだけど、でもまあ変に遠慮とかすると、ありさもやりにくいだろうから。ごく普通に接してもらって、仲良くしてもらえると助かります。よろしくしてやってね、みんな」
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「……はあ、まあ。お兄ちゃんがそう言うのでしたら」

「……そうね。あっきーがそう言うなら特に異論はないけれど」

「……僕もまあ、やぶさかではないけどね。うん、確かにやぶさかではないんだが……」

　僕の説明にうなずいてくれるものの、そろって微妙な顔をする秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛えの三人。

　その表情を意い訳やくするに、ひとことで言えば『説明が足りん』である。会長はニヤニヤ笑いながら黙って見てるだけだし、

「……、……」

　ありさはありさで、何やら期待のこもったお目々で見上げてくるし。

　うん。

　やっぱ言わずに済ますわけにはいかないか。この先当分の間はいっしょに暮らしていくことになるだろうし、会長さん以外の三人も何やら事情があることは察しているようだし。

　いや、しかし問題はどう伝えるかなんだよな……どうにかして波風立てず、とは思うのだけど、核心を伝えればひと波乱おきそうな空気がびんびん伝わってくるんだよなー。

「ええとまあ。つまりですね」

　脳みそをフル回転させて言葉を選びつつ、追加の説明を試みる。

「鷹たかノの宮みやの家ってのは、ウチの姫ひめの小路こうじ家とは昔から縁の深い一族で。しかもそれだけじゃなくて、実際ウチの両親と、玲れい一いち朗ろうさんと鏡きよう子こさんは仲が良かったみたいで……あ、玲一朗さんと鏡子さんってのは、鷹ノ宮家の現当主で、ありさの両親でもあるわけだけど。とにかくそういう縁もあって、僕は鷹ノ宮の家に引き取られて、でもまあ何せ慣れない環境だから、けっこう毎日が大変だったんだけど。そういう時にいろいろ気を使ってくれたのがありさだったんだよね。いや、ほんとにやさしくていい子でさ。情けない話だけど、四歳も年下のこの子に、当時の僕はずいぶん助けられたものなんだ……いや、ほんと助かったよありさ。あの頃はありがとうね？」

「……えへ」

　頭を撫なでて微笑ほほえみかけると、ありさもまた頬ほおを染めながら、ひかえめに、それでいてとても嬉うれしそうに、微笑み返してくれる。

　うんうん。

　相変わらずいい子だなあ。

　口数は多くないんだけど、やさしくてよく気が回って、常に一歩引いた立場から温かく見守ってくれる、そんな感じの子なんだよありさは。いずれ清く正しく奥ゆかしい、ニッポンの誇る和風美人に育つことは確実だし、彼女のお婿むこさんになるヤツは幸せな一生を送ること間違いないだろうね。

　まあもし仮に問題があるとすれば、

「？　……？」

　喜んだ顔はしてくれるものの、ありさの様子がちょっと微妙な感じなところかな。

　より具体的に言うと、いわゆる『それじゃない感』がにじみ出ているというか……もっと言ってほしいことがあって、それを待ち望んでいるみたいというか。

　ま、ね。そうだろうね。

　でもさ、僕にだって言い分はあるんだよ。

　婚約の話は玲れい一いち朗ろうさんと鏡きよう子こさんが勝手に盛り上がってるだけで、なおかつ陰いんに陽ように各所へ根回ししてる空気もあるんだけど……なんせ肝心の僕当人が納得してない話だし、いくら彼らが外堀を埋めて既き成せい事じ実じつ化しようとしても、僕としてはそうは問屋が卸さない、という感じなんだけど。困ったことに、ありさがかなり乗り気なんだよな。どのくらい乗り気かといえば、ひかえめな彼女がこうして無言のうちに、婚約者としての紹介を催促してくるぐらいに。

　うーむ。

　僕としてもありさは大切な子で、彼女のお願いであれば何でも叶かなえてあげたくはあるんだけど。こればっかりは、ちょっと、ねえ？

「──ええとまあそれで。僕とありさの関係だけど」

　なので僕は心を鬼にして、率直な見解を口にすることにした。

　ここで耳に聞こえのいい言葉を選択したって、長い目で見ればありさのためにならないしね。あとまあ、秋あき子ことか那な須す原はらさんとか銀ぎん兵べ衛えの視線が、さっきからチクチクと僕を刺してくるのも窮きゆう屈くつなので。

「実はですね、僕と彼女の関係はですね」

「…………
 」（←期待のこもった目のありさ）

「えーとまあ、なんというか」

「…………
 」（←さらに期待のこもった目のありさ）

「そう。言うならば、僕にとっては歳の離れた妹、みたいな感じかな？」

「…………
 ！」（←大きな目をまん丸に見開き、真っ白になるありさ）

　あ、やべ。

　ありさのやつ、ショックで放心状態になっちゃってるぞ？

　しかも放心状態から抜け出したと思ったら、今度は涙目になって震えちゃって……まるでお腹なかをすかせた子猫が、雨に打たれてニャーニャー鳴いてるみたいな……。

　ああもう！

　可愛かわいいなあ！

　こんな可愛いありさを泣かせるヤツは、誰であろうと僕は決して許さないぞ！　それがたとえ僕であってもな！

　というわけで方針変更。

「あーっとごめん。ちょっと言葉が足りなかったかな」

　ふたたび脳みそフル回転で、どうにかフォローの言葉を探す僕。

「歳の離れた妹みたい、ってのはちょっと違う感じかな。ごめんねありさ、君にとってショックなことを言っちゃったみたいで」

「…………
 」（←首を振りつつ、精一杯の笑顔をつくるありさ）

「せっかくこうやってありさのことを紹介するんだし、もっとちゃんとした紹介をしないとね。もういちどやり直すことにするよ」

「────
 」（←ぱあっと顔を輝かせ、こくこく頷うなずくありさ）

「ええとですね、鷹たかノの宮みやありさという子は、僕にとっても大事な人で。この世にふたりといない、かけがえのない人なわけで。ありさがまだ小学校に上がるか上がらないかの頃は、僕がいろいろ遊んであげたり、勉強を教えたりしてたし……ありさが海外で勉強する時間が長くなってきたから、最近はそうでもなかったけど、でもたとえ距離が離れていたって、彼女は居候してる先の年下の女の子、ってだけじゃなくて、もっとはるかにこう、僕の人生の大きな部分を占める女の子なわけで」

「…………
 ♡」（←照れ臭そうにもじもじしつつ、だけどすごく嬉うれしそうなありさ）

「なんというかこう、彼女はもう僕にとって、ぜんぜん他人じゃないというか、家族も同然というか」
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 ♪」（顔を真っ赤にして、だけど嬉しそうにうつむくありさ）

「そう。言ってみれば彼女は、まるで血の繋つながった妹、みたいな感じかな？」

「────
 !?
 」

　あ。

　しまった。

　ありさがまた真っ白になって硬直しちゃった。

　いかんいかん、ついうっかり……表情がころころ変わるありさの反応が楽しくて、思わず意地悪なことを言ってしまった。僕の悪いクセだなあ、こういうのは。

　いやでも、ありさの反応が楽しいから、ってだけじゃないよな。

　ぶっちゃけこれ、ものすごく言いづらい。

　女の子三人の無言のプレッシャーにさらされてるこの状況で、婚約者ということになってる女の子を紹介するのは……まるで親に恋人を紹介する時みたいな、恋人の親に『娘さんを僕にください』と頭を下げに行く時みたいな、そういうのと同じレベルでハードルが高い。

　とはいえ、どうせ婚約云うん々ぬんの話はいずれ説明しなきゃいけないことだし、だったら今のうちに話しておいた方が軋あつ轢れきも少ないだろうし、ここは頑張って説明をしておくのが後々のためにも得策──

「……あの、お兄ちゃん。ちょっといいですか？」

　とか思ってたら、秋あき子こが手を挙げて発言を求めてきた。

「ご紹介の途中に割り込んで申し訳ないんですけど。どうしても言っておきたいことができてしまいました」

　……む。マズいなこれは。

　険のある形に目を細め、声のトーンは地鳴りのそれのように低く……底抜けに明るいこの妹が滅めつ多たに見せない、最大級の不機嫌顔だ。これは血を見ないことには収まらないかもしれないぞ？

「まずはひとつめ。お兄ちゃんはさっきから、その子の頭をずっと撫なでていますけど。それはとてもおかしいことだと思います」

「え？　なんで？」

「なんで、じゃありません。実の妹であるこのわたしの頭はちっとも撫でてくれないのに、その子の頭は普通に撫でてるなんておかしいじゃないですか。わたしは毎日のようにおねだりしてるのに、その子は何の努力もなしにごほうびをもらえるなんて……これは明らかに不公平です。秋子ももっと小まめに頭を撫でてもらいたいです」

「いや、そうは言うけどねえ……」

　そんなことしたら、天然記念物なみにブラコンなこの妹は際限なく僕に甘えてくることだろう。そうなれば、かろうじてブレーキのかかっている妹の非倫理的言動にも歯止めがかからなくなるだろうし……いや、これでも僕って、けっこう苦心して妹をコントロールしてるつもりなんですよ、ええ。

「それともうひとつ」

　がしかし、秋子はそんな僕の内心に気づく素振りもなく、柳眉をさらに吊つり上あげて、

「お兄ちゃんはさっき、その子のことを『まるで血の繋つながった妹みたい』とか言ってましたね？」

「ああうん。言ったかな？」

「お兄ちゃんの妹は世界にただひとり、このわたしだけです」

　ほっぺたを膨らませ、ついっとそっぽを向きながら、

「この姫ひめの小路こうじ秋子こそが、ただひとりお兄ちゃんの愛するべき妹であり、何があろうとも決して縁の切れることのない家族なんです。そんなぽっと出の、どこの馬の骨とも知れない女の子がお兄ちゃんの妹を名乗るなんて、わたしは納得できません」

「いやまあ、別にありさが自分で妹を名乗ってるわけじゃなくて。僕が勝手にありさのことをそう思ってるだけなんだけど」

「わたしはそういうことを問題にしてるわけじゃありません」

「それにどこの馬の骨とも知れない、ってことはないだろ？　ありさはれっきとした鷹たかノの宮みやの人間だしさ。むしろ血筋の上では、これ以上は有りえないってくらい由緒正しい家柄のはずだけど」

「とにかく！」

　秋あき子こはキッと僕をにらんで、

「お兄ちゃんにとって本当の妹は秋子だけ！　妹ポジションに立てるのはこの世にひとりだけであって、ふたりも必要ありません！」

　……うん。

　要するにまあ、秋子の主張はそのひとことに尽きるようだった。

『血の繋つながった妹じゃなければ、お兄ちゃんと何の問題もなく恋人同士になれるのに』みたいなことを常々うそぶいている彼女にしては、ちょっと軸がブレてる発言な気がしなくもないけど。それだけ強硬に拗すねてしまってる、ってことなんだろうな。

　加えて秋子は、鷹ノ宮とは犬猿の仲である有あり栖す川がわの家で育ってるから、そもそも鷹ノ宮にいい印象を持ちづらい、というのもあるだろう。さらに言えば、鷹ノ宮家の存在さえなければ僕と秋子が離れ離れに暮らす羽目にならなかった、と言うこともできるわけだし……うん、やっぱ厳しいな。

　むしろ秋子がありさに対して好感を抱く理由が、何ひとつ見つからない。

　さて弱った。

　少なくともこの場でありさを追い返すことが現実的な策と言えない今、一体どうすれば彼女を学生寮の新管理人として認めてもらうことができるのか──

「あ、あのっ」

　と。

　それまで不安げに僕と秋子のやりとりを見上げていたありさが、小さくて遠慮がちな、だけど一生懸命な声で、

「ありさは、秋あき人とにいさまの、妹になりたいわけじゃなくて。あ、でも『にいさま』とかつい言っちゃってますけど、それは昔からのクセみたいなもので……だからその、秋子ねえさまのポジションを取っちゃうとか、そういうことはぜんぜん考えてなくて……」

　たどたどしい口調で、言葉を選びながら、一字一句を誠実に語るありさ。

　もとより十歳にして学術論文が認められる才女とはいえ、その本質はあくまでも、内気で引っ込み思案な子供に過ぎない。

　そんな彼女が精一杯に、未知のコミュニティに溶け込もうと努力する姿は、ごくまっとうな感性を持った人間であれば誰でも胸を打たれるものだ。いわゆる保護欲をそそる、というやつである。計算ずくで媚こびを売ってるわけじゃなく、あくまでも天然でやってるあたりがまた堪たまらない。

「あの、ですからその。秋あき子こねえさまは、尊敬する秋あき人とにいさまの妹さんで、だからありさはむしろ、秋子ねえさまとは仲良くしていただきたいと思ってて。それで秋子ねえさまとふたりで、秋人にいさまのお話とかいろいろできたらいいな、と思ってます。なのでどうか、よろしくお願い致します。ありさをこの学生寮の管理人として、認めてください。お願いします」

　ぺこり。

　おでこが膝にくっつきそうなくらい、深々とお辞儀をするありさ。

　うんうん。

　相変わらず行きすぎなくらいに礼儀正しい子だ。

　謙けん虚きよというか、他人を立てることを知ってるというか……このあたりは玲れい一いち朗ろうさんと鏡きよう子こさんの教育の賜たま物もの、と認めざるを得ないだろう。いやはや、しばらく見ないうちにまた立派に育ったもんだなあ。むしろ秋子の方こそ、ありさから学ぶべきところがたくさんあるように見えるんだけど、

「──もちろん認めるわ！」

　と。

　いきなり誰かが大声を出した。

　これまでほとんど口を開かず様子見に徹していた、那な須す原はらさんの声である。
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「鷹たかノの宮みやありささん。あなたをわたくしたちの学生寮の新しい管理人として認め、歓迎します。このわたくし、那な須す原はらアナスタシアがたった今そう決めたわ。そしてこの決定には誰にも文句を言わせないわ」

「あ──」ありさがパッと顔を上げ、「ほ、本当、ですか？」

「もちろん本当よ、わたくしに二言はないわ。ええそうですとも、あなたのように愛くるしい女の子を歓迎しない人間なんて、この世に存在するものですか。もし仮に存在するようであれば、このわたくしが実力でもって、即座にその愚か者をこの世から消し去ることでしょう。だから安心して頂戴。何も心配することなく、伸び伸びとこの学生寮で仕事をするといいわ」

「あ、ありがとうございます！　ありさ、一生懸命お仕事します！」

「ふふ。満面の笑みがまた、たまらないくらい愛らしいわね。……ところでありささん、お医者さんごっことかに興味はあるかしら？」

「……ぇ？　お医者さんごっこ……？」

「こらこら那須原さん」

　何やら暴走を始めそうな気配の副会長を、僕はあわてて止める。

　那須原さん……顔こそいつもの無表情を保ってるけど、目つきがかなり怖いよ？　明らかに獲物を狙い定めた狩人かりうどの目をしてるし……可愛かわいいもの好きの彼女にとって、ありさの存在はちょっと刺激が強すぎたのか。

　ともあれ、那須原さんはありさを受け入れてくれたようだ。もし仮に彼女とありさのそりが合わないようだと、ただでさえ事欠かない頭痛の種がさらに増えることになってしまうし、まずは幸さい先さきがいいと言えるんじゃないかな？

「僕も歓迎するよ」

　とか思ってたら、続けて銀ぎん兵べ衛えも笑みを見せて、

「まさか小学生ぐらいの子供が来るとは思ってなかったから、最初は面食らったけど。それ以外は特に問題ないんじゃないかな？　見ての通り年齢に似ずしっかりした子のようだし、能力については会長さんが保証してくれている。さしあたり、彼女の赴ふ任にんに反対する理由は何もない」

「おっ？　じゃあ銀兵衛もありさのことを歓迎してくれるのかな？」

「うむ。彼女は僕の親友である君の知り合いだしね、丁重に迎えてあげるのが筋というものだ。そもそもこんな小さな子供が、健けな気げにも僕らのために働いてくれるんだ。冷たく当たるのはあんまりというものだろう？」

「ん、まあね。そう言ってくれると嬉うれしいよ。ありがとね銀兵衛」

「なあに礼には及ばないさ。僕はこう見えて、小さな子供には優しく接するようにしてるんだ。それに僕らのような年上の人間が、彼女たちみたいな小さな子供を教え導いてあげるのは当然のことだよ。僕はむしろ積極的にありさくんみたいな小さな子供を歓迎し、人生の先輩として彼女にいろんなことを教えてあげられれば、と思ってるんだよ、うん」

　しきりに頷うなずく銀ぎん兵べ衛えは妙に機嫌がいいようで、なるほど言葉どおりにありさを歓迎する意志があるのが見て取れる。

　というか銀兵衛、さっきから妙に『小さな子供』という言葉を連呼してるけど……まさかとは思うけど、自分よりも輪をかけて子供体型なありさがコミュニティに入ってくれて嬉うれしがってる、ということはないよね？　モデルばりのスタイルの持ち主ばかり集ってる生徒会の中でただひとり、銀兵衛だけは残念なスリーサイズをしていて、彼女はかなりそのことを気にしてるみたいなんだけど、ありさが加入すれば、その劣れつ等とう感かんもいくぶんは軽くなるかもしれないもんな。いや、僕の親友がそんな器の小さいヤツでないと信じたいところではあるけど。

「ええとじゃあ、那な須す原はらさんと銀兵衛としては問題ない、ってことで」

　ふたりの了解を得られたところで、僕はあらためて一同を見渡し、

「会長さんはありさを連れてきた張本人なわけだし、当然ながら何の文句もないとして。となると残る問題はひとりだけ、ってことになるけど」

「うぐっ……」

　僕と視線が合い、半歩たじろぐ秋あき子こ。

「どうかな？　今のところ、ありさに悪い印象を持ってるのはお前だけっぽいけど」

「ぬぐぅ……」

「見てれば分かると思うけど、いい子だよありさは。それにがんばり屋さんで向上心はあるけど、野心ってものがぜんぜんないからね、こういう子はどこまでいっても人畜無害だよ。むしろ飛び級して海外の大学で単位を取れるくらいなんだから、もっとガツガツしてもいいんじゃないか、って思うくらいでさ」

「むぬぬ……」

「もちろん当人も言ってるとおり、お前の妹ポジションを狙ってる、ってわけでもない。ありさの頭を撫なでたことについてはまあ、いつものクセでつい、って感じだし、それに初めてあいさつする相手ばかりだから緊張をほぐすために、ってのもあったんだけど。そうだね、秋子の頭もあとで撫でてあげるとしようかな。そうしないとちょっと不公平かもしれないしね」

「ううう……」

「ほら。ありさからもお願いしなさい、秋子おねえちゃんに」

「……あ、あのっ」

　僕に促うながされ、上目遣いに、一生懸命な目線で、じっと秋子を見つめるありさ。

「ありさ、秋子ねえさまと仲良くなりたいです。仲良くなって、いっしょにお料理つくったり、お掃除とかをしたいです……秋あき人とにいさまのために。それでさっきも言ったけど、秋人にいさまのお話を聞かせてもらったりしたいです。ねえさまは、ありさの知らないにいさまのことをたくさん知ってると思うから……それに秋人にいさまは、秋あき子こねえさまのことをすごく大事にしてるから、だからありさもそんな秋子ねえさまのことをたくさん知って、大好きになりたいと思っています」

「くっ……!?
 」

「あの、そういう感じなんですけど……だ、だめ？　ですか……？」

「……あーもー！　分かりました、分かりましたよっ！」

　ついに秋子が頭を抱え、身もだえしながらギブアップ宣言。

「ありさちゃんを、学生寮の管理人として認めます！　それで満足でしょうッ!?
 」

「お。認めてくれるのか秋子？」

「ふん！　あくまでもとりあえずは、という感じですけどね！」

　ぷいっとそっぽを向いて、

「そもそもわたしには、健けな気げな女の子をいじめる趣味はありません。まあその子からは何やら危険なニオイがしなくもないんですが、裏表のある性格という感じはしませんし……さしあたりは認めてあげるしかないじゃないですか」

「そっか。うん、ありがとね秋子」

「あくまでもとりあえず、ですよ!?
 　もし万が一、彼女の言動に問題が見られた場合はその限りではありませんからねッ！　必要とあらばわたしは心を鬼にして、その子をこの学生寮から追い出す所存です！」

「とか言って秋子。実はありさのことけっこう気に入ってるでしょ？　口ではあれこれ言いながら、心の中ではありさのこと可愛かわいいと思ってるんじゃない？」

「ふん、ぜんぜんそんなことありませんし！　だってわたしの子供のころの方がぜんぜん可愛かったと思うし！」

「まあね。確かにお前の子供のころも可愛かったけど」

「そうでしょう！」

　秋子は大きく頷うなずきつつ、思わずニヤけた口元をあわてて引き締めつつ、

「とにかくわたしは、彼女のことを可愛いなんてぜんぜん思ってないし、お兄ちゃんがどうしてもと言うから仕方なく認めてあげてるんです！　そのあたりくれぐれも勘違いしないでくださいよねっ！」

　……うん、珍しいな。

　素直が取り柄のこの妹が、よもやのツンデレ状態……まあ秋子にとってありさの存在は、簡単に受け入れられるものじゃないだろうし、こういう反応も仕方ないか。きっといずれ時間が解決してくれるだろう。

　よし、これにてミッション完了。

　ありさの存在がつつがなく認知を得たところで、さっそく僕から新管理人への引き継ぎをあれこれ済ませて、彼女に仕事を始めてもら──

「ちなみに婚約者だから。彼女」

　そうは問屋が卸さなかった。

　このままなあなあ
 で済ませようとした僕を制し、会長さんが呆あきれ顔がおで、

「姫ひめの小路こうじ秋あき人との婚約者なんだとよ、この鷹たかノの宮みやありさは。あたしはそう聞いてるし、少なくとも鷹ノ宮の家ではそういうことになってる。そうなんだよな？　鷹ノ宮ありさ」

「は、はいっ！」

　ようやく待ちわびた紹介をしてもらえた、という顔で、ありさは喜色を満面に浮かべ、

「ありさは将来、秋人にいさまのお嫁さんになります。そのための花嫁修業の意味もあって、ここにご奉公しに来ましたっ。精一杯がんばって、にいさまにふさわしい大人の女の人になりたいと思いますので、どうぞみなさまよろしくお願い致します！」

　ぺこり。

　おでこが膝にくっつきそうな例のスタイルでお辞儀するありさ。

「……ふうん。そうなの」

　固まっている僕の耳に、やけに低く響く声が入ってくる。

「なかなか興味深い話ね。天使のように愛らしいありささんが、あっきーの婚約者？　ふうん、へーえ」

　いつもの無表情＆いつもの抑よく揚ようのない声だけど……なんだろ？　なんか目つきがやたらと怖いよ？　那な須す原はらさん。

「わたくしとあっきーは出会ってからまだ数すうヶか月げつとはいえ、ひとつ屋根の下に暮らしている間柄であり、決して浅くはない関係だと思っていたけれど。それはわたくしのひとりよがりだったのかしら？　婚約者がいるなどという極めて重要な話を、わたくしは小耳に挟んだことすらないわ。ねえ、そうよねあっきー？」

「あーいや。ちょっと待って那須原さん。これにはれっきとした理由があってだね……」

「わたくしにとっては小耳に挟んだことすらない話だったけど、他の人にとってはどうなのかしら。ねえぎんぎん、あなたはどう？　あっきーが婚約しているなんて話、聞いたことがあった？」

「いやいやまさか。僕だってまったくの初耳だよ」

　話を振られた銀ぎん兵べ衛えが笑って首を振り、

「僕は秋人の親友ではあるけど、鷹ノ宮の家とは決して縁は深くないからね。よもやそんな話になってるなんて露ほども知らなかったよ。いや、しかしこれは弱ったね。僕は常日頃から、秋人と親友同士であることを標ひよう榜ぼうしているけど──もしかしたら、ひょっとすると、考えるだにありえない話だけど──それは単なる僕の思い込みであって、秋あき人とはこれっぽちも僕のことを親友だなんて思ってなかったんじゃないか、という妄想が今、突如として湧き起こってしまったね」

「あーええと。銀ぎん兵べ衛え？　ひとまず落ち着いて──」

「いや、分かってるさ。もちろん僕は秋人を信じてるよ。秋人は僕の親友であって、婚約者がいるなどという大事な話であれば、いの一番に僕に話を聞かせてくれるはずだ、ってことはね。だからつまり、いま僕がこの場で初めて秋人の婚約者の話を聞かされる、などという事態には、本来なりえないはずなのだけど……だけどここでひとつ、困ったことが起きてしまうんだ。なぜなら僕の目には、会長さんが嘘うそを言ってるように見えないし、ありさくんもまた、冗談を言って笑いを取ろうとしてるようには見えないんだよ。いや、これは困ったね。実に道理に合わない、まったくもって矛盾している出来事だ。この奇妙な事態に対して、秋人から何らかの説明をしてもらえるものと、僕は期待しているよ。ねえ秋人？　親友である僕のお願いに、もちろん応えてくれるんだよね？」

「あー……いや。えーと」

　にっこり笑顔で促うながされて、僕の背中を冷や汗が伝う。

　那な須す原はらさんは目つきが怖かったけど……銀兵衛、君は何だか笑顔が怖いよ？　そんな笑顔を向けられると、僕は下半身が縮こまってしまうので、できればもうちょっと穏便にしてもらえるとありがたいよ？

「お兄ちゃん」

　そして最後に登場するのはやっぱりこの人。

　先ほどから負のオーラを隠そうともしない、だけど表面上の礼儀正しさだけは完璧に取り繕っている秋あき子こが、上流階級育ちらしい優雅な所しよ作さで、僕においでおいでのポーズをしながら、

「とりあえず中、入りませんか？　こんなところにお客さんを立たせたままでは悪いですし、食堂でお茶でもお出ししましょう。それからゆっくりお話を聞かせてもらえばいいじゃないですか。ええ、それはもうゆっくりじっくりと」

「…………
 うん。そうだね」

　ここに至いたり、観念せざるをえない僕だった。

　最初から分かっていたことではあったけど、やはり言い逃れや留保のできる状況ではなかったようだ。かくなる上は進んで針のむしろに正座し、すべてを洗いざらい白状するより他あるまい。

　秋子、那須原さん、銀兵衛の三人から、逃走の余地などまったくないほど周囲を固められて連行されながら、僕は少しでも誤解を減らし、不興を買うことなく、いかにして説明責任を果たすかについて、必死に知恵を巡らすのだった……。





五月二十二日（ＰＭ８：00
 ）（食堂兼会議室）









　新管理人が赴ふ任にんして一週間が経たった。





　尚なお、ありさが初お目見えしたあの後、僕が仲間内でどんな吊つるし上あげを食らったかについては、コメントを差し控えようと思う。口の達者な三人が見事な連携でもって僕を槍やり玉だまに挙げるありさまは、詰きつ問もんや糾きゆう弾だんというよりも私刑リンチに近いものであり、あの時のことを詳細に思い出そうとすると脈拍が急激に上がってしまい、精神衛生に悪いからだ。どうかご理解とご容赦のほどを願いたい。

　ゆえに結論だけを述べてしまうと、鷹たかノの宮みやありさの存在はおおむね生徒会メンバーたちに受け入れられる結果となった。

　その理由はひとえにありさの人柄の良さと、そして『婚約』というものの実体のなさに尽きる。

　結婚話があくまでも鷹ノ宮側の都合と主導によるものであり、僕はむしろそういった思惑の被害者であること、そしてありさが結婚話に乗り気なのは、彼女の両親である玲れい一いち朗ろうさんと鏡きよう子こさんの意思に引きずられたものである──という僕の主張が、おおむね認められる形となったわけだ。

　以下、寮生たちの反応を簡潔に記していこう。






　　　　＊







「ま、あたしゃ元から何も問題にしてねえからなー」

　と、これは生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしの見解である。

「つーか知ってのとおり、あたしゃ鷹ノ宮ありさをスカウトしてきた立場の人間だしな。年齢的には確かにちょいと問題があるけどよ、それ以外のスキルはパーフェクトだと判断して、むしろこっちから頭を下げてお招きした、ってくらいのもんだ。なんせ家柄も人柄も抜群で、一流企業や名門大学からも引く手あまたの人材だからよ……そんな彼女に、スズメの涙ほどの給料しか出ねえ仕事をさせようってんだから、むしろこっちから注文つけるなんざおこがましい、って話よ。なあ、そうは思わねえかい？　姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「ですね。まったく同感です」

「だろ？」

「だけど僕としてはですね、そういう人材だとちゃんと理解してるなら、最初からありさを雇やとうのは遠慮してもらいたかったな、って思うんですけどね？」

「馬鹿言っちゃいけねえ。この二に階かい堂どう嵐あらしが、優秀な人材をゲットできるチャンスを逃すはずねえだろ？　おまけに今回は、いわゆるカモがネギ背負ってきたシチュエーションだし、これをスルーしたら罰が当たる、ってもんだぜ」

「はあ」

「ともあれ、あたしには鷹たかノの宮みやありさを招いた責任がある。彼女にはここでの経験を経て、何かしら先々の人生で役に立つものを手に入れてってくれればな、って思ってるよ。なあに、ウチの学生寮に住んでる連中だって、そう捨てたモンじゃねえんだ。人脈を作る、っていう一点だけをとっても十分に価値はあるだろう。ここでの生活は、決して鷹ノ宮ありさにとって損にはならねえ、ってあたしは信じてるさ」






　　　　＊







「彼女はこの世に舞い降りた天使よ。異論は認めないわ」

　と主張するのは、可愛かわいいものに目がない金髪の副会長、那な須す原はらアナスタシアである。

「もはやこれは、人類の歴史における最大のインパクトと言っても過言ではないでしょうね。鷹ノ宮ありさ……彼女のような女の子がこの世に存在することを、わたくしたちは神に感謝しなければならないわ」

「はあ」

「そのまなざし、そのくちびる、その柔らかそうなほっぺた。細いけれど将来性を感じさせる長い手足といい、抱きかかえたくなるくびれを持った腰つきといい、ぷりんぷりんに張ったお尻といい……ああもう、どこから挙げればいいのでしょうね彼女のいいところを。いいえちがうわね、そもそも彼女の素晴らしさに枚まい挙きよの暇いとまがないのは当たり前であって、いちいち挙げていくのは無意味な行為なのだわ。なぜなら彼女は髪の毛の先から足の裏まですべてがパーフェクトであり、どれだけ血眼になって探そうとも欠点など何もない、まさしく無む謬びゆうの存在であるのだから」

「……なんか大絶賛だね。ていうかもう信者だよね、完全に」

「その通りよ。わたくしは既に、彼女の愛らしさのドレイと言っても過言ではないわ」

　無表情のまま目だけをきらきら輝かせて、大いに頷うなずく那須原さん。

　なんというか以前、彼女が可愛いもの好きのぬいぐるみ好きであることが僕にバレた時の反応とは大違いである。いちおう彼女、その趣味は他人に知られないように努力してたっぽいんだけどな……そんなことも脳内から吹っ飛んでしまうくらいに、ありさはクリティカルヒットだったんだろうな。

「婚約云うん々ぬんについては、まあよくある話よ」

　那須原さんはさらに続けて、

「彼女って、古い名門の出身なのでしょう？　そういうお家うちって、娘の嫁ぎ先なんかは親が勝手にあーだこーだと口を出してくるものだし、いちいち真に受けていたらキリがない、というものだわ」

「ふむ。まあ確かにね」

　事実、婚約話に振り回されている片割れの僕からすれば大いに納得できる話である。

「それにわたくしだって経験のあることよ」

「経験？　っていうのはつまり、勝手に婚約者を決められそうになる経験、ってこと？」

「ええそうよ」

　と彼女は頷うなずき、

「わたくしもお父様やお母様からしばしばその手の話を持ち込まれては、勝手に盛り上がられていたものだわ」

「へえ、そうなんだ。君にもそんな話が？」

「ええ、一度ならず何度もあったわね。わたくしにはまったく理解不能なのだけど、どうしてあの人たちは、他人の人生を自らの思い通りにコントロールしたがるのかしらね……自分たちの血を分けた娘が信じられないというのかしら？　それとも下手に大企業のトップに立ってるものだから、何か妙な全能感にでも取りつかれてるのかしらね？」

「さあ……どうなんだろうねえ」

　確かに言えるのは、那な須す原はらさんがその手の話に辟へき易えきとしている、ということだけだ。彼女は以前、自分が反抗期の真まっ只ただ中なかにあることを仄ほのめかしてたけど、なるほどね、それにはこういう事情もあったのか。

「まあわたくし個人の事情はともかくとして、鷹たかノの宮みやありささんはわたくしにとって、最大限に歓迎し、もてなすべき対象であることは動かぬ事実だから。その点については安心して頂戴」

「そっか。うん、そう言ってもらえると助かるね」

「嗚あ呼あ……それにしても本当、彼女はどうしてあんなにも愛らしいのかしら。目に入れても痛くないほど可愛かわいい、というのはまさにこういうことを言うのね。枕元にいつも置いておきたい存在ナンバーワンであり、ぬいぐるみにして飾っておきたいランキング第一位であり、抱っこして持ち歩きたい女の子のダントツ筆頭だわ。そう、わたくしは彼女のためならなんだってできる……たとえこの手が真っ赤な血に染まり、あらゆる法律と倫理に背くことになろうとも」

「あはは……まあそうね、何事もほどほどにね？」

　ありさが受け入れられるかどうかより、そして僕が妙な誤解で槍やり玉だまに挙げられるかどうかより、ありさの身の安全を確保することの方が先決かもしれないな……あぶない光を放つ那須原さんの目を見つつ、そう警戒する僕なのだった。






　　　　＊







「いいんじゃないかな彼女。今のところまったく問題はないね」

　と太たい鼓こ判ばんを押したのは、学生寮の家事全般を担当する親友、猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみである。

「問題ない、というよりむしろ、見事としか言いようがない、と形容すべきだろう。いやはや、まったくもって脱帽の限りだ。正直なところを言うと、僕は会長さんの話をそこまで真に受けてなかったのだけど……彼女の触れ込みにはなんの誇張もない、事実そのままだったよ。いや、本当に感服した」

「……そんなにすごいの？　ありさのやつ」

「すごいさ。あの年齢であそこまでやれるのは驚きのひとことだね。まるでもう何年も専業主婦をやっているベテランのような仕事ぶりを見せてくれるよ」

「そっか。まあそう言われると僕も鼻が高いよ。僕はありさにとっての兄貴分だと思ってるからさ、素直に嬉うれしいね」

「うむ。僕としても優秀な人材と共に働くことができるのは重畳だ。無能な人間に足を引っ張られるのは不愉快きわまるけど、ありさくんのような子と阿あ吽うんの呼吸を通じ合わせつつレベルの高い仕事をするのは、むしろ至し上じようの喜びでさえある」

　と、そう言う銀兵衛はいつになく機嫌がいい。

　商家の出身である彼女にとって、人材とか人脈というものは常に最大級の興味をそそる対象だ。ありさと生活を共にし、ありさの素質を認められたことは、銀兵衛にとって何よりの収穫なのだろう。

　実際、学生寮における家事担当主任であった銀兵衛は、ありさと接触する機会がもっとも多いわけで、ありさという人物を理解するのがもっとも早い立場にある。きっとありさの裏表のなさと、そして勤勉で誠実な性格を、誰よりもよく知っているにちがいない。

「婚約の件についても」

　と、銀兵衛はさらに言い足して、

「まあ子供のころにはよくある話さ。人間一度は誰しも、ありさくんのように先走ってしまう経験があるもの……いわゆる若気の至いたり、というやつだね。今の彼女は本気で秋あき人とと結婚するつもりでいるようだけど、僕は四歳年上の先輩として、その程度のことに目くじらを立てるつもりはないよ」

「ふむ、そっか。そう言ってもらえると僕も助かるな」

「もとより机上の空論なんだよ、秋人とありさくんの婚約なんて。そもそも彼女は結婚適齢期にさえ程遠い上に、今どき親の決めた婚約者と結婚するなどというのは……そんなのは時代錯誤のきわみであり、人権団体から訴えられてもおかしくない暴挙だよ。そうは思わないかい？」

「まあそうだね、おおむねそんな感じだね」

「そしてこれが最も肝心なことだけど……秋あき人とはありさくんのことを、そういう対象としては見ていないんだろう？」

「うん、そうだね。そりゃそうだね」

「もし仮に、君がありさくんをそういう対象として見ているのならば……君はいわゆるロリコンということになり、極めて重大な事態に発展することになる。その場合は僕を初めとする生徒会のみんなが一致団結して、君の幼児性愛趣味を改善するためのプログラムを組み、二十四時間つきっきりで君の精神を矯きよう正せいする羽目になっていただろうさ。そのようなことにならなかったのは実にラッキーだったと思うね、この学生寮に住んでいる誰にとっても」

「あはは……」

　勘弁してもらいたいねホント。

『矯正』とかいう単語で取り繕ってるけど、実際には拷問に等しい扱いを受けることになるんだろうしさ。

「ちなみにだね秋人」

「ん？　なに？」

「君がロリコンではない、ということについては、これでおおむね証明されたかなと思うのだけど……外見や精神的な年齢はともかくとして、いくぶん子供っぽい体型の女性の方が好みである、というようなことはあったりするのかな？」

「？　なんでそんなこと訊きくの？」

「いや、別に他意はないよ。ただ単に話の流れとして、なおかつ好奇心の表れとして、あくまで気まぐれで、ちょっと訊いてみようとしただけさ。君はグラビアアイドル的にスタイル抜群な女性よりも、ちょっと発育がスローペースな女性に心を惹ひかれたりする、ということはないのかな？」

「うーん。特にそういうことはないかな」

「そ、そうか……それは残念、いやもとい、そうかなるほどね、秋人は女性に関してはごく普通の趣味を持っている、ということなんだね」

「というか、それこそロリコン扱いされるんじゃない？　僕の趣味がそっちの方向に偏ったりするとさ。みんなから変な誤解を招いて『矯正』されるぐらいなら、ごく普通の趣味をしてた方が身の安全を確保できるんだけど」

「う、む。そうか。そういう考え方もあるのか。……まあでもそうだろうね、秋人がノーマルでない趣味を持ってるよりは、ごくまっとうな趣味を持っていた方が無難ではあるのだけどね。いやでも僕としてはもっとこう……
 」

「銀ぎん兵べ衛え？」

「い、いや、なんでもない。とにかく繰り返しになるけど、僕はありさくんを歓迎する。彼女はまだ小さな子供だし、そんな子供が健けな気げにも奉公に出るというのだから、これを支援するのは大人として当然のことさ。学生寮でありさくんを直接支援するのは僕の役どころとなりそうだけど、まあ大船に乗ったつもりで任せてくれたまえ」

「うんまあ、その点はありがたいんだけどさ」

「何か疑問でも？」

「疑問というかさ、君ってこのあいだからやけにアピールしてない？　自分がありさよりも大人だ、ってことをさ」

「言いがかりはやめてくれたまえ。僕は決して、自分より発育の遅い子が仲間になってくれたことを喜んでるわけではないし、そのことにちょっとした優越感を覚えているわけでもない。そのようにありもしない疑いをかけられると、いずれ君とは裁判所で対面することになるからそのつもりでいるように。……さて、そろそろいいかな？　こう見えて僕は忙しい身でね、これからありさくんに秘伝のレシピを教えてあげなければならないんだ」
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　──というような次第で、鷹たかノの宮みやありさの存在はおおむね、生徒会メンバーたちに受け入れられる結果となった。

　僕や会長さんの陰ながらのサポートもあったとはいえ、これはひとえにありさの人徳の賜たま物ものだろう。徹てつ頭とう徹てつ尾びお行儀のいいありさは、基本的に年上からのウケがよく、まずよほどのことがなければ不興を買うことはないのだ。

　が、世の中の常として、例外というものは存在するわけで、

「わたしはぜんぜん納得してません」

　不ふ肖しようの妹、姫ひめの小路こうじ秋あき子こだけはただひとり、今もなおありさの存在を受け入れていないようだった。

「鷹ノ宮家の人間であり、不ふ逞ていにもお兄ちゃんの妹を名乗り、あまつさえお兄ちゃんの婚約者を僭せん称しようする女の子……ホトケの秋子と呼ばれたわたしでも、こんな危険な存在を見過ごすわけにはいきません」

　学生寮の食堂兼会議室。

　ありさの件について相談するために呼び出した秋子はしかし、いつになく素直ではない反応を示してくれた。

「むしろわたしとしては、ありさちゃんには今すぐ荷物をまとめてお家うちに帰ってもらうべきだとさえ思ってます。おそらくはその方が、誰にとってもより幸せな結果を導くことができるでしょう」

「おいおい馬鹿言っちゃいけないよ。今さらありさを帰すなんて、そんなことできるわけないって」

「なぜです？」

「なぜってそりゃ……だって、あの子はがんばってやってくれてるだろ？　僕らの寮の管理人として、料理を作ってくれたり、あちこちを掃除してくれたり、それ以外にもこまごましたことをいろいろ……ここに来てまだ一週間だけど、それにしては十分な仕事っぷりだし、日に日に慣れてきてる感じもあるし」

「彼女が有能なのは認めます。ですがどの仕事にしても、ありさちゃんじゃなければできない仕事、というわけではありません。何であれば、彼女の代わりにわたしが全部やってしまっていいものばかりです」

「いやいや。そもそもそういう負担が僕らにかからないように、ってことでありさが呼ばれたんじゃないか。ありさをクビにして僕やお前の負担が増えるようなことがあれば、それこそ本末転倒ってもんだろ？」

「世の中には『大事の前の小事』という言葉があるじゃないですか。ちょっとばかり負担が増えることなんかより、ありさちゃんという危険人物がいることの弊へい害がいの方がよっぽど大きいです」

「あの子を危険だと思ってるのはお前だけだって。それに僕にだって立場ってもんがあるんだよ。ありさの両親からも連絡が来て『くれぐれもよろしく』って言われてるのに、それで一週間足らずで、ってのは……ねえ？」

「わたしにだって立場はあります。ありさちゃんがやってきたおかげで、『妹ポジション』というわたしの唯一無二の特徴が弱まってしまいました。ただでさえ那な須す原はらさんや会長さん、銀ぎん兵べ衛えさんといったライバルがひしめく中で、わたしの優位性は弱くなっていく一方だったのに……こんな状況ではわたしの存在意義があやしくなるというものです」

「そんなことないよ。僕の本当の妹はお前だけだし、僕が世界でいちばん大切に思ってるのもお前なんだ。優位性がどうとか、そんなことを考えることからしてナンセンスなんだよ。姫ひめの小路こうじ秋あき子ここそが、オンリーワンにしてナンバーワンなんだ、ってことを忘れてもらっちゃ困るんだぜ」

「ほ、ほんとですか？」

「もちろん本当だよ。嘘うそなんかつかない」

「……えへへ。お兄ちゃんったらもう、わたしが世界でいちばん大事だなんて、そんなことは昔から分かってましたよう。これからもどうぞ末永く、秋子のことを可愛かわいがって……って、はっ!?
 　ちょっとお兄ちゃん、そんな甘い言葉でごまかそうとしたって無駄ですよっ!?
 　それとこれとは話が別、というやつであり、今はありさちゃんのことを問題にするべきなんです！　危ない危ない、うっかりお兄ちゃんの誘導尋問に引っ掛かって本筋を離れてしまうところでしたよ」

「いや、僕は別に誘導尋問してたつもりはないんだけどな……」

「言い訳は無用です。そもそもですね、お兄ちゃんとわたしのふたりだけの愛の巣になるはずだった学生寮に、いつの間にか部外者の人たちが居座ってしまったのがすべての間違いなんです。この際ですからありさちゃんだけでなく、他の人たちにも学生寮から出ていってもらうのが筋というものじゃないでしょうか」

「そんな筋はどこにもありゃしないよ。ていうか、むしろお前の言い分の方こそ本筋を離れてきてないか？」

　僕はため息をつきつつ、

「とにかくありさにはここに居てもらうよ。少なくとも一週間やそこらであの子をクビにすることはありえない。あの子を連れてきた会長さんや理事会の面子だって立てなきゃいけないんだしさ」

「面子なんてものはワンちゃんにでも食べさせておけばいいんです。というか妹のわたしにだって面子はあって、その面子はとっくに丸つぶれなんですよ？　お兄ちゃんは他の人の面子ばかり気にしてして、わたしの面子は大事にしてくれないんですか？」

「というかよく考えてよ。十二歳の女の子が、一生懸命にこの学生寮に溶け込もうと努力してるんだ。それを追い返すなんてかわいそうだろ、根本的に」

「その点は考慮するに値しません。なぜならわたしだって負けず劣らずかわいそうだからです。むしろわたしは疑問に思うのですが、お兄ちゃんは本ほん妹まいと血の繋つながっていない妹、どっちが大事だと思ってるんですか？　さっきからありさちゃんのことばかり気にかけて、可愛かわいい本妹であるわたしのことがないがしろにされっぱなしのように思えてならないんですが」

「どっちが大事だとか、そういう不毛な議論はやめようよ。僕は秋あき子このことが世界でいちばん大事で、だけどありさのこともすごく大事だから、だからどうにかして妥協点を探っていこうよ、っていう話をさっきからしてるんだからさ。……ていうか本妹っていうのは何？　初めて耳にする単語なんだけど」

「本妹というのは読んで字のごとくの意味ですよ。紛まがい物ものではない本物の妹のことです。お兄ちゃんの正式なお嫁さんはあくまでもわたしであり、ありさちゃんはあくまでもお妾めかけさん、もしくは愛人さんに過ぎない、という意味を込めて、たったいま秋子が作った単語です。我ながら会心の出来だと思うので、どんどん広めていきたいですね。いずれは広こう辞じ苑えんとか大だい辞じ林りんとかにも載るようになるのが望ましいです」

「そんな超ローカルな単語が、辞書に載るほど高い公共性を持つとは思えないよ……というか、ちゃっかり僕とお前が結婚してるかのような態で話をするのはやめなさい」

「あーもーとにかく！」

　僕の苦言をスルーしつつ、秋あき子こはキッとこちらをにらみつけて、

「わたしは心の広い妹なので、ちょっとぐらいの浮気は認めます。愛人さんを作るのも、まあ男の甲か斐い性しようということで納得できなくもありません。ですがあくまでもお兄ちゃんにとっての永遠のパートナーがわたしである、ということを忘れてもらっては困ります。何事につけてもその点を中心に考えていただく必要があり、お兄ちゃんの婚約者を勝手に名乗る子を歓迎するなんてことは、土台からして不可能なことなのです」

　などとうそぶくのであった。

　……やれやれ、弱ったな。

　でもまあ確かに、ありさが管理人になることによって、直接かつ具体的な脅威に晒さらされるのは秋子である。妹ポジションを争う、みたいな構図にもいつの間にかなっちゃってるし、何とかして秋子とありさが仲良くなれる方法を見つけたいところなんだけど、

「──あ、あの」

　声がした。

　振り向けばいつの間にかありさがそこに立ち、不安げな様子でこちらを見守っている。どうやら偶然この場に居合わせて、僕と秋子の話を聞いてしまったらしい。

「……あの、その。ありさ、この学生寮に来たのはよくなかったでしょうか？　秋子ねえさまから、嫌われてしまっていますか……？」

「いやいや。そんなことはないよ」

　しゅん、とうなだれてしまったありさを、僕はあわててフォローする。

「秋子はね、なんというかこう、ちょっと人見知りで恥ずかしがりやさんな性格をしてるからね。だからありさという新しい仲間が増えたことは嬉うれしいんだけど、どうやってありさと接していいか分からなくて、それでつい、ありさに対して厳しく当たってしまうんだよ。な？　そうだよな秋子？」


「……わたしは別に人見知りじゃないですし、ありさちゃんとの接し方も自分なりにちゃんと考えてるつもりなんですけど……」


「ほらね？　恥ずかしがりやさんだろう？」

　小声で文句を言っている秋子の姿を都合よく解釈しつつ、僕は強引に話を進める。

「だからねありさ、秋子お姉ちゃんのことはあまり気にしなくていいんだよ。お姉ちゃんは別にありさのことを嫌ってるわけじゃないし、そのうちきっと、ちゃんと仲良くなってくれるから。ね？」

「そう……なのですか？」

「そうだよもちろん。ありさのことを嫌ってる人なんて、この寮にはひとりもいないんだから。な？　そうだよな秋子？」

「……まあ、そうですね。ありさちゃんには実家に戻ってもらうのが一番だとは思いますけど、別に嫌っているわけではありませんね」

「うんうんそうだよな。というわけで安心していいんだよありさ。お前は何の気兼ねもすることなく、ここで働いてくれ。みんなお前のことをサポートしてくれるはずだし、秋あき子こだってすぐに認めてくれるから。な？」

「……はい」

　うなだれたままコクリとうなずくありさだけど、内心の不安が払拭されているようにはとても見えない。

「あの、秋子ねえさま」

　と思ったら、ありさは恐る恐るの態で秋子の様子をうかがって、

「あの、その。ありさは、その」

「……なんです？」

「あの、秋子ねえさまは、ありさと仲良くするの、お嫌ですか……？」

「ふん、まあそうですね。お世辞にも仲良くしたい相手とは言えないかもしれませんね。なにしろありさちゃんは、お兄ちゃんから妹あつかいされてる上に、お兄ちゃんの婚約者として名乗りをあげてますから。お兄ちゃんのただひとりの妹であり、将来を約束された相手であるわたしにとって、あなたの存在がとても危険なものであることは否定のしようがありません」

「あの、でも。ありさは、仲良くしたいです。秋子ねえさまと。仲良くなって、お買い物とかも一緒に行きたいし、いっしょにお茶を飲んだりしたいし……あと、ふたりでお菓子を作って、秋あき人とにいさまに食べてもらうとか。そういうこともしたいです。そうすればきっと、秋人にいさまも喜んでくれるんじゃないかな、って」

「ふん。そんなのはありさちゃんの都合であって、わたしの知ったことではありません。わたしにはあなたと仲良くする義理なんて何もないんですから」

「あうう……」

「何ですか。言いたいことがあるならハッキリ言ってください。まあもっとも、ハッキリ言ったところでわたしの答えは変わらないんですけどね」

「うう……」

「ふん。そんな顔してもダメですよ。わたしの意志はダイヤモンドよりも固いんです」

「…………
 ぅぅ」（←涙目で秋子を見上げるありさ）

「聞き分けのない子ですね。ダメだと言ってるのが分からないんですか？」

「…………
 」（←いよいよ涙をためつつ、なおも秋子を見上げるありさ）

「くっ……何てしつこい子でしょう。ダメなものはダメなんです。聞き分けてください」

「…………
 」（←ずずっ、と洟はなをすすりつつ、それでも秋子を見上げるありさ）

「だから、ダメだと言ってるでしょうっ……！」

「…………
 」（←秋あき子こを見上げたままのありさ）

「……っ」

「…………
 」（←そろそろ目尻から涙がこぼれそうなありさ）

「……やりづらい！」

　とうとう耐えられなくなった秋子が、頭を抱えながら身もだえする。

「あーもーお兄ちゃん！　ちょっとお兄ちゃんッ!?
 」

「何だよ」

「何なんですかこの子は！　何とかしてください！」

「いや、何とかしろと言われてもねえ……具体的にどうすればいいんだよ？」

「この子の可愛かわいさを何とかしてください！」

　と、秋子は顔を赤くして、

「反則でしょうこんなのって！　ズルいですよこんな──こんな小動物みたいな求められ方をされて、冷たく扱えるわけないじゃないですか！」

　……ふむ。

　この様子だとアレだな。妹の顔が赤いのは怒りゆえではなく、ありさの愛らしさにのぼせたゆえらしいな。
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　さもありなん。ありさが醸かもし出す問答無用のキュートさは、多くのケースにおいて暴力的な威力を発揮する。孫そん悟ご空くうが三さん蔵ぞう法ほう師しに逆らえないのと同じくらいのレベルで、これに晒さらされた被害者は屈服する他ない。ありさがごく一部の人々から『鷹たかノの宮みやの最終兵器』などと呼ばれているゆえんが、まさにここにある。歳若くして名声を得ていることなどは、この魔性の魅惑と比べれば論ずるに値しないのだ。

「ま、しょうがないね。今のお前には無理だよ秋あき子こ」

「無理って何が!?
 」

「ありさの魅力に抵抗するのが、だよ。なんていうかさ、ありさのこれ
 はいわばガード不能技で、しかも根っから天然でやってるから。対処なんてしようがないんだ。どうしても対処したければ、僕みたいに慣れるしかないね」

「じゃあ慣れるにはどうすればいいんですか!?
 」

「簡単なことだよ。ありさの魅惑に抵抗して、そして屈する。それを何度も何度も、何度も何度も何度も繰り返す。そうすればいつの間にかありさの魅惑に耐えられるようになってるよ──あくまでもある程度は、だけど」

「そんな軍隊式の精神論みたいなやり方じゃなくて！　他に何かないんですか!?
 」

「ない。経験者である僕が保証するよ」

「むぬうっ……！」

「ま、僕としては諦める方をオススメするけどね。諦めてありさと仲良くするのが前向きに生きる道ってもんさ。妹ポジションがどうとか婚約がどうとか、そんなことは気にしないで、もっと広い心で……ね？」

「『ね？』じゃありません！　どちらもわたしにとって死活問題じゃないですか！　わたしは今、わたしがわたしでいられるかどうかを問われているんです！　そう簡単にハイそうですかと引き下がれません！」

　怪獣みたいに吠ほえ、もういちど秋子は僕をにらみつけて、

「とにかくわたしは認めませんから！　わたしのポジションを脅かすありさちゃんの存在は、断じて許容するわけにはいきません！」

「そりゃ困ったな……僕がこれだけお願いしてもダメなのかい？」

「ダメです！　こればかりはいくら愛するお兄ちゃんの言葉でも聞けません！」

　ぷいっ、とそっぽを向き、それからニヤリと不敵に笑って、

「それにわたしは忘れていませんよ？　ありさちゃんが正式にここの管理人になるまでには、確かお試し期間がある、ということになってましたよね？」

　む。ちゃんと覚えていたのか。

　その条件を最初に言い出したのは銀ぎん兵べ衛えであり、銀兵衛はありさのことをすでに十分認めているから、このままいけば自然とフェードアウトしていくかな、と思ってたんだけど。

「聖リリアナ学園の伝統ある学生寮で管理人を務めるからには、厳しいテストに合格してもらう必要があります。ありさちゃんはここに来てまだ一週間であり、いわば仮採用の立場……本採用に至いたるまでには、まだまだ険しい道を辿たどってもらう必要があります。そうですよねお兄ちゃん？」

「そうですよね、じゃないよ。ウチの学生寮の管理人はいつのまにそんなハードルの高い職場になったんだ」

「この先短からぬ時間をいっしょに過ごすことになる相手なんですから、その程度には審査を厳しくするのは当然です。むしろまだ十二歳の女の子を働かせることからして、いろいろ間違ってると思いませんか？」

「そこはほら、鷹たかノの宮みやの家の方でも納得済みの話なんだろうし、リリアナの理事会でも承認をもらってることなんだからさ……ていうか僕に向かって言うんじゃなくて、そういうことはありさに直接言ったらどう？　さっきから僕の方ばかり見て話をしてるでしょ？」

「だって、面と向かって言ったら彼女の可愛かわいさに負けて、心が折れてしまうじゃないですか！」

　と、妹は敗北宣言に等しいことを堂々と口にしつつ、

「何はともあれ、簡単に認めてもらえると思ったら大間違いですよっ!?
 　わたしの目の黒いうちは、そうそう簡単にお兄ちゃんには近づかせませんからねっ!?
 」

　そう捨てゼリフを残して、ほとんど逃げるように食堂兼会議室を出ていった。

「あー……ごめんな、ありさ」

　僕は苦笑いまじりにありさの頭を撫なでながら、

「あれはまあ、なんというか、懐なつかない猫みたいなもんだから。そのうち慣れてくれば、もっとありさと仲良くしてくれるはずなんで。それまで我慢してくれると助かるかな、あいつの兄貴としてお願いするよ」

「だいじょうぶ、です」

　ありさは健けな気げに笑いつつ、

「ありさ、秋あき子こねえさまのこと、好きですから。だから、待ちます。待ちますし、秋子ねえさまに好きになってもらえるよう、もっと努力します。だから大丈夫です」

　などと、いよいよ健気なことを言ってくれるのだった。
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　とまあ、そんなわけで。

　鷹ノ宮ありさが新たに加わった学生寮での生活は、波乱ぶくみにスタートしたのだけど。

　那な須す原はらさんや銀ぎん兵べ衛え、会長さんが日に日にありさと打ち解けていくのとは対照的に、相変わらず秋あき子こだけは頑かたくなにありさとの距離をとり続けていた。

　むろん、秋子の気持ちは分からなくもないのである。

　他の三人とちがい、ありさの登場によって現実的な脅威にさらされるのは秋子であり、拒絶反応が出るのは当然のこと。ありさという異分子を受け入れるのに多少の時間が掛かるのは、これはもう仕方がない。もとより秋子は協調性のある子だし、ありさについては言わずもがなである。いくぶんギクシャクした現在の関係は、いずれ時間が解決してくれることだろう。

　ただひとつ心配があるとすれば、秋子の頑なさにありさが萎なえてしまうのではないか、という点だったけど……これについてはどうやら杞き憂ゆうに終わりそうな気配である。

　というのも不思議なことに、生徒会メンバーの中でありさが最も懐なついているのが、他ならぬ秋子であるらしいからだ。





　例その一。

「ねえさま、秋子ねえさま」

「……何ですかありさちゃん。わたしはいま忙しいんですけど」

「銀ぎん兵べ衛えねえさまに教えてもらって、ふたりで一緒にクッキーを作ってみたのですけど。味見をしてもらえませんか？」

「……別に味見くらい、他の人に頼めばいいじゃないですか。那な須す原はらさんにでも頼めば泣いて喜んでくれるでしょうに」

「アナスタシアねえさまにも、後でまた味見をお願いします。でもまずは最初に、秋子ねえさまに食べてもらいたいです」

「……わたしは今ダイエット中なので。それにおなかもあまり減ってませんし。また今度にしてください」

「そ、そう言わずお願いします。ひとつだけでも、半分だけでもいいですから」

「……まあそこまで言うなら、ひとくちだけ」

「あ、ありがとうございますっ。……どうですか？　お口に合いますか？」

「まあ、そこそこいけてるんじゃないですか？　もちろん、わたしが作った方がおいしいのは言うまでもありませんが」

「秋子ねえさまは、クッキーを作れるのですか？」

「当然ですよそんなの。クッキーだけじゃなくて、大抵のお菓子はひととおり作る自信があります。残念ながら銀兵衛さんほど上手にはできませんけど……」

「あ、あの、それじゃ、今度、ありさとふたりでお菓子を作ってみませんか？　それでふたりで秋あき人とにいさまに食べてもらうとか、そういうの、どうでしょうか？」

「嫌です」

「そ、そんなこと言わず！　お願いします、お願いします！」

「……まあそこまで言うなら、そのうち機会があって、気が向いて、なおかつ神かみ風かぜが吹いたら、考えてあげなくもありませんけど」

「はい、ありがとうです！　その時はよろしくです、秋あき子こねえさま！」





　例その二。

「ねえさま、秋子ねえさま」

「……何ですか性しよう懲こりもなく。わたしはいつだって忙しいというのに」

「はい、あの。ねえさまは、ご本をお読みになったりはするのですか？」

「読書？　まあそれなりには嗜たしなみますけど。……それが何か？」

「はい。もしねえさまがお勧めしてくれるご本があれば、ありさも読んでみたいと思います。何かいいご本はありませんか？」

「ふん。残念ですが、あなたなんかに勧める本はありません。他を当たってください」

「あの、その、ほんとに何でもいいんです。何か、何かありませんか？」

「ありませんね残念ながら。わたしが好んで読むのは大人向けの本なんです。ありさちゃんみたいな子供が読んでもどうせ理解できません。勧めるだけ無駄というものです」

「そうですか……」（←しゅん、とうつむくありさ）

「ふ、ふん。そんな顔をしたって無駄ですよ？　勧めないと言ったら勧めません。諦めてください」

「あのでもありさ、秋あき人とにいさまから聞いたのですけど」

「聞いた？　何をです？」

「はい。秋子ねえさまが、新しん藤どう光こう一いち郎ろう先生の大ファンだ、って」

「！」

「ありさも新藤先生のこと、少しだけ知ってます。まだデビューしたばかりだけど、最近人気が出てきてて、すごく特徴的なお話を書いていて──でも表に出るのがあまり好きではない人だ、って聞──」

「そう！　でもそこがいいんですよっ！」

「そ、そうなのですか……？」

「そうなんです！　新藤光一郎こそは、現在の文ぶん壇だんを代表する才能のひとり！　その若々しい筆致はいまだ発展の途上にあり、まだまだ改善の余地はあるものの、行間からあふれ出る情熱の瑞みず々みずしさはすでにして将来の希代の作家たる片へん鱗りんを、十分すぎるほど示していると言えるでしょう！　彼こそは停滞する文壇に風穴を開けてくれる、唯一無二の人材であると、わたしは確信をもって断言することができます！」

「す、すごい、ですね」（←鼻息の荒い秋子に、目を白黒させるありさ）

「そう、すごいんです！　ありさちゃん、新しん藤どう先生に目をつけるとは、なかなか見込みがあるじゃないですか」

「……えへへ。ありがとうございますっ」

「わたしにとって、新藤先生の作品はすべてが傑作ですが……わけても彼のデビュー作たる『禁じられた愛の物語』などは、いったいもう何度読み返したことか。間違いなくわたしの人生においてもっとも多く読み返した本であり、もはやわたしにとってのバイブルと言っても過言ではありませんね。近い将来、新藤先生が芥あくた川がわ賞しようか直なお木き賞しようを受賞するのは間違いありませんし、いずれはノーベル文学賞すら狙えるかも……ともあれ、わたしはあの作家さんに大変な期待をしているわけですよ！」

「わあ、そんなすごい人なんですね、新藤さんって。……あ、それじゃ秋あき子こねえさま、そのご本を貸していただけますか？　ありさ、ぜひいちど読んでみたいです」

「ふふ、お安いご用ですよ。いっそのこと新藤先生の著作をぜんぶ貸してあげますから、ありさちゃんもわたしといっしょに信者に──ってちがあああああ
 う！」

「はゎっ!?
 」

「ええい、いつの間にこんな、わたしはこの子と仲良く会話をして……ちょっとありさちゃん？」

「は、はい」

「誘導尋問とは卑ひ怯きようですよ？　わたしが新藤先生のことになると我を忘れる悪癖を利用して、こんな風にわたしを踊らせるとは。ありさちゃんはとても悪い子です」

「ご、ごめんなさ……そういうつもりじゃ……」（←涙目のありさ）

「くっ、またそんな卑怯な顔をして……ええい分かりました、今回だけは特別ですよ!?
 　お勧めの本を貸してあげますから、せいぜい熟読するといいでしょう！　せっかく貸してあげるんですから、ちゃんと感想文も書いて提出するように！」

「は、はいっ！　ありがとうございます、秋子ねえさま！」





　例その三。

「ねえさま、秋子ねえさま」

「……ほんと懲りない子ですね。わたしは一日二十四時間、一秒の絶え間もなく忙しいというのに、今度は何の用ですか」

「あう、ごめんなさい……あのでもありさ、秋子ねえさまにお願いがあって」

「何ですかお願いって。五秒だけ時間をあげますから、手短に済ませてください」

「はい、あの。ねえさまは、にいさまの写真を持っていますか？」

「写真？　それはまあ、持っていなくもありませんけど。何しろわたしの愛するお兄ちゃんの写真ですし」

「にいさまの子供のころの写真とかも、ありますか？」

「ええありますよ、むしろ子供の頃の写真の方が多いくらいですね。わたしとお兄ちゃんがいっしょに暮らせるようになってから、まだそんなには経たっていませんし。新しい写真にはどうしたって数に限りがありますから」

「あの、じゃあ、もしよろしければ、ですけど。その写真を見せ──」

「お断りします」

「!?
 」

「わたしが持っているお兄ちゃんの写真は、わたしだけの宝物であり、門外不出のコレクションですから。おいそれと見せるわけにはいきませんね」

「だめ、ですか……？」

「だめです。ましてお兄ちゃんの婚約者を自称している、わたしにとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵と言うべきあなたに見せる義理なんて、まつげの先ほどもありません」

「ほんとうの、ほんとうに、だめ、ですか……？」

「しつこいですね。何度お願いされたってだめなものはだめですよ。さあ、わたしは忙しい身なんですから、さっさと諦めて──」

「あの、わたしも。にいさまの写真、持ってます」

「──！」

「にいさまが、鷹たかノの宮みやの家に来てからの、六年間の写真、いろいろ。ありさ持ってます。大切に取っておいてあります」

「…………
 」

「小学校の卒業の時の写真とか、中学校の文化祭の写真とか、高校の体育祭の写真とか。学生服の写真もありますし、浴衣姿の写真もありますし、礼服を着ている写真もあります。それ以外にもたくさんたくさん、あります」

「…………
 」

「それで、もしよければ。ありさと秋あき子こねえさまのふたりで、写真の見せあいっこをして、それで秋あき人とにいさまのお話をたくさんできれば、と思うのですけど」

「…………
 」

「あの？　秋子ねえさま？」

「……お兄ちゃんの、水着姿の写真とかは、ありますか……？」

「はい。あります」

「くっ……やむをえませんね、背に腹は代えられないとはこのことです。よもやここでありさちゃんの誘いを断るようなことがあれば、世界でもっともお兄ちゃんを愛しているわたしのプライドに傷がつきます。お兄ちゃんの水着姿などというお宝アイテムを目の前にして、どうして顔を背けることができましょうか。涙をのんで、ここは虎穴に入らざるを得ないでしょう」

「それじゃ、ねえさま……？」

「五分待ってください。わたしの秘蔵コレクションを持ってきます」

「は、はいっ！　ありがとうございます、秋あき子こねえさま！」
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「……何とかしてくださいお兄ちゃん」

　そんなこんなでさらに一週間後。

　秋子がげっそりした顔をぶら下げて、僕の部屋まで相談にやってきた。

「ありさちゃんがとても扱いづらいです。正直わたし、あの子のこと苦手です……お兄ちゃんからひとこと言ってもらって、それで何とかなりませんか？」

「ひとこと言うって、具体的に何を言えばいいんだよ」

　僕は肩をすくめて、

「ありさはただ、お前と仲良くしたいと思って、それで何かと近づいてくるだけだろ。何も悪いことしてないじゃないか」

「いいえそんなことないです。彼女は悪いことをしています」

「どこが？」

「だって、彼女は健けな気げじゃないですか」

　妹は憤ふん懣まんやるかたない、という顔で、

「あんな風に健気にされたら、彼女に冷たい態度を取ることが難しくなります。ありさちゃんはわたしの敵であり、排除するべき危険人物なのに……このままではわたし、情に流されてありさちゃんに意地悪をすることができなくなってしまいます」

「それ、百パーセントありさは悪くないだろ……ていうかむしろ、お前の立場って他から羨ましがられてるんだぜ？　事あるごとにありさから慕われて、アヒルの親子みたいにいつもくっつかれて。那な須す原はらさんなんかはいつも歯がみして悔しがってるじゃないか。もっとありさと遊びたいのに、秋子にくっついてばかりで構ってくれない、って」

「そんな事情は知りません」

　秋子はぷいっとそっぽを向いて、

「わたしにとって大事なのはわたしの事情だけです。とにかくありさちゃんを何とかしてください。わたしからの一生のお願いです」

「お前の『一生のお願い』は軽いからなあ……」

「もし何とかしてくれるのなら、わたしは今後一週間、お兄ちゃんとキスするのを我慢しますから」

「我慢するも何も、僕はお前とキスしたことなんて一度もないんだけど？　それに一週間は短すぎだろ」

「とにかくお願いしますお兄ちゃん。ありさちゃんと話しているとわたし、いつの間にか性格の悪いお姑しゆうとめさんみたいになってる自分に気づいて、とても嫌なんです」

「ああ、一応その自覚はあったのか……でもさ、繰り返し言うけどさ。そんなの別に、お前がありさと仲良くすれば済む話だろ？」

「無理です。ありさちゃんと仲良くするのは、わたしがお兄ちゃんと結婚しないことを選ぶぐらいに不可能なことです」

「そこまで嫌なのか……」

　たとえ自体はアレだけど、この妹がありさと打ち解けることを徹底して拒んでいることはよく伝わってくる。

「分かったよ。一応、話だけはしてみる」

　ここまで頑かたくなだと、放っておけばいずれ時間が解決する、というわけにはいかないだろう。僕としても秋あき子ことありさの仲を円満にすることは最優先課題であるし、可能であるなら解決の糸口は見つけておきたい。

　というわけで秋子を帰した後、ありさの部屋のドアをノックした。

「あ。にいさまっ」

　僕の顔を一目見たありさは破顔一笑。いそいそと、それでいてうきうきと、僕を招き入れてくれた。

　ちなみに新管理人の赴ふ任にんに伴い、僕は六畳一間の一般寮生部屋に移動。入れ替わりに２ＤＫの管理人室にはありさが入居している。ありさ自身は、この学生寮におけるＶＩＰルームとも言うべき部屋に自分が住むことを謝絶したのだけど……ただでさえ好待遇とは呼べない職に就くにあたって、部屋のランクまで低いとあっては申し訳が立たない、ということで、今日の次第となっているわけだ。

「さっそくで悪いけどさ、ありさ」

　お茶を出そうとしてくれているありさを留とどめつつ、さっそく事情を話して聞かせると、

「そうでしたか……」

　ちいさな頑張り屋さんはたちまち表情を曇らせて、

「ごめんなさいにいさま。ありさ、秋子ねえさまの迷惑になってたのですね……」

「いやいや、気にしなくていいよ。あれは秋子の方が悪い」

「ひょっとしてありさ、ねえさまから嫌われていますか……？」

「いや、それはないね。あいつは別にありさのことが嫌いなわけじゃないよ。ただちょっと、ありさの扱い方を測りかねてるってだけで」

「そうですか。よかったです」

　僕のフォローにすぐ反応し、曇った表情を笑顔に戻すありさ。

　この状況で僕の話を鵜う呑のみにしちゃっていいのか──と首をひねった人は、まだまだありさに対する理解が足りない人、ということになるだろう。

　彼女は聡さとい子だから、相手が自分にどんな感情を抱いているか、すぐ理解できる。つまり、秋あき子こがありさに対して口で言うほどには悪感情を抱いてないことも、ありさはちゃんと分かっているのだ。だからこそ、何度も何度も拒絶されてもまたコミュニケーションをはかろうとするし、秋子はうんざりしながらも決定的に関わりを断つことができないでいるのだ。

　思えば僕なんかは、ありさの慧けい眼がんに最も早く驚かされた人間のひとりである。

　六年前、僕と秋子が別々の家に預けられることになり、鷹たかノの宮みや家という慣れない場所で暮らし始めた最初のころ。

　妹と離れ離れにさせられたことで煮えくりかえる怒りをこらえつつ、しかし表向きは面めん従じゆう腹ふく背はいを徹底していた僕の内面に、ありさだけは早い段階から気づいていた。

　気づいていて、僕を心配してくれて、なおかつ僕が鷹ノ宮家に溶け込めるよう、不器用ながら様々に尽力してくれた。

　鷹ノ宮ありさとはそういう子であり、僕はその当時の彼女の気遣いを今でも恩義に感じていて、だから玲れい一いち朗ろうさんや鏡きよう子こさんが勝手に盛り上がっている婚約話についても、遠慮なく一刀両断することができずにいるわけで──っと、これはちょっと話が脱線しすぎてしまったかな。

　本筋に戻ろう。

　ともあれ、今の秋子とありさが相思相愛の関係と言いがたいのは事実である。

　秋子から歩み寄る気配が見られない以上、ここはありさの方で少しばかり遠慮してもらうのが次善の策かな、と思うのだけど、どうだろうか？

「そうですか……やっぱりありさ、秋子ねえさまのご迷惑になっているのですね」

「いや、そういうわけじゃないんだけどね。ただちょっと、ありさとの距離感ってやつがイマイチ掴つかめてない、ってだけでさ。だからもうちょっとこう、ゆっくり妹に接してやってほしいんだ。水出しコーヒーを淹いれる時みたいにじっくりとさ」

「……はい、分かりました。にいさまの言うとおりにいたします。秋子ねえさまとの接し方を、もう少しいろいろ考えることにします」

　残念そうに、しかしながら快く、ありさは請け負ってくれた。

　──やれやれ、しかしこれじゃあべこべだな。

　本来なら年長者である秋子の方が、度量を示して歩み寄るべきところなのに。しかもありさはまだこの学生寮に赴ふ任にんしたばかりで、勝手もよく分からないだろうにさ。





　そんなこんなでこれ以降、ひとまず秋あき子ことありさの関係には一定の距離が置かれることとなった。

　ありさを可愛かわいがれる時間の増えた那な須す原はらさんは、鼻息を荒くして事態の変化を歓迎。銀ぎん兵べ衛えもまた、小さいけど頼れる管理人の時間的余裕が増えたことによってもろもろの雑務が捗はかどることを喜び、そんな彼女たちの様子を会長さんが満足げに見守り、そしてただひとり秋子だけがどこか蚊か帳やの外そとでムスッとしている──

　右のような人間関係が構築され、ひとまず鷹たかノの宮みやありさという爆弾がもたらした影響は一段落した。

　もちろん一段落というのは、あくまでも便べん宜ぎ的にそう表現したというだけの話。実際にはむしろ一触即発と言っていい状況であることは、重々に承知している。

　とはいえ、さしあたり爆弾のもたらした影響が不発弾程度のもので済んだことは、ひとまず僕にとっては幸さい先さきのいい流れと言えた。小康状態で落ち着いているこの状況であれば、時間さえかければありさという爆弾の信管を抜き、完全に無害化することも不可能ではない。彼女を学生寮に送り込んできた鷹ノ宮の思惑や、会長さんがひそかに練っているかもしれない悪巧みに対しても、時間的猶予さえあれば対策は取れるはず。

　とにかく僕にとって必要なのは時間稼ぎ。この一点に尽きる。

　あるいは今の状況は嵐の前の静けさかもしれないけど、嵐さえ回避できれば静けさはずっと続くのだ。願わくばこのまま何事もなく終始しますように──それが僕の偽らざる本心なのだった。





　でもってそんな折である。ちょっとした事件が持ち上がったのは。






　　　　＊







　とある日の学生寮、食堂兼会議室。

　ありさを加えた六人のメンバーが勢ぞろいした、夕食の一時。

「いやー。今日の晩メシも凝ってるねェ」

　会長さんが料理に舌した鼓つづみを打ちつつ、満足げに感嘆した。

「前々からウチの学生寮のメシのレベルは高かったんだが、最近はまた一段とレベルが上がってやがるぜ。こいつはもう三ツ星レストランで金を取っていいレベルだと、あたしゃ思うんだがね」

「さすがにそれは褒めすぎだろうけどね」

　と、銀兵衛が苦笑混じりに応じつつ、

「しかしながら、レベルが上がったことについてはまったくもって同意するよ。もとよりここでの食事は僕と秋あき子こくんが担当していたから、よもやレベルの低かろうはずはないんだけど、そこに加えてありさくんが手伝ってくれるようになったからね。鷹たかノの宮みや家に伝わる新たなレシピなんかも加わって、いよいよ僕らの食卓が豊かに彩られるようになった。ねえ、そうだよねありさくん？」

「あ、う。は、はいっ」

　話を振られてキョドりつつ、しかし嬉うれしそうにありさははにかんで、

「お役に立てたなら、嬉しいです。鷹ノ宮の味が、みなさんに喜んでもらえるかどうか分からなかったから、心配でした。でも大丈夫だったみたいで、よかったです。みなさんがよろしければ、もっともっといろんなお料理のレシピを紹介します。それでその味をみなさんに楽しんでいただければ、とても嬉しいです」

「まあ頼もしいわ」

　と、すかさず那な須す原はらさんが反応する。

「ありささんの家のレシピ、もちろん大歓迎よ。これからもどんどんいろいろなお料理を作って、わたくしたちの舌を楽しませて頂戴」

「はいっ。がんばりますアナスタシアねえさまっ」

「というかお料理のレシピだけじゃなくて、他のこともいろいろ紹介してほしいわ。たとえばありさちゃんの暮らしてる部屋がどんな感じになってるのか、とか。ありさちゃんはどんなお洋服が好きで、どんな下着をいつも身につけているのか、とか」

「ぇっ？」

「さらにぶっちゃけ言うと、ありさちゃんを喜ばせるツボを網羅したマニュアルを紹介してもらえるとベストだと思うわ。それさえあればわたくしは、いつだってありさちゃんのご機嫌を取れるし、今よりもっとフリーダムにありさちゃんを可愛かわいがることができるのに。ねえ、そう思うでしょうありさちゃん？」

「へぁっ？　あの、その。ええと」

「こらこら那須原さん。ありさが困ってるだろ」

　で、こういうタイミングで出番が回ってくるのはやっぱり僕なわけで、

「ありさのことを好きになってくれるのは嬉しいけど、ほどほどにしておいてもらわないと困るよ。近ごろの那須原さんって、ちょっとしたストーカーっぽい感じになってるし」

「失礼ね。わたくしを犯罪者よばわりすると、いずれ名めい誉よ毀き損そんで訴えることになるわよ。わたくしはただ、ありささんという天使を最大限に愛めでるべく、お風呂に入ってるシーンを撮影したり、ありささんの着ている服をくんかくんかしたり、ありささんへの愛を綴つづったメールを一日に百通ぐらい送りたいと思ってるだけなのに」

「うん。確かにいずれ法廷に立つことになるだろうね。僕じゃなくて君が」

　……とまあ。

　そんな感じでいつものように、僕らの夕食風景は進んでいくのだけど、

「ふん。みなさんはお優しいですね」

　和わ気き藹あい々あいとした空気の中で、くちびるを尖とがらせている人物が約一名。

「確かにありさちゃんの持ち込んだレシピの完成度は高いですし、ありさちゃんが担当した今日の料理の味も悪くはありません。ですがやはり、まだまだこの学生寮におけるルールというものが分かっていないようです」

「ルールって何だよ」

　と僕が応じて、

「この学生寮で出してる料理に、何か決まりとかあったっけ？　これまでそんなの見たことも聞いたこともなかったけど」

「あります」

　秋あき子こは迷いなく断言する。

「たとえばこの、三つ葉とハマグリのお吸い物ですが。お兄ちゃんはこれを口にしてどんな感想を持ちましたか？」

「どんな感想って……すごくおいしいと思うけど？　ハマグリの火加減もいいし、それにとにかくダシを丁寧に取ってる感じがするし」

「甘いですねお兄ちゃん。このお吸い物は、もう少しお塩の加減を強くするべきだったんです。ありさちゃんは残念なことに、その点を見誤ってしまいました」

「いや、塩の加減も問題ないだろ？　このくらいでちょうどいいよ」

「いえいえお兄ちゃん、それはちがいます。お塩はもう少し強くするべきでした」

「……やたらと自信満々に言ってるけど、何を根拠に言うわけ？　当の僕自身が問題ない、って言ってるのに」

「ふふ、それはですね」

　妹はえっへんと胸を張って、

「お兄ちゃんが確かにそう言っていたからです」

「僕が？　いつ？　何を？」

「この手のお吸い物については、もう少し塩加減が強めの方が好みだ、という意味のことを、お兄ちゃんは確かに発言したことがあります。そうですね、今から十一年と三ヶか月げつほど前の話になりますか」

「お、覚えてねえ……ていうかホントにそんなこと言った僕？　誰も覚えてないからって、適当なこと言ってない？」

「失礼な。お兄ちゃんマスターであるこのわたしが、どうしてそんな嘘うそをつく必要がありますか。生まれてこの方十六年、お兄ちゃん一筋であるわたしの脳内には、お兄ちゃんに関するデータのすべてが適正かつ厳重に保存されています。そのデータの正確さには疑いの余地など髪の毛一本分もありません」

　むっふー、と鼻息も荒く断言する妹だった。

　なんというか、もし事実だとしたらアレだな。那な須す原はらさんのストーキング資質なんか可愛かわいく思えるくらいのアレっぷりだよな。

「というわけで理解してもらえましたかお兄ちゃん？　お兄ちゃんの塩加減の好みはもうちょっと濃いめのはずであり、ありさちゃんのお吸い物はお兄ちゃんにフィットさせることに特化していない、まだまだ未熟な料理ということになるのです。お兄ちゃんはこの学生寮の寮長ですし、ここで出される食事はすべてお兄ちゃん基準に合わせるべきもの……それを怠ったありさちゃんに、わたしは反省を促うながしたいと思います」

「いや、それ言ったらありさは学生寮の管理人であって、僕よりも権限は上のはずなんだけど……しかも今の僕は薄味が好みだから、このお吸い物の味でぜんぜん問題ないというか、むしろ子供の頃の好みを今さら持ち出してくる方が問題なんじゃないの？」

「ですね。その通りです」

「って、あっさり認めちゃったよこの子……」

「それはそうでしょう。わたしはただ、重箱の隅をつつくようにしてありさちゃんに難癖をつけてるだけなんですから」

「理不尽なことを堂々と言うな」

「とにかく！」

　テーブルを『ばんっ！』と叩たたいて、妹はきりりとまなじりを吊つり上あげる。

「当のお兄ちゃんでさえ覚えていなかった味の好みに気づけたのは、お兄ちゃんと長年連れ添った妻であるわたしであるからこそ。お兄ちゃんと六年かそこらしか付き合ってないありさちゃんでは、まだまだわたしの足下にも及ばない──ということが、要するにわたしの言いたかったすべてなんです」

「清すが々すがしいほどの小物っぷりだなあ……」

「そしてこんな細かいことまでお兄ちゃんのことを覚えているわたしに、お兄ちゃんはちゃんとご褒美を与えるべきだと思うんです」

「うわ。出たよまた。秋あき子この無む茶ちやぶりが」

「というわけで、今夜はお兄ちゃんの部屋に夜よ這ばいをかけてもいいですか」

「というわけでじゃないよ飛躍しすぎだよお前はいつものことだけど」

「夜這いがダメだというなら、今夜はお兄ちゃんの部屋にこっそり忍び込んで、気づかれないようにお兄ちゃんのお布団に潜り込んでおくことにします」

「いやだから。それがつまり夜這いってことだろ？」

「だったら今夜、お兄ちゃんの方からわたしの部屋に忍び込んでください」

「この状況でなぜハードルを上げるようなことを言うのか、僕にはまったく理解できないんだけど？」

「ちぇ、お兄ちゃんは相変わらずけちくさいですね。分かりました、では大幅に譲歩することにしましょう。今は食事の最中ということで、わたしに『あーん』をしていただければ十分です。それで手を打とうじゃありませんか」

「いやちょっと待って。そもそもにおいてこの状況、僕がお前の望みを叶かなえてやる義理がひとつもないってことに、お前はちゃんと気づいてるか？」

「ええい、お兄ちゃんは相変わらず男の人のくせに細かいことをネチネチと！　そんな風にわたしの言うことにいちいち突っ込んでいると、今すぐわたしと結婚していただくことになりますよっ!?
 」

　もはや無む茶ちやぶりを通り越して、単に欲望丸出しになってるだけの妹だった。

　そんな彼女と僕のやりとりを、生徒会のメンバーは『やれやれまたか』という目で見ながら、基本的にはスルーする方向で通している。もはや突っ込むのも面倒くさい、という意思表示なのだろうし、逆の立場であれば僕だってそうするだろう。

　まったく、本当に困った妹だ。

　ありさへの対抗心はむき出しだし、ブラコンっぷりも止とどまることを知らないし……これでも一応、清せい楚そでおしとやかなお嬢さま、ってことで通ってたはずなんだけどな、聖リリアナ学園の中じゃ。それが今ではすっかり立派な変態さんになってしまって、兄としては頭痛の種ばかり豊富に──

「あ、あのっ。秋あき人とにいさま」

　……などと呆あきれてたところに、ありさが遠慮しいしい手を挙げて、

「前から思ってたのですけど、少し訊ききたいことが、あって」

「ん？　なに？」

「はい、あの。ひょっとしたらこれは、ありさの勘違いかもしれなくて、だから間違っていたらごめんなさい、なのですけど」

「間違いは誰にでもあるもんだよ。遠慮せずに言ってみて」

「はい、ありがとうございます。あのですね、そのう……つまりですね」

　促うながしたものの、なおも言いにくそうにしていたありさだけど、一呼吸おいて意を決した顔になり、大きく息を吸い込んで、

「ええと、秋あき子こねえさまは、秋人にいさまのことが大好きで、いわゆるブラコン、なのだと思うのですけど。それも、ものすごくものすごいブラコン、なのだと思うのですけど」

「うん、まあ。その通りだけど」

「あの、でも。秋子ねえさまが、実の兄妹である秋人にいさまのことを好きになるのって、いけないこと、ですよね……？」

「…………
 」

　不覚にも一瞬の間をあけてしまった。

　なんだろ。

　なんていうか……ものすごく自然な、だけどそれゆえに違和感ばりばりの発言だった。

　いや、でもそうだよなあ。

　僕はすっかりなじんでしまったし、僕以外の生徒会の面々だって呆あきれはするし強烈に突っ込みはするものの、なんだかんだで妹のブラコンっぷりを日常のものとして受け止め始めている節があって、現に僕以外の生徒会の面々も、虚を衝つかれた表情できょとんとしているけど。

　うん。よく考えればそうだった。

　ありさの反応こそが、ごく一般的な感覚というものである。ありさからすれば、この学生寮に来てからこの方、ずっと不思議で仕方なかったんだろうな。明らかに普通じゃない発言ばかりしている秋あき子この存在を、僕らが平然と受け入れてたわけだし、戸惑うのも無理はないか。

「──あの、にいさま？」

　僕が内心でひとり納得していると、ありさが不安そうにこちらを見上げてきて、

「ありさ、何か間違ったことを言いましたか？　あの、だとしたらごめんなさい、まだリリアナ学園のこととか、学生寮のこととか、よく分かってなかったから……」

「あーいや。いやいや、いいんだよ全然。ていうか何も間違ってない、ありさの言ってることはまったくもって正しいよ」

「あ、そうなのですか。よかった、安心しました」

「うんうん、そうそう。安心していいんだよありさは。……今の発言で安心できない人は、ちゃんと他にいるからね？」

「ぅぐ」

　チラ見した僕の視線を受け、くちびるを引きつらせる妹。

「なあ秋子。ありさがあんなこと言ってるけど」

「……あんなこと、とはどんなことでしょう？」

「血のつながったお兄ちゃんのことを好きになるのは、いけないことなんじゃないでしょうか、だってさ。そのことについてお前はどう思」

「あーあーあー。きーこーえーまーせーんー」

「耳をふさいでも無駄だ。お前はありさより年上で先輩なんだから、疑問とか質問にはちゃんと答えてあげないとダメだろ？　いつもは先輩風吹かせるようなこと言ってるんだから、こういう時はしっかりしてくれないと」

「うぬぬ……」

「ほら秋子。早くありさに説明してあげなさい」

「……ふ、ふーんだ。誰になんと言われようと、わたしの考えは変わりませんよっ。わたしがお兄ちゃんをひとりの男性として愛していることは、質量保存の法則よりも確実で絶対的であって、その権利は何なん人ぴとたりとも──」

「あ、あの、秋あき子こねえさま」

　と、そこでおずおずとありさが割って入って、

「血のつながってる人を好きになるのは、いけないこと、ですよ……？」

「はうあ！」

　純じゆん真しん無む垢くなキャラから正論を真まっ直すぐに言われて、秋子が顔をのけぞらせる。

「世界中のどんな国へ行っても、そういうことはダメだと思いますし、法律的にも倫理的にも許されないことだと思います」

「ふぐうっ！」

「それと秋子ねえさまは、秋あき人とにいさまと結婚したいと言ってましたけど、もし本当に結婚して、もし本当に赤ちゃんが生まれたら、とても困ることになると思います」

「ぐあうっ！」

「それと秋子ねえさまが、秋人にいさまのことを好きだと口にして言ってしまうと、いろんな人に迷惑が掛かってしまうのではないでしょうか。ご実家の人とか、親戚の人とか、学校の人とか、お友達の人とか……それと誰よりも、秋子ねえさまが大好きな秋人にいさまに、迷惑が掛かってしまうのではないでしょうか」

「ふにゃあうっ！」

　おずおずと、しかし的確に痛いところを突いてくるありさ。

　そして反論の術なくフルボッコ状態の秋子。

　……うん、なるほどな。

　外野が何を言おうと鋼鉄の意志でブラコンを貫く妹に、まさかこういう弱点があるとは思わなかった。素朴な疑問の形を取った小さな子供の指摘には、さしもの秋子も無力に等しい、ということらしい。

「お、お兄ちゃん……お兄ちゃんっ」

「ん？　どうした秋子？」

「ぎ、ギブアップ……もう降参です、白旗をあげます。これ、思ってた以上に、とてもよく効きます……」

「うん、そうだね。それは見ててよく分かる」

「はい、そうなんです。なのでありさちゃんに、もうこれ以上おねえちゃんをイジメないように、言って聞かせてもらえませんか……？」

「いや、そう言われてもなあ。ごく真っ当なことを言ってるだけのありさを、イジメてる扱いするのはどうかと思うんだけど」

「そ、そんなこと言わずに。秋あき子この一生のお願いですから」

「いや、悪いけどさすがにそれはできないよ。いくらなんでも筋が通らなすぎるし」

「うう、そんなあ……」

　がくりと肩を落とし、意気消沈する妹。

「──だがしかーし！」

　と思ったらそれもつかの間。

　勢いよく拳を握りしめ、声を張り上げて、

「ここで引き下がっては妹の名折れ！　我が道が修しゆ羅らのそれであることは、もとより百も承知、誰になんと言われようとわたしはわたしの愛を貫きます！　たとえ許されざる愛であろうと、己の信じるモノを守りきることもできないで、いったい人生に何の意味があるというのでしょうか！」

　めげることを知らない妹は、今後もアブノーマルロードを突っ走ることを堂々と宣言するのであった。

　やれやれ。

　分かってはいたことだけど、ちょっとやそっとじゃこの妹の信念は曲がったりしないか。誰に何と言われようと、たとえそれが間違っていようと、姫ひめの小路こうじ秋子はいつだってゴーイングマイウェイなんだよな。ま、そこが彼女のいいところでもある──

「あ、ありさだって、引き下がりません」

　と、僕がひとりで納得しかけていたところへ待ったをかける声。

「秋子ねえさまが悪い道を進もうとしてるのを、黙って見ているわけにはいかないです。ねえさまのためにも、ここは引けません」

　それは他でもない、鷹たかノの宮みやありさの声に間違いないのだけど。

　強い視線で秋子を見据え、不興を買うのを覚悟で諫かん言げんしている声で間違いないのだけど。

　正直、これには驚いた。

　僕がありさと出会ってから六年、彼女がこんな風に意思表示をするのを見るのは、今回が初めてだったのだ。

　ありさはいつも控えめで、和を以もつて貴しを旨としていて、時にそれが主体性のなさとして表れるほどで……つまりはこんな風に、誰かの考え方にハッキリとＮＯを突きつけることなんて、僕の知る限りでは一度もなかったのである。

「秋子ねえさまは、よくないことをしようとしています。だけどありさは、ねえさまのことが好きなので、それを黙って見ていたくはありません。だからありさはねえさまを、ちゃんとした正しい道に引き戻したいと思います」

「ほほう……？」

　反旗を翻した妹分に、秋子はジト目を向けて、

「我が修しゆ羅ら道に因縁をつけるとは……それなりの覚悟はできているのでしょうね？」

「か、覚悟とかは、ないです。でも、ダメなものはダメだと思います。ねえさま、お願いですから真っ当な道に戻ってくださいっ」

「お断りです。何と言われようと自分の道を行くと、さっき言ったばかりじゃないですか。説得は無駄です、諦めてください」

「諦めないです。ありさはねえさまを、ちゃんとした人に戻したいです。そのためだったら何でもします」

「ふふ、甘いですね。マイノリティ歴が十六年に及ぶわたしのお兄ちゃんに対する愛情は、どんな法律でもどんな倫理観をもってしても、傷ひとつ付けること能あたわず。ありさちゃんの決意はほどなくして水泡と帰するでしょう」

「そんなことないです。ありさ、ぜったいに諦めないです」

「いいえ無駄です無駄です、まったくの徒労です、骨折り損のくたびれもうけです。なぜならわたしはお兄ちゃんのことを、世界中の誰よりも愛していて、その愛の前にはすべての価値が無意味になるからです。愛こそがすべて、愛こそが唯一……まあもっとも？　まだまだお子様のありさちゃんには、わたしのように大人の愛を理解するのは無理かもしれませんけどね。くすくす」

「そ、そんなことありません。ありさだって……ありさだって、にいさまのことが大好きです。ねえさまには負けません」

「ふうん？　ほんとにわたしには負けないんですね？　ずっと離れ離れで暮らしてても、血がつながってる負い目があっても、どんなことがあってもずっと愛を曲げなかったわたしに、本当に勝てると？　そう思ってるんですね？　うふふ、そうなんだあ。くすくす」

「…………
 」（←顔を真っ赤にして、ほっぺたを膨らませるありさ）

　あーあー。始まっちゃったな。

　いずれこうなるだろう、とは危ぶんでいたけど……本来決して好戦的ではない秋あき子こと、どう転んでも温和主義一直線のありさ。このふたりに、とうとう来るべき時が来てしまったらしい。

　那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、会長さんの三人は、我関せずで静観の構え。

　僕もまた、ここは様子見の一手とみて、大人しく口をつぐんでおくことにする。たぶん、僕の出番はもう少し後にやってくるだろうから。

「ふふ。ぐうの音も出ない、という顔をしていますね？」

　そんな周りの反応などお構いなしに、秋子はふふんと鼻を鳴らして、

「まあそれも当然でしょう。わたしとありさちゃんとの優位の差は、もはやハンデでもつけない限りは埋めようのないもの……いい加減、そのことを認めて諦めるのが吉というものですよ？」


「……でも…………
 ですから」


「はい？　何か言いましたか？」


「……でも……ありさは……ですから」


「ふむ？　よく聞こえませんね？　敗北を宣言するのであれば、もっと大きな声で──」






「でも、ありさは、にいさまの婚約者ですからっ！」






　度重なる挑発を受け、とうとうありさが爆発した。

「ありさは、まだ十二歳ですけど、でも秋あき人とにいさまとは血がつながってませんし！　それに秋あき子こねえさまほどではないかもですけど、長い間ずっといっしょに暮らしてましたから、にいさまのことはよく分かってるつもりです！　ありさは秋子ねえさまより、ぜんぜんにいさまにふさわしいと──あっ!?
 」

　取り乱してしまった自分にそこで気づいたのか、ただでさえ赤かった顔をいよいよ赤らめて、

「ごっ、ごめんなさい、大きな声を出して……はしたないことをしました。失礼いたしました」

「……ふふ。そうですか。へーえ、なるほど」

　が、当然というか何というか。

　秋子の方もそれで矛先を収めたりはせず、

「どこまでいってもわたしとお兄ちゃんのラブロードを邪魔すると、そういうわけですね。ふふ、身の程知らずの命知らずとはまさにこのこと……絶対的な運命で結ばれたわたしとお兄ちゃんの間に割って入ろうなどとは、神をも恐れぬ所行にもほどがあります。その挑戦、受けて立とうじゃありませんか」

「う……で、でも、ありさだって、負けません」

「いいえ負けますね、それは断言してあげましょう。なぜなら繰り返して言うとおり、わたしとお兄ちゃんの絆きずなは絶対であり、そのことはいくつもの実例によって証明されているからです。まあ、血がつながっていることをデメリットとしか受け止められない人には分からないかもですけど」

「でも、ありさとにいさまの婚約は、父さまも母さまも認めてくださっていますし、むしろ応援してもらっています。それに引き替え秋子ねえさまとにいさまの関係は、誰にも認められていませんし、誰からも応援されていません」

「ふん、今さらそんなこと。もとより禁断の愛であることは承知の上……そして最終的に大切なのは、愛の深さと大きさだけなんです。どんな困難があろうと愛さえあれば関係ありません。どんなことだって乗り越えられます」

「にいさまのことを好きな気持ちは、ありさだって負けません。それと秋あき子こねえさまは、愛さえあれば関係ないと言いますけど、世の中そういうわけにはいかないと思います。なぜかというと、周りの人たちからどのくらい祝福されているかということが、ふたりの幸せにつながると思うからです。だけど血のつながった兄妹同士の恋愛関係は、ぜったいに周りから祝福されません。だけどありさの場合は、いちばん大切な『周りの人』である父さまと母さまからぜったいに祝福されます。だからねえさまより、ありさの方がにいさまにふさわしいと思います」

「いいえそんなことはありません。そんなジンクスはわたしとお兄ちゃんのふたりで打ち破ってみせます。なぜならありさちゃんよりも、わたしの方がお兄ちゃんのことが好きだからです」

「そんなことないです。ありさの方がにいさまのことを大好きです」

「いいえちがいますね。わたしの方がお兄ちゃんのことを好きです。ありさちゃんより何倍も何倍も」

「そんなことないです。ありさの方が、もっともっともっと大好きです」

「いいえわたしの方が──」

「そんなことないですありさの方が──」

　……あーあー。

　すっかり子供のケンカになっちゃったな。ありさは実際に子供なんだからともかくとして、妹にはもう少し自覚を促うながしたいところである。極度のブラコンゆえに、僕が絡むことになると途端に自制とか慎つつしみとかが消し飛んでしまうんだよな。

　さてどうしたものだろう？

　どうせ見たまんまの、大して害のない諍いさかいであり、放っておいても大過ないとは思う。秋子にしてもありさにしても、越えちゃいけないラインは弁わきまえてるはずだし、せいぜい髪の引っ張り合いとかほっぺたの引ひっ掻かき合いになるのが関の山。他の生徒会メンバーたちと同じく、傍観に徹する手もなくはない。

　でもなー。今後もちょくちょくこんなケンカがあるようだと、正直けっこうしんどいと思うし。できれば長期的にこのふたりが仲直りできる方法があればいいな、と思うわけだ、僕としては。

「お兄ちゃん！　ちょっとお兄ちゃんっ!?
 」

「にいさまっ！　秋あき人とにいさまっ！」

　と、そこで折よくというかなんというか。

　ラチが明かないとみた秋子とありさが、ふたりして僕に話を振ってきて、

「まったくもって暫定的ではありますが、わたしとありさちゃんのお兄ちゃんに対する愛はおおむね互角ということになりました。わたしはぜったい、誰よりもお兄ちゃんを愛している自信がありますけど」

「そんなことないです。ありさだってねえさまには負けないです」

「ともかく、わたしたちだけで話し合っていても結論が出ないので、ここはお兄ちゃんに公正なるジャッジをお願いしたいのですけど」

「はあ。僕に何をしろと？」

「わたしとありさちゃんの、どちらの愛が上なのか。もしくはお兄ちゃんがわたしとありさちゃんのどちらをより愛してるのか。選んでください」

　……うん。なんてお約束の展開だろう。

　ていうか、こっちの都合を考えてくれないこういう流れには、断固としてＮＯを突きつけても許されると思うけど。そんなこと言っても始まらないよな。

「さあお兄ちゃん。早くお願いします。早く早く」

「にいさま。お願いしますにいさま」

「ありさちゃんより絶対わたしの方が上ですよね？　ねっ？」

「いいえそんなことないです。きっとにいさまはありさを選んでくれます」

　秋あき子こばかりかありさまで目の色を変えて、僕にぐいぐいと迫ってくる。まるでアレだな、列強から強引なやり口で開国を迫られる江戸幕府みたいな、そんな気分である。もっとこう、常識で考えてほしいな……こんなデリケートな問いかけに、こんなシチュエーションで答えられるわけないだろうに。

　よし決まりだ。

　ここは少しばかりお灸きゆうを据えることにしよう。それも、このふたりには最もキツいであろう形で。

「……いやあ。僕は幸せだなあ」

　にっこり笑い、まずはありさを見て、

「ねえありさ」

「は、はいっ」

「ありさはとってもいい子だよね。控えめで頭がよくて、それでいてやさしくて。いつも自分のことより他の人のことを第一に考えてるし、他の人のために働くことを厭いとわないし。それでいて周りの意見に流されるばかりじゃなくて、自分ってものをちゃんと持ってる。なかなかいないよありさみたいな子は、世界中どこを探したって」

「……えへ」

　僕の賞賛を受け、照れくさそうにもじもじするありさ。

「それから秋子」

「は、はいっ」

「僕はね、秋子ほど立派な子はいないと思ってるよ。よく気が利くし、きびきび働くし、何より天性の明るさがあって、決して場の雰囲気を暗くしたりしない。いつだって誰かを幸せにできる、特別な力を持ってるんだ秋あき子こは。僕は断言できるよ、お前はこの世にふたりといない、かけがえのない女の子だ、ってね」

「にゅふう。いえいえそんな、それほどでもありませんよう」

　僕のベタ褒めを受け、両手をほっぺたに当てて相好を崩す秋子。

「だからね、僕にとってはどっちも特別な存在で、どっちかを選べって言われたって、それは無理な話だよ。最強の矛と最強の盾のどっちが強いか、みたいなことを言われてるようなもんでさ」

「でもお兄ちゃん、どうかそこをあえて」

「ねえさまの言う通りです。難しいのは分かりますけど、そこをどうか」

「うーんごめん。せっかくのお願いだし、聞き届けてあげたいけど。やっぱりちょっとできないかな。だって僕にとって、ふたりは大事な大事な妹
 なんだからさ」

「はうっ!?
 」

「はにゃっ!?
 」

「妹
 への愛は平等であるべきであって、区別なんかつけちゃいけない。秋子もありさも僕の可愛かわいい妹
 なんだし、そのへんは分かってくれるよね？」

「うう……あの、でもその、お兄ちゃん」

「秋子。聞き分けのない子は、僕は嫌いだよ（ニッコリ）」

「うぐ」

「あの、にいさま。ありさはその、にいさまの妹じゃなくて、婚約者──」

「ありさ。お兄ちゃんの言うことを素直に聞いてくれるありさが、僕はいちばん好きだな。ありさはいい子だから、お兄ちゃんを困らせたりしないよね？　（ニッコリ）」

「はう」

　僕の『説得』に、リアル妹＆妹同然の女の子はふたりして縮こまる。

　ま、ちょっとズルいやり方ではあるけど仕方ない。子供に言って聞かせるにはこれがもっとも効こう果か覿てき面めんだろう。まあ子供と言っても秋子はいい歳だし、ありさだって精神的には十分に大人なんだから、できればもう少し分別をもって行動してもらいたいものだけどね、ホント。

「なんつーかまあ。予定調和だわな」

　と、ここまで静観していた会長さんが口を開いて、

「姫ひめの小路こうじ秋子に鷹たかノの宮みやありさ。ぶっちゃけた話よ、傍から見てれば最初から一目瞭然だったんだぜ？　姫小路秋あき人とがお前さんたちふたりを女として扱ってない、ってことはさ。だからこっちとしちゃ、いちいちケンカの仲裁に入る気にもならなかったわけだ……なんせ姫小路秋人にとっちゃ、事の初めからお前さんたちふたりなんざ眼中にないわけだからよ。いやはや、まったくもって茶番だよ茶番」

「うう……そんなあ……」

「はうう……しょんぼりです……」

　会長さんの指摘に、そろってがっくりとうなだれる秋あき子ことありさ。

　でもってコメントこそないものの、那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも会長さんと同意見のようだ。こうなることがあらかじめ読めていたと言わんばかりに、素知らぬ顔で夕食を口に運び続けている。

「……ハァ」

「……ふぅ」

　現実を見せつけられた格好のふたりは、おでこに縦線が入った顔で、深い深いため息を仲良くついた。

　そのまましばしの沈黙があって、

「……ひとつ、気づいたことがあります」

　面を上げた秋子が、ありさに向けて力なく微笑ほほえみかける。

「わたしはこれまでありさちゃんのことを、極めて危険なライバルだと思っていました。ありさちゃんはまだ子供だけど、でもとっても可愛かわいくて、お兄ちゃんと長い間いっしょに過ごしてるから、お兄ちゃんのことをよく知っていて。しかもお兄ちゃんは納得してないにせよ、婚約の話まで持ち上がっていて」

「秋子ねえさま……？」

「それだけ危険な要素がそろっていれば、下手をしたら本当にお兄ちゃんと結婚しちゃうんじゃないかって、わたしはとても脅威に感じていました。でも、実際にはちがったんですね。ありさちゃんはお兄ちゃんからすれば、まったくもって守備範囲の外だったんですね」

「……はい、その通りです。にいさまは、ありさのことを子供だと思ってますし、歳の離れた妹だとも思っています。そのことは、これまで何度も何度も思い知らされてきたことでしたけど、だけど今回こそは、って思ってたのですけど──」

「わたしと同じですね」

「えっ？」

「お兄ちゃんにアプローチをかけるたびに、今回こそは、って思ってて、だけどやっぱりお兄ちゃんはいつも通りそっけなくて……わたしは世界中の誰よりもお兄ちゃんとの付き合いが長くて、お兄ちゃんのことをよく知ってるのに、それはどんなことよりアドバンテージになってるはずなのに、妹だからという理由で無意味にされてしまう──」

「…………
 」

「ありさちゃん。わたし考えを改めました。わたしたちふたりは似たもの同士であり、虐しいたげられた者同士であり、同じ辛酸をなめてきた者同士であって、ケンカなんかしている場合じゃなかったんです。わたしたちはお互いに助け合い、今の境遇を改善していかねばならない。お兄ちゃんをめぐるライバル同士であるという垣根を越えて、協力し合っていくべきだと──そうは思いませんか？」

「ねえさま……」

　秋あき子この提案に、ありさはきらきらと瞳を輝かせて、

「もちろんです、もちろん喜んで。ありさは秋子ねえさまと助け合って、協力し合って、がんばっていきたいです。昨日の敵は今日の友、です」

「交渉成立ですね。では早速ですけど、よかったら今夜はわたしの部屋に来ませんか？　お菓子でも食べながらふたりで親睦を深めつつ、わたしたちの今後の協力体制について話し合いたいのですが」

「はい、喜んで！」






　　　　＊







　……とまあ、そういうことになったようである。

　もとより、敵対する理由より手を組む理由の方が大きいはずのふたりだから、いずれこういうことになるのでは、という予想はあったけど。それにしても思いのほかスムーズに期待どおりの展開になってくれて、ホッと一安心だ。
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　このようにしてありさは、僕らの学生寮の新管理人として、寮生全員から承認を得たのであった。彼女の登場が青せい天てんの霹へき靂れきだったにしては、まずまず大きな波風も立たず、それでいて僕の仕事の負担も減る結果となったわけで、うん、僕にとってとてもありがたい展開と言えるんじゃないかな。





　ちなみに余談ながら、僕はずっと疑問に思っていたことがある。

　ありさはなぜ、秋あき子こにあれほど懐なついたんだろう？

　基本的にありさは好き嫌いがないというか、人種性別を問わず、誰にでも長所を見いだし、その人のことを好きになれるという特技を持っている。ゆえに豪ごう放ほう磊らい落らくな会長さんに対しても、クールな銀ぎん兵べ衛えに対しても、トリッキーな那な須す原はらさんに対しても、それぞれに好意的な反応を示し、懐いていたけど──秋子に対しては『特技だから』という理由だけでは説明のつかない懐き方をしていたように思えたのだ。

　あるとき僕は、そのことをありさ当人にさりげなく訊きいてみたところ、

「あ、それはですね」

　ありさは嬉うれしそうに顔を輝かせて、

「だって、秋子ねえさまだけだったのです。会長ねえさまも、銀兵衛ねえさまも、アナスタシアねえさまもぜんぜん認めてくれなくて、認めてないというより『子供の言うことだから』という感じで最初から真に受けてくれなかったというか……だから、秋子ねえさまに意識してもらえたことが、ありさは嬉しくて嬉しくて」

「はあ。ええとごめん、認めるって何の話？」

「ありさが秋人にいさまの婚約者であることを
 、です」

「……あー」

　そのひとことで納得がいった僕を尻目に、ありさはさらに続ける。

「秋子ねえさま以外の人は、ありさが子供だからという理由で、ありさの気持ちを真剣に受け止めてくれないです。だけど秋子ねえさまだけはちがいました。ありさが本気だということを認めてくれて、ライバルあつかいしていただけて──」

　なるほどね。

　確かに秋子の反応は、ありさが僕の婚約者であることを前提としたものである。そうでなけりゃ、そもそもありさの存在に過剰な反応を示す理由がないもんな。他の生徒会のメンバーみたいにスルーしてればいい話なんだから。

　もちろん秋子にそんな意図はなかったのだろうし、要するにありさの勘違いなのだけど……わざわざそれを指摘する必要はない。この事実は僕の胸に秘め、なるべく表に出ないように取りはからうべきだろう。





　いやはやそれにしても、出だしから神経を使わされることである。

　ありさは僕の恩人だし、可愛かわいい妹分でもあるし、そもそも僕に負わされていた仕事を肩代わりするためにここへ来てくれたのだけど。ただでさえ人間関係が複雑なところに、またしてもどう転ぶか分からない要素が加わって、僕としてはそろそろ胃薬の常用化が始まるのではないかと気が気でないのであった。ううむ……。





六月十日（ＰＭ７：00
 ）（学生寮）









「秋あき人とにいさま。少しお時間いいでしょうか？」

　某日、学生寮にて。

　風呂から上がって廊下を歩いていた僕に、ありさが声をかけてきた。

「ん。どうした？」

「はい。ええと、その」

「ああ、ひょっとしていっしょにお風呂に入りたかったとか？　ダメだぞありさ、十二歳にもなってそんな甘えたことを言ってちゃ。そういう無む茶ちやを言って許されるのは秋あき子こだけで──」

「ち、ちがいます。ありさ、にいさまといっしょにお風呂なんて、とても……そういうことができたのは、子供のころまでで、今はもう、ぜったいぜったい無理です」

「そうか？　僕は別にいっしょに入ってもいいんだけどな、お風呂」

「へあっ!?
 　そそそそ
 んな、にいさま、ご無体な、ありさにはまだ、そういうのは早すぎるといいますか、心の準備ができていないといいますか──」

「あはは、そんなテンパることはないんだよ？　ありさはまだまだ子供なんだし、僕とお風呂に入ったって何の問題もないだろ？」

「…………
 」（←たちまちフグみたいにほっぺたを膨らませるありさ）

「ごめんごめん、そんな怒らないで。冗談だからさ」

「……にいさまはひどいです。ありさ、にいさまの言うことはすぐに信じてしまうので、からかわないでほしいです」

「あはは、ごめんごめん。悪気はないんだ、許しておくれ。ありさはころころ表情が変わって可愛かわいいから、ついつい冗談を言っちゃうんだ」

「そういうことであれば、許してあげます。なのでにいさまは今後、ありさをからかうのは禁止です。分かりましたか？」

「うんうん分かった、もうありさをからかったりしない。それでいいかな？」

「はい、それでいいです。そうすればありさは、安心してにいさまとお話しすることができます」

「そっかそっか、それはよかった」

「はい、よかったです」

「ちなみにだけどさ。このあいだ秋あき子こといっしょに入ったけどね、お風呂」

「!?
 　[image: ]

 」

「ちなみに秋子だけじゃなくて、他の人もいっしょだったけどね。会長さんと那な須す原はらさんと銀ぎん兵べ衛えと、それと秋子。みんなで仲良くお風呂に入ったよ」

「ななな、ど、どういう……」

「いや、どういうも何も、そのまんまの意味だけど」

「……またまたにいさま、ご冗談を。さっきありさと約束したばかりなのに、ひどいです。そういう嘘うそをおっしゃるのは──」

「ちなみに背中の流しっこもしたよ」
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 」

　……ホントによく表情の変わる子である。

　いやあ楽しいなあ……って、いかんいかん。真に受けすぎたありさがそろそろ涙目になってきた。ちゃんと弁明した上で本題を聞こう。

「……ええと、ねえさまたちのことなのですが」

　弁明してもなお動揺していたありさだったけど、どうにか態勢を立て直して、

「みなさんは、学園でどのような生活を送っているのかな、と思いまして。もしご面倒でなければ、ありさにお話しいただければ、と思うのです」

「ふむ？　というと？」

「ありさは学生寮の管理人なので、みなさんといっしょに学校に通うことができないです。でもみなさんは、ありさが管理させてもらっている学生さんたちなので、ありさはなるべくみなさんのことを知っておいた方がいいと思います。その方が、みなさんの生活をサポートしやすいと思うからです」

　なるほど一理あるかな。

　この寮に住んでる人間は、特段ワガママでも注文が多いわけでもないけど、かといってクセのない連中というわけでもない。僕がひとりだけ性別がちがうから、というのもあるけど、正直なところ彼女たちのあつかいには少なからず苦労するところもあった──というのが、少し前まで管理人を務めていた僕の率直な感想である。

　ましてありさの場合、実務能力はお墨付きとはいえ、まだ年齢が年齢である。『敵を知り己を知れば百戦危うからず』という言葉を持ち出すのは大げさにしても、まだ知り合って間もない年上の女性四人を相手にするためには、それ相応の情報を押さえておくのは当然のことだろう。

「オーケー分かったよ。僕に話せることは、できるだけ話して聞かせてあげる」

「はいっ、ありがとうございます。では早速ですが、少しお時間いただいてもよろしいでしょうか？」

「オーケーオーケー、ありさのためならお安いご用──」

　と、そこまで言って気づいた。

　秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、会長さんの四人が、聖リリアナ学園でどんな学生生活を送ってるのかなんて、僕だって大して知ってることがないじゃないか。

　そりゃもちろん、僕らは生徒会の同僚だから、そこでの活動についてはそれなりに知ってるつもりだけど……それって学生寮でわいわいやってる時と、大して変わるものじゃないんだよな。

　考えてみれば、である。

　僕だって転校してきてそれほど時間が経たったわけじゃないし、生徒会のメンバーたちとは生徒会と学生寮以外で接点を持つことがほとんどない。

　エリートぞろいの聖リリアナ学園の中でも、頭ひとつ抜けて優秀な生徒が選ばれるという生徒会と、そこに集う僕の仲間たち。

　いわばエース中のエースと言うべき彼女たちは普段、いったい何を考え、どう行動し、どんな学園生活を送っているのだろうか？






　　　　＊







　というわけで、さっそく調査を開始することにした。

　生徒会のメンバーたちが、僕の見てないところでは普段、どのように過ごしているのか──それを僕自身の目で実地に確認し、ありさに伝えるのが企画の趣旨である。

　とはいえご存じの通り、僕は学園においてほとんど常に生徒会のメンバーの誰かと行動を共にしている。休み時間しかり、生徒会活動しかり、課外時間もしかり……なので、僕の知らない彼女たちの素顔をこっそりうかがうチャンスはなかなか巡ってこないだろう。

　さて、どんなやり方で目的を果たせばいいか……と考えてた矢先、『なかなか巡ってこないチャンス』が運良く転がり込んできた。

　最初のターゲットは我が不ふ肖しようの妹、姫ひめの小路こうじ秋あき子こである。





　その日の放課後。

　いつものように生徒会室へ向かっていた僕が見つけたのは、数人の生徒たちといっしょに歩いている妹の姿だった。

　むろん珍しいことである。秋子は生徒会の書記を務める身であり、僕と同じく放課後になれば真まっ直すぐに生徒会室へ向かうのが常であり、だけど彼女たちが向かっている先は生徒会室と逆方向。

　はてさて、今日はいったいどういう風の吹き回しだろう？

　こっそり後を追ってみることにする。





『本当にわたしで──よろしいので──』

『とんでもない、むしろ──姫小路さんじゃなけりゃ──』

『そうです、姫小路さん──他に考えられない──』

『いやあ嬉うれしいっす──受けてくれ──感謝感謝──』





　下校する生徒たちの間を縫いながら、つかず離れずの距離を保って尾行していくと、会話の断片が漏れ聞こえてくる。

　はて、いったいどういう趣旨の会話なのかな？

　友好的な雰囲気ではあるから、放課後に体育館裏に呼び出しを食らったとか、そういうことはないのだろうけど。ちょっとイレギュラーな展開だし、この先の展開がどうにも読めない。

　──はっ!?


　まさか、まさかとは思うけど、これからあの中の誰かから告白をされるとか？

　だとすれば由ゆ々ゆしき事態である。秋子ほど見た目が可愛かわいい女子であれば、交際を申し込んでくる輩やからが引きも切らないのは当然だけど……秋子には、まだまだそういうのは早すぎる。僕が転校してきてからこっち、秋子のブラコンっぷりが極端すぎて、秋子に群がる有象無象はすっかり鳴りを潜めているという話だったのに、これはとんだ油断だったのかもしれないな。

　ええい、お兄ちゃんは認めないぞ？　秋あき子こはまだ子供だし、もし誰かと付き合うようなことになれば、どんな風にだまされて泣かされたりするか知れたものじゃない。当分の間は僕の手元に置いておいて、じっくりゆっくり淑しゆく女じよとして育てていくのが、保護者代わりである僕の役目なのだ。……ん？　じっくりゆっくり育てるって、具体的にはどのくらいかって？　そうだな、最低でもあと二十年は手元に置いておいて──え？　長すぎて行き遅れになるって？　いいんだよ、そうなったら僕が一生面倒をみるんだから。

　……などと、ついつい先走ったことまで考えてしまった僕だけど、さすがにそういう展開にはならなさそうだよな。これから告白するって時に、一人対多数で、ってことはさすがにないだろうし。そもそも秋子を囲む生徒たちの中には女の子も交じってるし。

　と、ここに至いたってようやく気づいたのだけど。

　生徒たちの何人かは、かなり大きめのバッグを肩に担いでいるな。クラブ活動用の道具が入ってるにしても大きすぎるし、はて、いったい彼女たちはこれからどこに何をしに行くつもりなんだろうか？

　首をひねりつつ、なおも追跡すると。やがて一行は中庭に出た。

　放課後を迎え、学園全体がざわついている中、木立や植え込みの多い、比較的静かな一角に陣取って、何かの準備を始めている様子。

　気づかれないよう、それでいて可能な限り近づき、耳をそばだててみる。





「それじゃ姫ひめの小路こうじさん。あらためて今日はよろしくお願いするよ」

「はい。こちらこそよろしくお願い致します」

「でもすまないね本当、急にこんなこと頼んでしまって。モデルになってくれる予定の子が、どうしても急用で来れないっていうから……」

「困った時はお互い様です。クラスメイトとしても、生徒会の一員としても、協力するのは当然のことです」

「そう言ってくれると助かるよ。でもさ、姫小路さんは事情があって、あまりこういう撮影には参加できないって話だったからさ。こういう形で半ば無む理り矢や理り手伝ってもらうみたいになるのが申し訳ないというか……」

「お気になさらないでください。むしろわたしの方こそ、クラスの出し物を手伝うことができそうになくて、心苦しく思ってたところなんですから」





　……ふむ。

　ちょっと話が見えてきたかな？

　生徒たちのリーダーらしき男子生徒と秋子が交わす会話を聞きながら、他の連中が何を準備しているのか目を配ってみる。

　大きなバッグを担いでいた生徒は、中から何かを取り出して組み立て始めている──どうやら三脚とカメラみたいだな、あれって。

　さらに別の生徒は、大きなピカピカのレフ板を用意していたり、さらにさらに別の生徒はメイク道具らしきものまで店開きし始めていたり。





「あの、ところでわたしはどのような役を演じればいいのでしょうか？」

「あ、大丈夫、とりあえずセリフは要らないから。普通に立って、笑ってくれてるだけでオーケーだよ。姫ひめの小路こうじさんはそれだけで絵になるし」

「それだけでいいのですか？　協力させていただくと決めたことですし、今からでも脚本を読んで覚えようと思っていたのですけど」

「あはは、確かに姫小路さんほどの人なら、今すぐセリフを覚えてヒロインを演じられるかもね。でも大丈夫、ぶっちゃけ脚本なんか後でいくらでも変えられるし、今は姫小路さんの魅力を最大限に引き出せるフィルムを作る方が最優先だから。細かいことは気にせず、自然体でカメラの前に立っててくれればそれでいいんだ」





　……ここまで聞けば確定だろう。

　どうやら彼ら、映画か何かでも撮るみたいだ。話の流れからするに、秋の文化祭に向けての作品づくりという線が有力かな。まだ夏休みにもならないこんな時期から作り始めるなんて、なかなか気合が入ってるなあ。

　ともあれどうやらこれは、幸さい先さきよくいいタイミングに巡り会えたっぽい。僕のいないところで秋あき子こがどんな振る舞いを見せるのかを知る、またとない機会だ。本来なら生徒会に顔を出さなきゃいけない時間だけど、このまま観察を続けるとしよう。





「それじゃあ姫小路さん、そっちの木の陰に入ってもらえるかな」

「はい。……こんな感じでいいですか？」

「そうそうそんな感じ。それでちょっとカメラの方に目線をもらって──そうそういいね、それいただきで」





　撮影が始まった。

　見ている限りではスタッフの数はそんなに多くないはずだけど、意外にも手慣れた様子で作業が進んでいく。さすがエリートぞろいの聖リリアナ学園、事前の準備は万端のようだ。

　一方、唯一の被写体に選ばれている秋子の方は、最初こそ硬さが見られたものの、次第に彼女本来の魅力がにじみ出始めている。生徒たちのリーダーらしき男子生徒（監督かな？）の指示に従って、持ち前の笑顔が自然なものになってきた。





「オーケー、それじゃ今度はちょっと歩いてみようか。カメラと並ぶ感じで、グラウンドの方に向かって──あ、目線はこっちじゃなくていいよ、真まっ直すぐ前を見ててくれればいいから。もしくは適当な景色を眺めててくれれば。……うん、そう。いい感じ」

「ううう……なんだかちょっと照れますわたし。こういう風にカメラで撮られるのは初めてですし」

「いやいやいいよ、ぜんぜん問題ない。そのうち慣れてくるし、慣れてない今の感じもぜんぜんアリだから。……じゃ、ちょっとそこで立ち止まってもらって。うん、それでくるっと一回転してもらっていいかな、その場で」

「ええと……こう、ですか？」

「そう！　それ！　いやすっごいイイよ、やっぱ画えになるなあ姫ひめの小路こうじさんは」





「──オーケーいい感じだよ調子出てきたね。それじゃ今度はあっちのベンチに腰掛けてもらえるかな？」

「分かりました。普通に座ればいいですか？」

「うん大丈夫。姫小路さんって、手足の動きのひとつひとつが洗練されてるからさ、特に何もしなくたって十分なんだよ……あ、じゃあ今度はね、インタビューみたいにいくつか質問する感じでいくから。お願いできるかな？」

「ええもちろん。わたしにお答えできることでしたら、何でも」





　……いや、しかし何だ。

　これ、けっこう新鮮な感じだなあ。

　考えてみれば僕って、妹と再会してからこの方、『僕といっしょにいる時の秋あき子こ』しか知らないわけで。今みたいに彼女が僕以外の誰かと、僕がいないところで会話しているシーンをほとんど見かけたことがなかったのだ。

　いや、秋子ってあんな子だったんだな。

　僕といっしょにいる時とほとんど別人じゃないか。

　常に折り目正しくて、声のトーンがやたら落ち着いていて、それでいて一語一語がハキハキとよく聞き取れて。夏の高原に吹く一陣の風みたいに涼やかな、それでいてどこまでいっても陽性の雰囲気をまとっていて──まさしく『ザ・お嬢さま』というか。いつもの騒がしい、感情ストレートまっしぐらの秋子はどこへ消し飛んだんだ、と首をひねりたくなるほどである。

　うん。

　こっちの秋あき子こもいいよなあ。いつもの秋子もいいけど、こっちも捨てがたい。どうせなら両方のキャラを適度に切り替えてくれれば、僕としても嬉うれしいのだけど。





「じゃ、質問させてもらうね」

「はい、どうぞ」

「じゃあまずは簡単なところから。姫ひめの小路こうじさんの好きな食べ物って何？」

「そうですね、好き嫌いはないのですけど……強いて言うなら洋食より和食の方が好きです。筑ちく前ぜん煮にとか、だし巻き卵とか」

「ふうん、けっこう素朴な感じの料理が好きなんだね。姫小路さんは和風美人って感じだし、イメージにもよく合ってるよね。あんまり派手でぜいたくな感じがしないところも素敵だと思うな」

「そうでしょうか？　ありがとうございます」

「じゃあそうだね、次はどうしようかな……好きな芸能人とかはいる？」

「芸能人ですか？　いえ、わたしはあまりテレビなども観みませんし、そういうことはよく分からなくて」

「ケータイをいじったりとか、ネットを見たりとかも、あまりしない？」

「携帯電話は最低限の連絡にだけ使っています。ネットは必要に応じて使っていますけど、お料理の調べ物ですとか、勉強の調べ物がほとんどですので……」

「そっか。そのあたりは箱入りのお嬢さま的なところもキープしつつ、現代的なツールもしっかり使いこなしてる、ってところなのかな。それもちゃんと自分でいろいろ判断しながら使ってるあたりが、さすがって感じだよね」

「はあ。そうなのでしょうか」

「じゃあ次の質問は……好きな作家さんとか漫画家さんとか、そういうのはいる？」

「います。新しん藤どう光こう一いち郎ろう先生です」

「おっ？　初めての即答だね」

「はい。新藤先生はまだ新人の作家さんですが、わたしにとってはとても大切な作家さんですので。その瑞みず々みずしい文体といい、熱のこもったストーリー展開といい、いずれ必ず小説家として歴史に名前を残すことになると、わたしは信じています」

「そっか、何だか渋いところをついてくるなあ……でもあれだね、そういうところも姫小路さんの魅力のひとつになってるのかもしれないね。近いうちにどこかで買って読んでみようかな」





　ごくごく和やかな雰囲気でインタビューは続いている。

　うん。受け答えの仕方もなかなか様になってるな、さすがは僕の妹。微妙にＡＶの冒頭によくあるインタビューみたいに見えるのがアレだけど、そこはまあ突っ込むまい。

　しかしなんだ、どうにもこう、ムズムズする感じがあるな。なんでだろ？

　妹にいろいろ質問してる、あの監督らしき男子生徒が、妙にそつがなくて手慣れてる様子があって、しかもけっこうモテそうな顔をしている上に、ちょっとホストっぽい印象があって生理的に受け付けないから──なんてことは、もちろんないわけだし。

　秋あき子こと監督役の男が、見方によっては仲むつまじいカップルみたいに見えなくもない、ということだって、僕の苛いら立だちを増長させる要因にはなりえないわけだし。

　ましてや、秋子が思いのほか楽しそうにクラスメイトたちと作業している姿が、兄としてはちょっと寂しく思えてしまう、なんてことを、妹の幸福を常に願っている僕が考えたりするはずもないわけで。

　ま、でもいいか。

　とりあえず秋子については、僕が普段知ることのできなかった姿を知ることができたわけだし。ありさに報告するための情報は十分に集まったと言っていいだろう。ぼちぼち生徒会にも顔を出さないと後がうるさそうだし、撤収するとしようか。

　納得して僕は物陰から離れ、撮影現場に背中を向ける。

　……うーん。いやでもホント、いったい何なんだろうこの気分は？　まるで幼稚園児ぐらいの子供が、母親に構ってもらえなくてヘソを曲げてるみたいな、もどかしくてモゾモゾして居ても立ってもいられない感じというか。このまま静かに立ち去るのはどうにも据わりが悪いというか、後々になって後悔しそうな──
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「あっ!?
 　お兄ちゃんっ！」

　……あれ？

　なぜか妹がこっちを見て、きらきらと目を輝かせてるぞ？　僕は彼女のいる方向とは逆の方向に歩いて生徒会室を目指すつもりだったのに……ううむしまった、どうやら物思いにふけっていたのが影響して、うっかり進む方向を間違えてしまったようだ。

「お兄ちゃん、どうしてここに？」

　インタビューを即座に中断し、妹はこちらに駆け寄ってきて、

「でもちょうどよかった。今ですね、学園祭でのクラスの出し物のために、ちょっとしたインタビューを受けていたんです。よかったらぜひ見学していってください。あ、出し物というのは映画で、その撮影をしてたんですけど」

「ん、そっか。いやでも、せっかくみなさんが頑張って撮影してるのに、僕が見学とかしてたら邪魔になるだろ？」

「何を言うんです。お兄ちゃんが邪魔になるなんて、そんなことがあるわけありません。もし仮にそんなことがあるようなら、わたしは今すぐ映画の撮影をやめます」

「こらこら、馬鹿を言っちゃいけないよ。それに僕は、そろそろ生徒会室に行かなきゃならないからね、せっかくの秋あき子この活躍の場だけど、遠慮させてもらうしかないかな」

「そんなあ……」

　眉をハの字にしてしゅんとなり、一気にテンションを下げる秋子。

　つい先ほどまでの撮影で見せていた明るさが、影も形もなく消きえ失うせてしまった。このまま撮影を続けても、いい画を撮ることはできそうにない。

「お兄ちゃん。秋子はお兄ちゃんに見ていてもらいたいです」

「うーん、それは分かるんだけど」

「お願いします。お兄ちゃんが見ていてくれた方が、きっといい映画を撮ることができますから。その方が秋子のやる気が何倍にもなりますから」

「うーん……」

「お願いします。お願いします」

　袖を引き、必死に懇願してくる。

　さてどうしたものか。あまり妹を甘やかしてばかりでも教育によくないし……

「──僕たちからもお願いできるかな？」

　と。

　そこで割って入ってきたのは、例の映画監督の男子生徒で、

「お兄さんが見ていてくれた方が、姫ひめの小路こうじさんも気合が入るみたいだし。お兄さんさえよければ、ぜひ」

「いや、でも……」

「そう言わずお願いします。人助けだと思って」

「……うーん。じゃ、そういうことならちょっとだけ」

「わあい！　ありがとうお兄ちゃん！」

　子供みたいに跳び上がり、僕の腕を引いてカメラのそばまで連れて行く秋あき子こ。ほんの一分前までテンションだだ下がりだったとは到底信じられない、山の天気みたいな切り替わりっぷりである。

「ま、こういう姿もフィルムに収めておいた方がいい、かな……さてそれじゃ撮影を再開しよう。姫ひめの小路こうじさん、もう一度ベンチに座ってもらえる？」

「はい！　それじゃお兄ちゃん、できるだけそばで見ていてくださいねっ」

「うん、まあ。なるべく邪魔にならない範囲でね」

「なんでしたら、一緒に並んで座るというのはどうでしょう！」

「いや、思いっきり撮影の邪魔だろそれって」

「一緒に座るだけじゃなくて、膝枕とかもするといい感じだと思います！」

「いや、それってもう映画のコンセプトそのものが変わっちゃうだろ」

「むしろいっそのこと、ここでわたしとお兄ちゃんのファーストキスをフィルムに残してしまう、というのはどうでしょう！」

「──あ、すいません監督さん。妹には構わずもう始めちゃってください。僕はなるべく端っこに立ってるんで。邪魔にならないようにしてるんで」

「ああ、うん。そうさせてもらおうかな。……それじゃ姫小路さん、あらためてよろしくね。お兄さんにいいところを見せられるようにがんばろう」

「はい！　全身全霊、精一杯にやらせていただきます！」





　というわけで。

　隠おん密みつ行動するはずだった僕も顔出ししつつ、撮影は再開されることとなった。

　僕の不注意からこんなことになってしまい、スタッフのみなさんには迷惑をかけてしまったかな……まあでも、僕が見学しているのとしていないのとでは、秋子の気合の入り方に雲泥の差があったし。僕が登場した後の秋子の発言が、全力でブラコン寄りになってしまったのはご愛あい敬きようだけど、当の秋子が急に生き生きとした躍動感をもって撮影に臨むことができたのは、やはりプラスだったにはちがいないと思うわけで。

　結論としてはまあ、これでよかったんじゃないかな、と思う次第なのである。うんうん、よかったよかった。






　　　　＊







　ちなみに右の結果を報告したところ、ありさは複雑な顔をして、

「にいさま。少しお聞きしたいのですけど」

「うん？　何かな？」

「秋あき人とにいさまが姿を現した後、秋あき子こねえさまはずっといつもの感じだったのでしょうか。いつもの感じというのはつまり、いつもみたいに全力でブラコンな感じだったのでしょうか、ということなのですけど」

「うん、そうだね。フルスイングでブラコンな感じだったね」

「そんなねえさまとにいさまを見ていた、周りのスタッフの人たちの反応は、どうだったのですか？」

「うん？　さあ、どうだったかな。別にこれといった反応はなかったと思うけど」

「……本当にそうなのでしょうか。ありさには何か、スタッフの方々がその時どんな顔をしていたか、すごく想像がつくのですが……」

「そうなの？　さすがはありさだな、僕が話して聞かせた少ない情報の中から、そんな細かいところまで読み取るなんて。いや、すごいよほんと」

「はあ」

「いや、しかしあれだね。秋子ってほんとブラコンだよなあ。あいつのブラコンっぷりは時と場所を選ばないから、僕としてもいつも手を焼かされるよ。兄としてはそろそろ妹のああいうところを何とかしないと、って思ってるんだけどさ」


「……いま聞いたのはむしろ、にいさまのシスコンぶりが際立つエピソードだったと思うのです……」


「ん？　何だって？」

「あ、いえ。なんでもないです。ともかくありがとうございました。今度は秋子ねえさま以外の人のお話も聞かせてもらえると、ありさ嬉うれしいです。よろしくお願いします」

「オッケー任せて。また何かおもしろいネタを仕入れてくるよ」





　というわけで、依頼人であるありさの要求も十分に満たすことができたようだ。

　可愛かわいい妹分のために、引き続きミッションを継続するとしよう。





六月十三日（ＰＭ４：30
 ）（生徒会室）









「おーい姫ひめの小路こうじ秋あき人と。ちょいといいかい？」

　その日、聖リリアナ学園の生徒会室にて。

　いつものように生徒会の業務を終え、そろそろみんなで下校しようか、という段になってのことだった。会長さんに呼び止められたのは。

「この後ちょいと時間あるかい？　あるんなら、ちとお前さんに任せたい仕事があるんだが」

「はあ、仕事ですか。具体的にはどんな？」

「そりゃお前さん、ここは生徒会室で、あたしは生徒会長で、お前さんは生徒会のスタッフなんだからさ。生徒会がらみの仕事を任せたいに決まってんだろ」

「そりゃまあそうですけど。生徒会の業務であれば、別に今この場で済ませちゃってもいいんじゃないですか？」

「ここでやれる内容じゃねえんだな、それが。学園の中じゃなくて、お外に出かけてあたしのサポートをする仕事だからよ」

　と言って、会長さんは僕の返事を待たずに帰り支度を始め、

「いつもなら姫小路秋あき子こにやらせてる役目だけどよ、ぼちぼちお前さんにも覚えさせといた方がいいんじゃないか、って思ってな。お前さんがこの聖リリアナ学園に転校してきて二ヶか月げつ経たったし、もう十分に大事な仕事を任せてもいい頃合だろう」

「はあ、なるほど」

　言われて少し考える。

　なんせ僕って、いちおう生徒会に籍を置いてはいるけど、大した仕事を任されたことがなく、これまではいささか居心地の悪さを覚えていた。それが一転、ちゃんとした仕事を任せてくれるというのであれば、あえて断る理由もない。『書記代理副補佐』という僕の肩書きからしても、正書記である妹の仕事を肩代わりするのは当然のことだ。

　とはいえあの
 二に階かい堂どう嵐あらしからの依頼となれば、それなりに警戒は必要なはず。最大限にリスクを回避するのであれば、なんのかんの理由をつけて断ってしまうのが吉だけど──

「……分かりました。引き受けます」

「おうよ。格好はそのままでいいから、すぐに出ようや。表に車を回してあるから、そいつに乗ってのんびり行こう。何をしに行くのかも車ん中で話すぜ」

　なんせ今は、かわいい妹分からの依頼を受け、生徒会メンバーたちの知られざる姿を取材しているところである。学園の外で会長さんがどんな顔を見せるのか、これはなかなかに興味深い題材だ。

　はてさて。裏表がありまくりで、ある意味じゃもっとも扱いづらいトリックスター・二に階かい堂どう嵐あらしは今回、いったい僕に何をさせるつもりでいるのだろう？






　　　　＊







「本日はお忙しいところをお集まりいただき、恐縮の至いたりです」

　都内某所にある高級住宅街。

　その一角に建つフレンチのお店に、会長の凛りんとした声が響き渡る。

「ささやかながら夕ゆう餉げの席を用意いたしましたので、まずはごゆるりとお過ごしくださいませ。当店オーナーシェフの手になるコース料理に舌した鼓つづみを打ちながら、どうぞご歓談のほどを」

　貸し切りのホールに集うのは、十名からなる紳士淑しゆく女じよ。会長さんはその下座に立って堂々と口上を述べ、会の始まりを宣言した。

「生徒会長もあのように申しておりますし」

　と、会長の言を引き継いだのは、上座の最上位に座る三十半ばほどの美女。

　藤ふじ村むら一かず枝え。聖リリアナ学園の理事長代理である。

「まずはお料理をいただくとしましょうか。こちらのお店は常任理事国の大使でさえ簡単には予約の取れない、隠れた名店とのこと……堅苦しい話よりも、まずは舌と胃袋を満足させたいところだわ」

　そのひとことで、いささか渋い表情を作っていた紳士淑女たちも渋々ながら納得したようだ。お互いに目配せし合い、微苦笑を交わし合って、場の流れを確認し合っている様子が見て取れる。そしてそんな空気を見越したかのように、タイミングよくウェイターがオードブルを運んでくる──

　さて、状況についてはもうおおむね理解していただいたかもしれないけど。この会合は、聖リリアナ学園の理事会なのである。列席するのはいずれも学園の重鎮であり、僕なんかはこの場に居合わせるだけで自然と緊張するのだけど……何より驚くのは、この会の幹事を務めているのが生徒会長・二階堂嵐であるという事実だ。

　この学園の生徒会長が、一般的な高校のそれとはちがって強大な権限を有していることは前から知っていたけど。その事実をこうして具体的な形で示されると、会長さんを見る目が否いや応おうなく変わってしまいそうである。普段はおちゃらけてるからつい忘れそうになるけど、やっぱ会長さんってちょっとした大物なんだなあ──なんてことを、会長さんの背後に付き人よろしく立っている僕は思うのだった。

　あ、ちなみに僕の役割は、今しがた文字でも表したとおり、会長さんの付き人というか護衛というか、まあ貴人が格式ある場所に連れていくお供のようなもの、ということになるらしい。基本的には会長の背後に突っ立って、表情を引き締めていればいいだけの簡単な仕事なんだけど……この様子だと、せっかくのフレンチも僕の口に入ることはなさそうである。まあどうせこんなシチュエーションじゃ、何を食べたって味なんかろくに分からないだろうし、別に文句はないんだけど……

「お顔が硬かとうございますよ」

　と、そこで僕にささやきかける声があった。

　誰あろう、本日の僕のご主人さま、二に階かい堂どう嵐あらしである。

「もっと余裕と貫かん禄ろくを示してくださいませ。仮にこういった会合に出席するのが初めてであったとしても、あなたは格式ある姫ひめの小路こうじ家のご嫡ちやく男なんであられるのですから」

「はあ、まあ。善処します、はい」

「よろしくお願い致しますよ秋あき人とさま。あなたには今こ宵よい、いざという時にはわたしのフォロー役も兼ねて頂くことになります。姫小路秋あき子こさまの兄君として、また名みよう代だいとして、存分にお役目を全うして頂きますよう」

　なんてことを、会長さんはオードブルのリエットにナイフを入れつつ、しれっと宣のたまうのであった。

　ちなみに今の言動を見ても分かるとおり、今の会長さんは久々の猫かぶりバージョンで登場している。眼帯を外して髪を下ろし、背中の大きく開いたワンピースに身を包んで慎つつましく端座している様子は、最上級に格式張った場に出ても違和感ないほどにバッチリ決まっていて、呆あきれると同時に舌を巻かざるを得ない。
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　列席する理事たちも、おそらく会長さんの日頃の振る舞いを知ってはいるのだろうけど、ここまで完璧にスイッチを入れ替えられたら突っ込む方が負け、みたいな空気になるんじゃないだろうか。現に会長さんを見る理事たちの視線は、その多くが敵対とまではいかないまでも胡乱うろんげなものであり、そのうちのいくつかは明らかに非友好的な色を帯びているけど、誰ひとりとして会長さんの様変わりを指摘する者はいない。

　そう、確かにいないのだけど、それで感情が収まるのかと言えばそんなはずもないらしく。理事のひとりが眉間にシワを寄せ「二に階かい堂どうくん」と呼びかけて、

「近ごろはいかにも目に余るのではないかね」

「目に余る、とは？」

　会長さんは涼しい笑顔でトゲを受け流しつつ、

「何を指して仰おつしやっておられるのでしょうか。蓮はす川かわ理事」

「何を指して、ではないだろう白々しい」

　蓮川と呼ばれた初老の理事は、今にも舌打ちしたげに表情をゆがめる。

「君の独断と専横、そして我々の理事会への横よこ槍やりについて、今日こそは納得のいく回答を求めたい。よもや異論はあるまいな？」

「もちろん異論はございません。誠心誠意、質問にお答えさせていただく、という点においては」

　会長さんはグラスに注いだペリエでくちびるを湿らせて間を置き、

「しかしながら独断と専横、と申されましても身に心当たりがなく……わたしに何か不都合があればご指摘いただければ幸いです。未熟者にて、いまだ分を弁わきまえぬ点も多々あろうかと存じますゆえ」

「白々しい」

　蓮川理事は今度こそ盛大に舌打ちした。

「確かに聖リリアナ学園の生徒会長は、伝統として強い権限を持ち、理事会への関与や学園運営についての口出しが認められてきた。しかしあくまでそれは、一般生徒に許される常識の範囲を超えるものではあってはならないはずだ」

「ええ。おっしゃる通りです」

「翻ってみるに今の君はどうか？　少なからず学園の予算を握り、時に理事会の決定を覆し、理事を任免する権限まで手にする始末……つい先日も、取り壊して売却する予定だった学生寮を一転して存続させたのみならず、今はそこに君が入居しているという話ではないか」

　と言って、蓮川理事はちらりと僕に目を向けた──ように見えたけど、僕は全力で気づかないふりをする。学生寮の一件については僕も主導的役割を担った側なので、ちょいと居心地が悪い。

「二に階かい堂どうくん。もはや君のやり口は理事会の、ひいては学園の私物化にまで及んでいると言っても過言ではない。可及的速やかに行状を改めてもらおう」

「異なことを仰おつしやいますね、蓮はす川かわ理事」

　老紳士の剣けん幕まくをさらりと受け流し、会長さんは艶然と微笑ほほえんで、

「わたしの考えとその行動は、すべて学園のため、理事会のためのもの。私利私欲などは一切差し挟んでおりませんし、皆様方の利益を損なってはおりません。現に理事会の運営はかつてより安定し、派閥争いや権力争いは鳴りを潜め、結果として財務も好転しているはず。さらにはこの程度の権限であれば、歴代の生徒会長が手にしたものと比べて著しく逸脱している、というほどではないでしょう。むしろ今より多くの権限をわたしにお預けいただければ、現在に倍する成果をあげてご覧に入れるのに、と口惜しいほどですのに」

「ふん。話にならんな」

　顔をゆがめて蓮川理事は鼻白み、

「儂わしはここに要求する。二階堂嵐あらしを、我らが理事会から遠ざけるべきだ。今後は一生徒としての立場をまっとうし、あくまでも生徒代表としての権限のみをもって理事会に参画すべし。さもなくば道理が通らん」

「なるほど、蓮川理事の仰りようは理解いたしました。……しかしながら今こ宵よいは晩ばん餐さんの席ゆえ、そのお話はあらためて後ほど」

「馬鹿な、料理こそどうでもよかろうに！」

「これは異なことを。今宵は理事の方々の懇親を深めるための食事会、という趣で皆様をお呼びだて致しましたのに、食事を楽しまないことこそ道理が通らないでしょう。まもなく温かいスープが出される頃合いですし、まずはそれを味わってからでも」

「くだらん！　儂らとて子供の使いでここに居るわけではないのだ、このような茶番に付き合わされるのであれば帰らせてもら──」

「蓮川理事」

　と、そこで険悪になりかけたムードに待ったをかけた人物がいた。

　聖リリアナ学園の理事長代理、藤ふじ村むら一かず枝え女史である。

「生徒会長の言いようにも一理あるでしょう。まずはこの会合の趣旨のとおり、料理に舌した鼓つづみを打って楽しまれてはいかがかしら？」

「しかし理事長代理、そうは仰いますが……」

「そもそもにおいて、孫ほども歳の離れた一生徒に対してそのような恫どう喝かつまがいの言い方をしては、理事として鼎かなえの軽けい重ちようを問われるというもの。どうかここは穏便に」

「……はあ、まあ。あなたがそう仰るのであれば……」

　孫とまでは言わないまでも、娘ほど歳の離れた上役にたしなめられて、不承不承ながら矛先を収める蓮はす川かわ理事。

　ふむ。

　こうして見ていると、理事会の力関係というやつがだんだん見えてくるよな。

　発言していた人物こそ蓮川理事のみだったけど、彼に同調する理事が五～六人はいたように見受けられた。おそらくはそのグループが反二に階かい堂どう派、という感じなのだろう。

　でもって残りの一派は親二階堂派──というより、理事長代理に肩入れし、理事長代理の発言にはそのまま従う派閥。もしくは日和見を決め込み、状況次第でどちらにもなびく穏健派、という感じに見受けられる。

　でもっていずれにせよ、キャスティングボードというか、主導権を完全に握っているのは、まだ選挙権すら持たない、そもそも理事のひとりですらない二階堂嵐あらし、ということになりそうである。いや、なんというか……したたかだね会長さん。いったいどんな手管を使ってそんなポジションを築いたのか知らないけどさ。

　気になることがあるとすれば、蓮川理事の理事長代理を見る目が、何やら妙に熱を帯びて見えることかな……ま、かなりの美人だしね、理事長代理って。成熟した色気にやられて老いらくの恋に目覚めちゃった、という構図かなこれは。いやはや、いろいろあるんだなあ理事会ってやつは。

「──ところでそちらの彼」

　などとひとりで物思いにふけっていたところへ、不意に声をかけられた。

　誰かと思えば、件くだんの理事長代理が僕に微笑ほほえみかけつつ、

「確かあなたよね、姫ひめの小路こうじ秋あき人とくん？　学生寮を存続させて自分たちで使いたい、と申し出てきたのは」

「あ、はい。そうです。僕です」

「どうかしら？　学生寮での生活は。古くて傷んだ設備も多いでしょうし、あまり便利ではないと思うのだけど」

　弱ったな。ここで話を振られるのは想定外だった。今日はあくまでも会長さんの付き添いで、出番が巡ってくることはないかな、と楽観してたのだけど。

「いえ、そうでもありませんよ？」

　とはいえキョドって口をつぐむわけにもいかない。目いっぱいに愛想よく笑みを形作って、僕は応答する。

「確かに不便な点もないではありませんが、あの学生寮は言ってみれば骨こつ董とう品ひんのようなものですから。あつかいに手間暇が掛かるのは当然のことですし、むしろそこにあの学生寮の味がある、というものです」

「ふうん、なるほど。現代的で便利な設備さえそろっていればいい、というものじゃないと言いたいのね？」

「そうですね、楽ばかりしてたら人間的にも成長がありませんし。それにあの建物は、ただの学生寮という以上に価値があります」

「文化的な価値や学術的な価値、ということかしら？」

「そうですね。十分それに値すると思いますよ、あの建物は」

「だけど私が聞いている報告によれば、あの学生寮はただ古いというだけで、大した価値はない、ということになっているけど」

「確かに国宝とか重要文化財とか、そういうランク分けの対象にはならないかもしれません。ですが、あの学生寮が刻んできた歴史には、それ以上の価値があるものと確信します。政財界に数多くの人材を送り出してきた聖リリアナ学園の、いわば象徴じゃないですか、あれって」

「そうね。確かにその通りよ」

「今回取り壊しを免まぬがれた学生寮は、何物にも代えられない存在であり、また数多くの先輩方から受け継いだ財産でもある、と僕は考えます。目先の利益にとらわれて存在を抹消してしまうよりむしろ、これを有効に活用し、その伝統と歴史を生徒たちの中に刻み込む存在たらしめる……それは金銭などの数字には決して表すことのできない、何物にも代えがたい価値と言えるんじゃないでしょうか」

「ええそうね、私も同感よ」

　僕の弁舌を気に入ってくれたのか、理事長代理は色っぽく微笑ほほえんで、

「やはり学生寮を存続させたのは正解だったみたいね。あなたのような人材が運営してくれるのであれば、マイナスの資産価値しか持たなかったはずのオンボロ学生寮も、本来あるべき価値を取り戻してくれることでしょう」

「は、ども。恐縮です」

「それと二に階かい堂どうさん」

　と言って会長さんに目をやり、

「今年もよい人材に恵まれたようね。彼のような生徒が生徒会に在籍してくれているのなら、今年も我が学園は安泰でしょう。期待していますよ」

「ありがとうございます。ご期待に添えるよう、微力を尽くします」

　おしとやかバージョンの会長さんが、その優雅さを最大限に発揮した一礼でもって、理事長代理の激励に応じる。

　これにて勝負あり、とアナウンスを入れたくなるような展開だった。

　蓮はす川かわ理事を初めとする反二階堂派の苦りきった顔が、すべてを物語っているだろう。ここまで滑らかに会長さん寄りの論調へ流れてしまっては、横よこ槍やりを入れる隙間がない。お食事会の名目で集まったはいいものの、これでは会長さんの政治パフォーマンスに体よく利用されただけである。

　また悪いことに、図らずもこの状況の片棒をかつぐ形になった僕の方にまで、蓮はす川かわ理事あたりの鋭い視線が突き刺さってくるもんだから、どうにも居心地が悪くてしょうがない。これで理事会における僕の存在は、完全無欠に二に階かい堂どう派、ということになってしまいそうである。

　まあ生徒会書記代理副補佐という肩書き上、自然とこういう立場になることは仕方ないにしても、ここまでド派手な形でそれを表に出してしまっては、今後の僕の立ち回りもいろいろ考えなくちゃだし、そもそも会長さんが僕を連れてきた理由はそのあたりにあったのだろうと思うと、そのしたたかさに僕の方まで舌打ちをしたくなってしまうのだった。いやはや、大したタヌキだよ二階堂嵐あらしって人は。






　　　　＊







「──うっし。お疲れさんだったな、姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

　つつがなく（？）会食を終え、理事全員を店の前で見送った後。

　いつもの調子に戻ってウインクしながら、会長さんは僕をねぎらってくれた。

「ちゃんと空気を読んで上手に立ち回ってくれたねェ。正直、あそこまで堂々と演説をかましてくれるとは思ってなかったよ。感謝してるぜ」

「ちぇ。よくもまあ、しれっとした顔で言ってくれるもんですね」

　僕はジト目で会長さんを見ながら、

「僕からしたら、きっちり利用された上に何のメリットもなくて、まったくもってやれやれでしたよ。いろんな人を敵に回しちゃったみたいだし、骨折り損のくたびれもうけ、って感じですホント」

「んなこたねえだろ？　少なくとも今回のことで、理事長代理からの覚えはめでたくなっただろうし、お前さんが所属している生徒会の株も上がったはずだ。それはつまりお前さんだけじゃなくて、お前さんの妹の立場にも影響してくる話だしな。蓮川のじいさんはともかく、あたしらの陣営は誰ひとりとして損はしていねえ。そうだろ？」

「ええそうですね、そうかも知れませんね。でもって今回いちばん株を上げたのは、生徒会を束ねている誰かさん、ってことになるわけですね」

「こらこら、そんなトゲのある言い方をするもんじゃねえぜ？」

　きらびやかなドレス姿で豪快に笑いつつ、何かの包みを僕に差し出して、

「ま、こいつで機嫌を直してくれや」

「？　何ですこれ？」

「ここの店のお土産だよ。味は保証するぜ？」

「はあ」

「今日はお前さんをずっと立ちっぱなしにさせて、ろくにメシも食わせてやれなかったからな。せめてもの詫わびだ。お前さん、ずっと物欲しそうな顔してたしよ」

「……そいつはどうも。お気づかい頂きまして」

　苦い顔で受け取りつつも、内心ではわりと嬉うれしい僕だった。

　ホント、こういうところにはよく気のつく人なんだよなあ……いや、実際とてもおいしそうなフレンチだったし、いちど食べてみたいとは思ってたんだよね。させられた仕事の大きさに比べればささやかな対価なんだけど、今日一日の苦労がこれで報われたような気さえしてくる。

　でもって、これっぽちのご褒美で部下の働きをケアしてしまうあたりは、さすがのしたたかさと言わざるを得ないのだった。

「本当はこれから、どっか美う味まいもんでも食いに連れてってやりたいんだがよ」

　会長さんは笑顔で詫びつつ、

「ちょっとまだ仕事が残ってるもんでな。埋め合わせはまた今度、ってことで」

「はあ。まだこの後も仕事があるんですか」

「なあに、ちょっとした野や暮ぼ用ようよ。安心しな、こっから先はあたしの得意分野の仕事だからな。お前さんの手は煩わせねえぜ」

「……？」

　なにやら意味ありげな言い方に僕が首をひねっていると、店の前に黒塗りの高級車が横付けされて、

「じゃ、ちょっくら行ってくらあ。帰りは遅くなるからよ、あたしの可愛かわいい部下たちによろしく言っといてくれや」

　そう言って会長さんはドレスの裾をはためかせ、颯さつ爽そうと車に乗り込んでいき──僕は思わずアッと息をのんだ。

　開いたドアの向こうに見えた、後部座席の運転席側。そこに座っていたのは、先ほどまで会食を共にしていた理事長代理・藤ふじ村むら一かず枝え女史ではないか。

　しかも並んで座ったふたりの表情を見るに、学園関係者と一生徒の関係、と呼ぶには妙に親しげで……というかより具体的に言うと、非常に艶っぽい雰囲気を醸かもし出してイチャイチャしていて、女性同士であることなど関係なく、どうみてもこれから逢あい引びきをするようにしか見えない、というか。

　……やれやれ、なんてこったい。

　つまりはそういうことだったのか、とすべて納得するしかない展開である。会長さんが捕食者プレデターと呼ばれるゆえんを、目の前でまざまざと見せつけられた格好だ。

　あらためて会長さんの一筋縄でいかなさを思い知らされつつ、同時に蓮はす川かわ理事のことがなんだか気の毒になりつつ、僕もまた会合の場を後にするのだった。






　　　　＊







　ちなみに右の結果をありさに報告したところ、彼女は目をきらきらと輝かせて、

「会長ねえさま、かっこいいです……さすがは生徒会のみなさんをまとめている人だな、と思います。すてきです」

「まあ、そうね。確かにかっこよくはあるけどね。どっかのピカレスク小説の主人公みたいなかっこよさではあるけどさ」

「でも会長ねえさまは女の人なのに、同じ女の人とそういう関係になるというのは、ちょっと変だなと思ったのですが。そのあたりは問題ないのでしょうか？」

「う、すっごい素朴な疑問だね……まあこういうご時世だし、そのへんはまあいいんじゃないかな。どうせとやかく言ってもあの人が聞くわけないし」

「そうなのですか」

「うん。天上天下唯我独尊だからね、あの人は」

「でもありさ、将来は会長ねえさまのようなかっこいい女性になりたいです」

「いや、それは勘弁してもらいたいかな……それと気をつけるんだよありさ。あと何年かすればありさも会長さんの守備範囲の内側だから、油断してるとパクッと食べられちゃうからね？」

　……ごらんの通り会長さんの悪影響は、ありさのような純じゆん粋すい無む垢くな女の子にまで、きっちり及んでしまっているようである。彼女の保護者をもって任ずる僕としては、実に頭の痛い事態なのであった。

　どうか将来、ありさが会長さんみたいな捕食者になったりしませんように。





六月十八日（ＰＭ４：15
 ）（聖リリアナ学園・教室棟）









　その日、一日の授業が終わって放課後。

　いつもみたいに生徒会室へと向かう廊下で、銀髪の親友の姿を見かけた。

「おっ、銀ぎん兵べ衛え。どこ行くの──」

　と声をかけようとして、僕は口をつぐむ。

　秋あき子この時と似たようなパターンだった。取り巻きこそ引き連れてはいないけど、銀兵衛が向かっている先は生徒会室ではない。雰囲気から察するに、生徒会室へ足を向ける前にどこか寄り道しそうな気配である。

　よーしこれはチャンスだ。

　近頃はすっかりストーカー気質が染みついてしまってる僕のカンによれば、このまま銀兵衛の後をつければ何かしら新発見があるとみた。さっそくどこぞの工作員よろしく、尾行を開始することにしよう。





　放課後であわただしい生徒たちの間を縫うようにして、最終的に銀兵衛がたどり着いたのは、学園の広い敷地内の片隅にあるちいさな茂みだった。

　ツツジやら椿つばきやらが生い茂る一帯で、普段はめったに人が立ち入らない場所である。現に今も視界の範囲にいるのは、銀兵衛と彼女を物陰から見守る僕のふたりだけ。山やまの手て線内にある学園の敷地内とは思えないほど物音が少ない。

　さて、こんな場所に来て銀兵衛は何をしようというのだろうか。

　定番どころでいけば、誰かから呼び出しを受けて告白でもされる、ってのが真っ先に予想されるだろうか。彼女の美少女っぷりを考えれば、非常にありえる話だけど……たぶんそれはないだろうな。

　なぜ分かるのかって？

　なぜなら銀兵衛は、その手の情報は必ず僕に公開し、意見を求めてくるからである。

　彼女と出会ってから六年間、ずっとそうだった。銀兵衛は誰かからラブレターを受け取っても、あるいは誰かから面と向かって告白されても、例外なくそのことを僕に言い、『秋あき人と。今回はどうするべきかな？』と相談してくれるのだ。

　それはひとえに、僕と銀兵衛が無二の親友であり、人生の三分の一以上を共に過ごしてきた間柄であるゆえ。『親友同士で隠しごとをするのはいけないことだ』というのが彼女の持論であり、折に触れて彼女はそのことを強調するけど、決してそれは口だけの話じゃないのだ。

　もちろんそれは僕にとって嬉うれしいことだし、そうなった場合は可能な限り真しん摯しにアドバイスすることにしている。神秘的な風貌をしている上に、とびぬけて理知的で、おまけに男みたいに堅苦しいしゃべり方をする銀ぎん兵べ衛えだから、告白なんてしようという勇者はそう頻繁には現れないんだけど……それでも何なんヶか月げつかに一回の割合でこの手の相談を受けてたんだよな。

　まあもっとも、僕のアドバイスを銀兵衛が喜んでくれたことは一度もないんだけどね。『今回告白してきた人ってけっこういい人みたいだし、試しに付き合ってみたら？』みたいなことを言うと、彼女は決まってへそを曲げ、その後の何日かは口も利いてくれない、というパターンが多いのである。高たか嶺ねの花はなに特攻しようという勇者だけあって、銀兵衛に言い寄る男ってレベルがすごい高いわけだし、とりあえず付き合ってみるってのはアリだと思うんだけどね。

　──おっと、話が脱線してしまった。

　ともかくそういうわけで、誰かに呼び出しを受けて銀兵衛がこの場所に来た、って線は除外していいだろう。もしそうであれば、事前にそのことを僕に報告してくれているはずだから。

　でもしかし、それ以外にこんな場所にひとりで来る理由って、他に何かあるかな？

　たとえば道に迷ったとか……いや、銀兵衛に限ってそれはないだろう。彼女は別に方向音痴なわけじゃないし、彼女のことだからこの広い学園の地理も、転校前からしっかり把握してるはず。

　他に考えられるのは……そうだな、ボランティアで草むしりでもしにきたとか？　いやいや自分で言っててなんだけど、さすがにそれはないよな。ひとりでこっそりやる理由がないし、生徒会の業務より優先させてやるようなことでもない。

　うーん、しかしそうなるといよいよ謎である。

　銀兵衛のやつ、いったい何をしにここへ？


「にゃう」


　と、その時。

　どこからか微かすかな音が聞こえた。

　音、というか、どうやら猫の鳴き声であるらしい。茂みの奥のあたりと思おぼしき場所から、細くて愛らしい鳴き声が漏れてきている。

　さてはフェンスの隙間か何かから、親とはぐれた子猫が紛れ込みでもしたか……まあ広い敷地を誇る学園のことだし、迷い猫どころか人間のひとりやふたりぐらいは住み着いててもおかしくないと思うけど、

「にゃお～う」

　そうこうしてるうちに再び鳴き声。さっきのとは異なる別の声だ。今回の声は細くもなければ弱々しくもなくて、むしろ活力にあふれているような、機嫌のよさそうな声に聞こえる。


「にゃぁう」


「んにゃあ」


「ふなぁう」


「んにゃにゃにゃん」

　そしてふたつの声が何度かやり取りされた後、ツツジの木の根元あたりからガサゴソと物音がして、声の主の正体が明らかになった。

　予想に違わず子猫である。右目の周りの毛色だけが黒い、どこかの生徒会長みたいな風貌の子猫だ。


「にゃう……」


「にゃん、うにゃん」


「……にゃ」


「にゃう、にゃう」

　その会長っぽい子猫の小さな声ともうひとつの声が、何やら意思の疎通を図るかのように声を交わし合い、そうしてようやく子猫はツツジの植え込みから抜け出て、よたよたと頼りない歩調で全身を現した。

　その後ろ足をよく見ると、包帯のような白っぽいものが巻かれている。なんだ、あいつケガでもしてるのか？　それで鳴き声が妙に弱々しく聞こえるのか……などと納得しつつさらに見守ると、子猫は銀ぎん兵べ衛えの足下にすり寄り、銀兵衛もまた子猫をいたわるようにしゃがみ込んで、

「にゃ。んにゃ」


「なあう……」


　カバンから弁当箱を取り出し、余り物の中身を分け与え始めた。

　ふむ。

　なるほどね、そういうことだったのか。いつの間に、どういう縁でこういうことになったのか知らないけど、これで謎は解けた。よくよく思い返してみれば、確かに今日の昼休み、銀兵衛の弁当はあまり減ってなかった気がするな……ふむふむなるほどね。

　いや、でもこれってすごいレアなことだよ？　レアというかぶっちゃけ初めて見るよ、銀兵衛のこんな姿って。

　なんせ彼女の従来の主張ときたら、

『野良猫や野良犬に対して安易にエサをあげる行為を、僕は積極的に肯定する気になれないね。エサをあげたことによって彼らが生き延び、そして繁殖することによって迷惑を被る人間もいる、ということをちゃんと考慮すべきだ。そもそも野生の生き物である彼らとむやみに関わることからして、僕はナンセンスだと思うね。僕たち人間は、接点を持たない隣人として彼らと関わるのがもっとも適切なのだよ。お互いに無関心を決め込むことが、結局はもっとも無難かつ最大公約数的な幸福につながるんだ』

　……みたいな感じだったからね。ゆえに僕は、銀ぎん兵べ衛えがエサをあげるどころか、犬や猫に触れるのさえ敬遠するシーンを何度も見てきたのになあ。むしろ僕は、彼女が動物嫌いなのだとさえ思い込んで──


「なーう」


「んにゃおーん」


「みゃおう」


「みゃん、んにゃにゃん……あはは、そうがっついて食べなくても平気だよ。誰も君のエサを横取りしたりはしないから」

　って、ちょっと待った。

　何だか僕、とっても重要な点を見落としてないか？


「ごろなーう」


「みゃう、みゃおうん……なんだ、もう食べ尽くしてしまったのかい？　でもごめんね、今日はそれだけしかあげられないんだ」


「にゃう……」


「んにゃ。にゃにゃん……そんな悲しい顔をしないでくれたまえよ。僕にだって立場というものがあるんだ、あまり君に構っているわけには……ああもう分かった、分かったよ。今度はもっとごはんを持ってきてあげるから」
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　……おおう、なんてこった。

　子猫とはまた別の猫の鳴き声が、交互にコミュニケーションを取るのが聞こえていたのだと思いきや。まさか、よもや、もうひとつの声の発生源になっていたのが銀ぎん兵べ衛えだったなんて。

　いやいや、こいつは驚きよう天てん動どう地ちの展開だぞ。つまりそれって、銀兵衛が子猫を相手に猫なで声でコミュニケーションを取っていた、ということになるわけで……いや、とんでもないことだよこれは。沖縄で大雪が降るぐらいあり得ない出来事だ。

　だって銀兵衛だよ？　猿渡さわたり銀兵衛春はる臣おみだよ？　いつも冷静で合理的で、四角いものを決して三角だとは言わない、しかも自分で設定したルールにやたらと厳格な彼女がだよ？　そりゃ確かに転校してきてからこっち、キャラ崩壊の傾向が微妙になくもなかったけど……それにしたって、いや、ええ？　うそだろいやいや。

「やれやれ、しかしどうしたものかな」

　物陰に隠れてめっちゃ動揺してる僕に気づくことなく、銀兵衛はひとり、子猫に話しかけている。

「ケガをしている君をたまたま見つけて、ほんの気まぐれに世話を焼いてしまったのが運の尽きだった。まさかこんな関係になるとは思ってなかったよ。ケガがそれなりに治って、ごはんも満足に食べられれば、それでおさらばだと思っていたのに」


「うにゃあ」


「まったくもって、気の迷いとしか言いようがないよ……君を見殺しにすることに気兼ねするのであれば、秋あき人とあたりに連絡してぜんぶ任せてしまえばよかったのに。どうして自分からわざわざ面倒なことを抱え込んでしまったのか……」


「にゃおん」


「まあ分かってはいるのだけどね。この学園に来て生徒会の連中と関わるようになってから、僕という人間はかなり速いペースで変わってきてしまっている。しかも予想外の方向に変わってしまうというか、自分でも何がどう変わったのか把握しきれていないというか、それで今回のような不可解な行動にも及んでしまうわけだ。いやはや、困ったものだよまったく」


「んにゃー」


「だけどそれでも、よい方向に変わってきているとは思うのさ。秋人と出会ってからの六年間、緩慢としてほとんど変わることのなかった状況が、ここへきてほとんど否いや応おうなく変わらざるを得なくなっているからね。今にして思うと、僕は何だかんだと理由をつけて、いわゆるモラトリアムというやつに沈んでいた気がしてならないんだ。前に進むのが怖くて、拒絶されるのが怖くて、自分の意思で進むことも引くこともしてこなかったんじゃないか、ってね」

　ていうかギンのやつ、話の通じない子猫を相手にやけに饒じよう舌ぜつだな……まあ話の内容はいまいち理解できないし、そもそも距離があるから聞き取りづらいんだけどさ。ひょっとしてあいつ、猫語をあやつる特殊能力でも身につけてるのかな？

「ま、君にこんなことを語っても仕方ないのだけどね。それでもまあ、僕はいちおう君にとっては恩人に当たるわけだし、何かしら恩返しをしてもらっても罰は当たらないと思う次第だよ。つまり、誰に言って聞かせても仕方のないボヤきを聞いてくれることこそ、君が僕からエサを受け取る対価というわけさ。分かるかい？」


「みにゃーう」


「あ、こら。こっちに来ないでくれたまえ。それはルール違反だよ、僕と君はそういう関係ではないはずだ。僕と君はお互いに節度をもって接するべきであって、過度に接触するべきではない。なぜなら僕と君とでは住む世界がちがうのだからね」


「んにゃあーん」


「ええい分からないやつだな君は。そうやってすり寄って甘えてきて、いったい何が目的なんだい？　どうせもっとおいしいごはんを寄よ越こせ、とか言いたいのだろう？　その件についてはさっき約束したじゃないか。僕はちゃんと約束は守る人間だし、疑われるのは心外というものだよ」


「にゃーう、にゃあーうん」


「……下心はない、ただ単にじゃれ合いたいだけだって？　だから言ってるじゃないか、そういう関係はお互いにとってよくないと……ええい、聞き分けのないやつだな、本当に君という猫は！」

　そりゃそうだよ。だって猫だもん。

　と心の中で突っ込みつつ、同時に僕はいまだに目の前の光景を信じられずにいる。

　町で野良猫に遭遇すれば、まるで親の敵でも見るみたいに冷たい目をしていた銀ぎん兵べ衛えが、まさか僕に隠れてこんな姿を見せるなんて、ねえ？　狐きつねにつままれるとはこのことだよほんと。

　とはいえこれは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。親友の僕でさえ知らない、銀兵衛の知られざる生態を、ここは余さず網膜に映し取ろうではないか。


「にゃん、うにゃおん」


「……やれやれ、お腹なかまで見せて寝転がられては、僕としても何もしないわけにはいかないな。そのお腹にびっしり生えたふわふわの毛を、存分に撫なでざるを得ないだろう」


「にゃうーん」


「これはいわゆる不可抗力というやつなのだよ。君がお腹を見せて、僕に服従する意思を示している……つまりこれは、君に上下関係を教え込むまたとない機会なんだ。こうやって動物を撫なでることは僕の主義に反するのだけど、今回ばかりは仕方がない。僕は自分の主張をあえて曲げることによって、聞き分けのない君を教育する必要がある。その点は理解してくれるね？」


「なーう……ごろごろ」


「あっ、こら！　何をするんだ君、膝の上に乗ってくるとは卑ひ怯きようじゃないか。君となれ合うのは得策ではないとこれほど言ってるのに、君はなんて愚かなんだ。どうやら僕は君を買いかぶりすぎていたようだね、まさかここまで話の通じないやつだとは思わなかったよ。やはり君とはもう絶交だ。今後、僕は君に対していかなる便べん宜ぎも図ったりはしない。エサをあげたりもしないし、ケガの手当てだって絶対にしてあげない。今さら謝っても遅いよ？　僕はもう決めたんだから」


「ごろごろ……うにゃー」


「……とはいえ絶交すると決めたからには、最後のはなむけというものを君に贈る必要があるだろう。死刑囚だって最後の日には好きな食べ物を食べさせてもらえるというからね、君はそこまで重い罪を犯したわけでもないし、多少の情けをかけるくらいのことはしてあげてもいいと考える次第なのさ」


「にゃあ、にゃあ」


「というわけで、今から僕は君を抱っこする」


「んにゃあー」


「今回のことはあくまでも例外的な措置であることを、まずは肝に銘じてもらいたい。どうせ君とはこれっきりなのだし、君が今後どうなろうと知ったことではないからね。ゆえに僕は安心して君を堕落の道に突き落とすことができるのさ。度重なる僕の忠告を聞かず、堕落の道を突っ走ったことを、せいぜい後悔するといいよ」


「にゃ、んにゃー」


「ほう、これはこれは……お腹なかの毛並みにもまして、君の背中はなかなかにいい具合じゃないか。これだけつやつやな毛並みをしていられるのは、ひとえに僕があげたエサのおかげだからね？　そのことを忘れないでくれたまえよ？　……ああ、それとこれはわざわざ念を押すまでもないことだろうけど。君の抱き心地が思いのほかよくって、やっぱり今後も君との関係を続けていければいいな、などとは考えていないからね、その点はくれぐれも勘違いしないようにね」


「なあう。うにゃあーう」


「はあ……それにしても気持ちいい毛並みだなあ。つやつやでふわふわで温かくて……ほんと、動物ってやつはどうしてこんなに可愛かわいいんだろう……」

　おおう。

　またしてもレアな光景が僕の眼前に……銀ぎん兵べ衛えがほおずりして幸せそうな顔をしている、だって？　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの産卵シーンをカメラに収めるのと同じくらい、めったにないことだよこれは。

　うむ、なんだか興奮してきたよ僕。

　このままもっと、普段は見せてくれない銀兵衛の生態を見ていたいな。できることならもうちょっと近くで、じっくりと──





　ぱきっ





　……あ。ミスった。

　思わず身を乗り出した拍子に、足下に落ちていた枝を踏んで──なんつーベタなことをやらかしたんだ僕のアホ、

「え。秋あき人と……？」

　やべ、見つかった。

　きょとん顔をしている親友と視線が合ってしまった。

　その瞬間、時間も空間もいっぺんに凍りつき、僕の表情も固まって、そして見る間に銀兵衛の口がわななき、そのほっぺたが羞恥の朱に染まり、急激に沸騰した感情が今にも爆発しようとするのが見えて、


「馬鹿やろう！　なんてことをしたんだ！」


　それに一歩先んじて怒声が響き渡った。

　銀兵衛のではない。僕のである。

「まったく君というやつはとんでもないな！　とんでもなさすぎて目からウロコが落ちてしまうほどだったよ！　まったく本当に君というやつは！」

「……え？　何？　何のことだい？」

　身を隠していた木陰から立ち上がって詰め寄る僕と、きょとん顔の銀兵衛。

　彼女に抱かれたままの子猫がおびえて身をすくめるのが見えたけど、そんなのには構っていられない。

「何がじゃないよ銀兵衛！　君がいまここでやっていたことが何なのか、僕に説明してみろよ！」

「説明っていうか、いや、そもそもまず、秋人がどのあたりから見ていたのかにもよるし、なんでそんな声を荒らげているのかによっても僕の対応が変わるというか……」

「そんなご託はいいんだよ！　さあ説明してくれ今すぐここで早く！」

「わ、分かったよ、分かったから大きな声を出さないでくれたまえよ。子猫が怖がっているじゃないか」

　僕の剣けん幕まくに目を丸くして、しどろもどろに言葉を探しながら、

「見ての通り、僕は縁あってこの子猫と出会って、少しばかりの世話をしたんだ。ケガの手当てをして、少しばかりのエサをあげて。それもほんのつい先日のことであって、僕としては一度きりの関わりで済ますつもりで──」


「すばらしい！」


　ひときわでっかい声を上げ、僕は激しく両手を叩たたき、

「すばらしい、エクセレントだよギン！　君のその優しさ、その心配り、率直に言って僕は感動した！　いや本当にすばらしい、とてもいいものを見せてもらったよ、ありがとう、ありがとう！」

「はあ、どうも。……というか、ちょっと落ち着いてきた今になって気づいたのだけど。秋あき人と、ひょっとして君はずっと僕の行動をのぞき見していたのかい？　それも冷静に考えると、こんなへんぴな場所で偶然顔を合わせるはずもないわけで、となると君は最初から僕の後をつけていたのではないか、という仮説が成り立つのだけど──」


「そんなことはともかく！」


　大声で銀ぎん兵べ衛えのセリフをさえぎって、

「ギン。確かに君の行動は僕を感動させてくれた。だけどそれと同時に、僕はとても悲しい思いをせざるを得なかった……それが何なのか、分かってくれるよね？」

「え？　あー、ええと」

「君はその子猫のことを僕に話してくれなかった。親友
 である僕に対して、だ」

「う」

「君は常々僕に言ってたはずだよね？　親友
 の間で隠しごとをするべきじゃない、ってさ、口を酸っぱくして」

「う、いや。それはつまりその」

「なのに君は今回、僕に何も話してくれなかったね。ひとりで子猫を助け、ひとりで子猫の面倒をみて、そして今日この日に至いたるまでその事実をずっと黙っていた。これはとんでもない裏切り行為だよ。もしも君が僕の立場であれば、とてもこの程度じゃ済まないくらいに激怒していたはずだ。そうだろう？」

「待ってくれ秋人。これはちがうんだ。つまりこれにはその、事情が」

「そう、事情があったんだろう!?
 　分かってるよ銀兵衛、問題ない、まったくもって問題ない！　それを察することができない僕じゃないさ！　なぜなら僕は君の親友
 なのだから！　親友
 同士であるからには、言葉にはできないこと、言葉にすべきではないことについては、あえて口にせず沈黙を保つ！　そしてなるべく他の人には漏らさないように心がける！　その気遣いこそが親友
 であることの証であり、親友
 としてあるべき姿でもある！　そうだろう!?
 」

「あ、うん。まあ。そう……かな？」

「というわけで、今回の君の行動については不問に付すことにしよう。何であればこの秘密を知っている数少ない人間として、その子猫の面倒をみることにこっそり手を貸してもいい。もちろん他の人には内緒でね」

「ほ、本当かい？　それは助かる。正直なところ、僕はちょっとこの子猫を持てあましていたんだ。変に懐なつかれてしまったはいいが、この先どうしたらいいか分からなくて──」

「じゃ、そういうことで決まりだな！」

　僕は満面の笑みで両手を打ち、交渉成立のサインを示してから、

「今日のところは銀ぎん兵べ衛えにまかせて、僕はこの場を去るとしよう。あまり生徒会に遅れると会長さんがうるさいからね。あ、銀兵衛もほどほどにして生徒会室に顔を出してくれよ？　猫の世話で本業の仕事がおろそかになってちゃ、本末転倒ってものだからさ」

「あ、ああ、うん。そうだね」

「じゃ、僕はこれで失礼するよ！　お互いの突っ込まれては困る点
 については、くれぐれもそっとしておくことにしようぜ！　僕と君との約束だよ銀兵衛！」

　そう言い置いて、僕は足早にその場を後にした。

　足早というか、ほぼ逃げるようにして、全速力と言っていい勢いで、である。

　……うむ。

　あやうく僕の痛いところを衝つかれるところだったけど、なんとか勢いでごまかせたようだ。情報収集は見事に成功、ありさにいい土産話を持ち帰ることができるだろう。






　　　　＊







　というわけで後日、ありさに右のエピソードを語って聞かせたところ、

「意外です……銀兵衛ねえさまにそういうところがあったなんて」

　大変に率直な感想が返ってきた。

「銀兵衛ねえさまって、もっとこう、大人びた感じというか、悟った感じというか、ちょっとした仙人みたいな人だと思っていました。だけどそれは、ありさの思い違いだったみたいです」

「だね。僕も正直おどろいたよ。良い意味でも悪い意味でも、あいつはもっと冷徹なヤツだと思ってたからさ」

「ありさもなんとなくそんな感じだと思っていました。でも、おかしな言い方ですけど、ちょっと銀ぎん兵べ衛えねえさまに対する見方が変わったというか……なんだかとても親しみやすい人のように思えてきました」

「ま、言いたいことは分かるよ。あいつって、身長は低いし身体も細いけど、なんか妙に威圧感があるしね。最近はそうでもなくなったけど、昔はホント近寄りがたい雰囲気を持ってるヤツでさ」

「分かります。銀兵衛ねえさまには、とても親切にしていただいてますけど……正直に言うと、この学生寮に来ていちばん怖かったのは銀兵衛ねえさまでしたもの」

「だよね、普通に考えたらそうだよね。あいつって、地球の裏側まで見透かすような目でこっちを見てくるからさ、初対面の人はかなりビビッちゃうんだよね」

「そうそう、そうなんです」

　みたいな感じで、ひとしきり意気投合しつつ、銀兵衛についてのトークに花を咲かせる僕とありさなのだった。

　……まあのぞき見してるところを銀兵衛に見つかって、勢いでどうにかごまかしたシーンについては割愛しておいたから。ありさが僕を見る目は相変わらず尊敬の色に満ちていて、僕としてはちょっとした良心の呵か責しやくがないわけでもないけど。妹分の女の子にいい格好をしたいという欲求は世界共通なんだし、いくばくのお目こぼしをいただければ幸いかと思う次第である。うん。





六月二十七日（ＰＭ１：10
 ）（生徒会室）









「今日はここではお昼を食べないわ」

　その日の昼休み。

　いつものメンバーが生徒会室に集まり、さてこれからお弁当を広げようかという段になって、那な須す原はらさんが唐突にそんなことを言い出した。

「ここでは食べないって……じゃ、どこで？　学食とか？」

　と僕が訊たずねると、

「同じクラスの人たちからの誘いをどうしても断れなかったから、そちらへ行くわ」

「ああなるほど、クラスの人たちと食べるのね。了解、じゃあ残念だけど今日は僕らといっしょには食べられないね」

「あっきーもいっしょに行かないかしら」

「え、僕が？　なんで？」

「いっしょに行けば、あっきーの交友関係もきっと広がることでしょうから」

「いやあ……どうだろね？　ちょっと無理なんじゃないかな？」

「なぜそう思うのかしら」

「なぜってそりゃ、僕がいっしょに行ったら、むしろ那須原さんのクラスの人たちに恨まれそうだからだよ。だって君を誘った人たちって、君といっしょにごはんを食べたいから誘ったんでしょ？　なのにそこへ僕なんかが現れたら、交友関係を広げるどころか敵対関係を広げることになるのがオチなんじゃない？」

「その点はわたくしが何とかするわ」

「なんとかするって、どうするのさ」

「どうとでもできるわ。なぜなら彼らにとってわたくしは、言ってみれば女王様のようなものなのだから。わたくしがあっきーを同席させたいと言えば、彼らも強いて断ることはしないでしょう」

「いや、そりゃそうかもだけどさ」

　そうしたところで、場の空気がギスギスしたものになるのは目に見えている。むろん、そんな状況で交友関係を広げられるほど僕の対人スキルは高くない。

「なのでまあ、今回は遠慮しとくよ。僕のことは気にせず、クラスメイトの人たちとのお昼ご飯を楽しんできてくれ」

「そう。どうしてもわたくしの誘いを断るというわけね」

「まあ……状況的にはそうせざるを得ないかな？」

「土下座でもしてお願いすれば、大人しくわたくしの言うことを聞いてくれるのかしら」

「いや、聞かないと思うよ。というか単純に引くと思うよ」

「それとも今日のわたくしの下着の色を教えさえすれば、大人しくわたくしの言うことを聞いてくれるのかしら」

「いや、聞かないと思うよ。というか、そもそも僕は君の下着の色を教えてほしいと要求したことがないよ」

「強情な男ね。こんなにしつこくわたくしが誘っているというのに」

「しつこいという自覚はあったんだ……というかそろそろ行かなくていいの？　クラスメイトの人たちが待ってるんじゃない？」

「そうね」

　ふう、と吐息をついて、

「じゃあそろそろ行くわ」

「うん。行ってらっしゃい。クラスの人たちによろしくね」

「ちなみにお昼の場に遅れた理由は、あっきーにしつこく引き留められたから、ということにしておくわ」

「……クラスの人たちによろしく、って言ってるのに、なぜそれと正反対の行動を取ろうとするの？」

「じゃあ行ってくるわ」

　と言って、相変わらず読みづらいポーカーフェイスで生徒会室を後にする那な須す原はらさんだった。

　そんなわけで残りの生徒会メンバー四人でお弁当を広げ、いつもと変わり映えのない談笑に花を咲かせていたのだけど……どうにも引っかかる。

　さっきの那須原さんって、ぱっと見はいつもの那須原さんだったけど。なんかこう、どこがどうとは言えないんだけど、ちょっと雰囲気がちがったような。

「──あ。ちょっと僕、お手洗い行ってきますね」

　お弁当に何口か箸をつけただけで、僕も生徒会室を出ることにした。他でもない、すっかり身に染みついてきたストーカー気質……もとい、僕の探偵気質が、びびびっと反応したからである。

　今日の那須原さんは、きっといつもとちがう姿を見せてくれるにちがいない。その確信を抱きつつ、僕は金髪の生徒会副会長の姿を求めて一歩を踏み出した。
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　ターゲットの発見は思いのほか早かった。

　学園の中心にある、芝生の敷かれた大広場。昼休みの人口密度が非常に高いこの場所の、大きなケヤキの木の下で、那な須す原はらさんは二十名近くからなる生徒たちといっしょにお弁当を広げていた。

　運良く空いていた手近なベンチに腰を据えつつ、さっそく僕はリサーチを開始する。





「わあ、那須原さんのお弁当って、今日もおいしそうですね！」


「……そうかしら」


「もちろんですよ、とってもおいしそうですよ！」

「このお弁当って、那須原さんがいつも作ってるんですか!?
 」


「わたくしではないわ」


「じゃ、一緒に住んでいらっしゃる生徒会のどなたかが作ってらっしゃるんですね！　わあすごいなあ、生徒会のお弁当かあ！」





　……ふむ。

　僕のベンチから那須原さんたちのいる場所までは、そこそこ距離があるのだけど、ほとんど筒抜けと言っていいくらい声がよく通る。那須原さんの取り巻きの人たちって、やたらとテンションが高いなあ……逆に那須原さんの声は距離の関係もあってちょっとしか聞き取れないから、なんだか気の小さい人が大勢に囲まれて因縁つけられてるように見えなくもない。

　ま、もちろんそんなことあるはずもないけどね。那須原さんは唯我独尊で弁舌も達者だし。取り巻きの人たちの態度も至いたって友好的なものに見えるし。





「あ、那須原さん！　お茶とかはだいじょうぶですか!?
 　おかわりをお注ぎしましょうか!?
 」


「いいえ。足りているわ」


「那須原さん、お弁当はだいじょうぶですか!?
 　量はちゃんと足りてますか!?
 」


「ええ。足りているわ」


「何でしたら、俺の持ってきたお弁当を食べていただいてもいいんで！　うちの母親が作った、昨日の晩ご飯の残り物ばかりの弁当ですけど！」

「あ、だったらもしよかったら、あたしのお弁当も味見してくださいね！　今日の朝わたしが自分で作ったお弁当なんですよ!?
 　冷凍物ばかりですけど！」


「遠慮するわ。足りているから」


「いやあ、それにしても久しぶりに那須原さんとお昼を食べられてうれしいな！」

「那須原さんは生徒会でいつも忙しいからな！」

「だけど今日はあたしたちに付き合ってくれたし！　那須原さんはキレイだし、頭もいいし、おまけに生徒会の副会長なのに、すっごい優しいよねっ！」

「だよな！　だけど那な須す原はらさん、今日だって忙しいだろうに、俺たちに付き合ってくれてよかったのかな……那須原さん、ご迷惑ではなかったですか!?
 」


「別に。迷惑ではないわ」


「そうですか、よかった！　ところで那須原さん、お茶とかはだいじょうぶですか!?
 　おかわりをお注ぎしましょうか!?
 」


「いいえ。足りているわ」






　だけど何というか……空回ってるなあ。

　取り巻きの人たちはみんな目をキラキラさせてて、純粋に那須原さんのことを崇拝してる感じだけど。肝心の那須原さんの反応が、見ていてどうにも歯がゆい。まるで人間に寄ってたかられて毛並みのあちこちを触られてる、猫カフェの猫みたいだ。

　那須原さんの様子からして、別に嫌ってるわけじゃないのだろうけど。取り巻きの人たちをすっごく苦手にしてるのがよく分かる。

　そう、僕にとってそれは、けっこう意外なことなのだ。

　僕がいつも見ている那須原さんは、僕にいろんな無む茶ちやぶりをしてきたり、秋あき子こを徹底的に言葉でやり込めたりする、かなりアクティブな子で。あんな風に取り巻きの人に囲まれてひたすら受け身でいるというのは……ねえ？　なんかまるで、那須原さんじゃない誰かの様子を観察している気分というか。





「ところで那須原さん！　たまにはみんなでどこかに遊びに行きませんか!?
 　ここにいるみんなで、カラオケとかボウリングとか！」

「あ、それいいよねー！　でもってその後はファミレスでお茶したりとか！」

「そうそう！　それで文化祭の出し物についての話とかもできればいいよな！」

「というわけで、どうかな那須原さん!?
 　今日の放課後とか！」


「ごめんなさい。生徒会の仕事が忙しいから」


「じゃあ今日じゃなくてもいいんで！　今週のどこかとか、なんなら来月でも！」


「ごめんなさい。学生寮でもいろいろあるし、実家でも仕事があるから」


「うう、そんなあ……そんな寂しいこと言わないでくださいよう、那須原さん……」

「そうですよう。那須原さんがいないと始まらないですよう……」





　嗚あ呼あ……なんだろうこの感じ。

　すんごいもどかしい。

　那須原さん、いつもの君はそんな感じじゃないだろ？　もっとこう、歯はに衣きぬ着きせぬ言動を駆使して取り巻きの連中を翻弄してやればいいじゃないか、いつも僕に対してやってるみたいにさ。今の僕って、『授業参観で娘が先生に当てられたけど上手に答えられずにいるのを見ている父親』みたいな気分だよ？　まあ那な須す原はらさんも相手に悪意がない、むしろ明らかな好意しかないことが分かってて、それで強く出られないのだろうけど……





「ところで話は変わるんですが那須原さん」


「なにかしら」


「実はですね、これはまだオフレコでお願いしたいんですけど。いまクラスの連中と、文化祭の出し物についてちょっと話を進めてまして」

「そうそう。でもってウチのクラスでですね、今回は演劇っぽいものをやろうか、ってことになってるんです」

「……で、どうでしょう那須原さん？　俺らとしてはぜひ、主演女優は那須原さんで、って思ってるんですけど」


「遠慮するわ」


「そんな！　どうして!?
 」


「忙しいから」


「そこをなんとか！　那須原さんがお忙しいことはよーく分かってるんですけど、そこを曲げてどうか！」


「無理よ」


「ミスコン一位の実績のある那須原さんなら、ぜったいイケますから！」

「俺たちの那須原さんの女神っぷり、天使っぷりを、もっと広く世の中に知らしめたいんです！」

「お願いします！」

「お願いします那須原さん！」





　うーむ。なにやら妙な展開になってきたな。

　さてはアレか、取り巻きの人たちがこうして那須原さんを強いて引っ張り出したのは、彼女をスカウトする意味もあった、ってことか。






「困るわ。そんな時間はとても取れないわ」


「分かってます！　でもそこをなんとか！」

「どうみても那須原さんしかいないんです！　他の誰が主演を張っても、那須原さんには見劣りしちゃうし……」

「もちろんなるべく那須原さんに負担が掛からないように、できるだけサポートするつもりです！　セリフの数も少なくするし！」

「せっかく那な須す原はらさんとクラスがいっしょになったのに、あんまりいっしょに過ごす時間も取れなくて……クラスの思い出作り、っていう意味でも、今回こそは那須原さんに参加してもらいたいんです！」

「お願いします那須原さん！」

「どうかこの通り！」


「うぐ……」






　僕としては、取り巻きの人たちに感謝しなきゃいけないだろう。

『うぐ……』なんて言って言葉を詰まらせる那須原さんなんて、ついぞ見たことがなかったからね。正直言って新鮮なおどろきだよ。同僚たちの知られざる姿を採取する、という僕のミッションに、取り巻きの人たちは少なからず貢献してくれた、というわけだ。

　でも。だけど。





「あ、いたいた。おーい、那須原さーん」

　気づいた時には、僕はもう行動に移っていた。

　観察の拠点にしていたベンチから立ち上がり、にこやかに手を振って、

「ここにいたんだね那須原さん。食事中のところ悪いけど、ちょっといいかな？」

「……あっきー？　どうしてここへ？」

「呼び出しだよ。会長さんから緊急の」

　登場した僕にきょとんとしている生徒会副会長に笑いかけ、同じく戸惑いの色をみせている取り巻きの人たちに頭を下げて、

「申し訳ない。生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらしから、臨時ミーティングの要請がありまして。首根っこ引ひっ掴つかんででも那須原を連れてこい、とのことです。お楽しみのところ申し訳ありませんが、ウチの那須原をお借りしてもよろしいですか？」

「……あー、いや」

　取り巻きのひとりが困り顔で口を開く。

「俺たちも那須原さんと大事な話をしてるから。できれば今日のところは遠慮してもらえるとありがたいんだけど……こうやって俺たちに昼飯に付き合ってくれることも、滅めつ多たにないわけだし……」

「おっしゃることはごもっともですが、僕も生徒会メンバーの端くれとして、職務を果たさないわけにはいきませんから」

「いや、しかし……」

「それでもどうしても、ということであれば、ウチの会長に直接交渉してください。僕は会長の使いっ走りでここに来ているだけですので」

「生徒会長と直接!?
 　いやいやそんな！」

　取り巻きの人はあわてて首と手を振り、

「そんな恐こわいこと、とてもじゃないけどできないよ。那な須す原はらさんとの話はまた今度にさせてもらうよ」

「ありがとうございます。ウチの二に階かい堂どうには今回の件、よしなに伝えておきます。ご協力とご理解のほど、感謝します。──さ、それじゃ行こうか那須原さん」

「え」

「ほら早く。一秒でも待たせると後がうるさいんだから」

　言って僕は那須原さんの手を引き、早々に退散した。

　大広場を離れ、生徒会室のある校舎に入ったところで手を離し、

「那須原さん。ああいうのは感心しないよ」

「え」

「あの人たちに気を遣ってるのは分かるけど、もうちょっと言うべきことはハッキリ言わないと。たぶん、その方が彼らにとってもプラスになると思うしさ」

「え。あう」

「だってあの人たち、見るからに那須原さんの信者って感じだし。だったら那須原さんがもっと快適に過ごせる環境を用意するのが筋なわけだし、那な須す原はらさんに喜んでもらうことこそが彼らの喜びでもあるはずだし」
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「あ、ええ。そうね。ええ」

「？　なに赤くなってんの？」

「えっ」

　那須原さんは、僕に握られていた右手をさすりつつ、ひどく挙動不審な様子で、

「べ、別になんでもないわ。ただちょっと、最近手のお肌の調子がよくないから、それでちょっと自分に対して憤ふん懣まんやるかたない気持ちがあって、それでつい激情のあまり顔が赤くなってしまったのよ」

「なに言ってるのかぜんぜん分からないけど、憤懣やるかたないのは僕の方だよ。正直、僕はさっきの人たちにちょっといらいらしてるね。なんかこう、那須原さんのことが好きなくせに、那須原さんのことがぜんぜん分かってない感があってさ」

　いやほんと、何なんだろうね。

　悪気はないにしても、ああいうのはほんとイラつくね。いや、むしろ悪気がないからこそタチが悪いんだな。悪意からくる敵対行為であれば、那須原さんだっていくらでも対処できるのだ。さっきのシーンを外野から眺めていると、優しさの枷かせでがんじがらめにされた那須原さんを、正論という凶器でめった打ちにしてるようにも見えるわけで。

　というか僕自身、ああして行動に出るまで自覚がなかったんだけど……うん、そうなんだな。僕はちょっと怒ってたんだな、あの取り巻き連中に対して。

　だって、那須原さんは別に望んでもいないのに、気を遣って取り巻き連中に付き合ってあげてたわけだろ？　だったらもう少しこう、ねえ？　その善意に対して報いるやり方ってもんがあっていいじゃないか。

　──と、そこまで考えてさらに気づく。

　ああ、なるほどね。

　そういうことか。

　僕にとっての那須原さんの存在が、その程度には大きくなってた、ってことなのか、要するに。だって、他人のために怒れるってのは、つまりそういうことだろ？

「……あっきー？」

「あ。ごめんごめん」

　おっと、ついつい黙って考え込んでしまった。そんなことよりいま大事なのは那須原さんだよな。

　僕はちょっと頭を冷やしつつ、

「ま、とにかくそういうことでさ。これからはああいう連中との付き合い方をもうちょっと考えた方がいいと思うわけだ。そのために僕もできるだけ手助けするからさ」

「……何を言ってるのかよく分からないのだけど」

　と首をかしげる那な須す原はらさんは、すでにいつもの調子を取り戻していて、

「つまりこういうことなのかしら。あっきーはわたくしが取り巻きの人たちに囲まれている様子を見て、わたくしが困っているように見えたと。そういうことなのかしら」

「え？　ああうん、まあ……そんな感じ？」

「まったくもって論外ね。見当ちがいもいいところだわ」

　金髪ツインテールをかき上げつつ、冷ややかな目で僕を見据えて、

「なるほど第三者のあなたから見れば、わたくしが困っているように見えたかもしれないわね。確かにわたくしは大勢に囲まれ、大声ではやし立てられて、縮こまっていた──だけどそれはすべて、わたくしの綿密な計算のもとに行われていたということに、あっきーは気づくことができなかったようね」

「はあ。そうなの？」

「そう、すべては演出だったのよ。わたくしはああやって弱い立場をあえて演じていたけれど、もう一分か二分もあれば反撃に転じ、劇的な勝利を収めることができたはずだわ」

「はあ」

「正義のヒーローが大活躍する前には、必ず大ピンチがあるものでしょう？　それと同じことよ。せっかくわたくしが、自らの華々しい舞台を演出するべく策を練っていたというのに、あっきーが登場することによってすべて台無しになってしまったわ。まったくもってあなたは困った人ね、謝罪と賠償を要求してもいいかしら？　具体的には土下座と一億円を要求したいのだけど」

「…………
 」

「あっきー。何をニヤニヤ笑ってるのかしら」

「ん？　いやいや、そんなことないよ、笑ってなんかいないって」

「うそをついても無駄よ。わたくしにはちゃんと分かるのだから。今のあなたは明らかに笑いをかみ殺しているわ。どういう意味でわたくしを笑っているのか、きっちり説明してもらえるかしら」

「ま、それはまたおいおいね。そんなことよりほら、そろそろ昼休みが終わっちゃうよ。こんなところで油を売ってないで早く行こうよ」

「ごまかそうというの？　そんな手には乗らないわ、納得のいく説明を聞くまでは──」

「まあまあそう言わず」

　食い下がってくる那須原さんをあしらいつつ、彼女の背中を強引に押す僕だった。

　そりゃまあ、ねえ？　ニヤニヤもするってもんだよね。いつもの彼女に戻ってくれた上に、しかも強がって多弁になってるのが透けて見えるんだからさ。ほっぺたが緩むのも仕方ないってもんだろ？

　ともあれ、こうしてまた僕は、生徒会の仲間の貴重なワンシーンを見ることができたのだった。今後は『那な須す原はらさんは取り巻きたちにあまり強く出られない人』ということを念頭に置きつつ、積極的に那須原さんのフォローをできればいいな、と考える次第である。大事な仲間にあまり気苦労はかけたくないしね。
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　ちなみに右の顛てん末まつをありさに語って聞かせたところ、

「意外です……アナスタシアねえさまって、もっとマイペースで、周りの人にあまり影響されないタイプだと思ってました」

　彼女にとっても那須原さんの知られざる姿は意表を突くものだったようで、目を丸くして素直に驚いていた。

「でもそれって、アナスタシアねえさまがいい人であることの証明になると思います。ワガママで他の人のことなんてぜんぜん考えてくれない人だったら、そもそも取り巻きの人たちからお昼に誘われても無視しちゃうと思いますし」

「だよねー。実はいい人なんだろうね、那須原さんって。だからこそ取り巻きの人にも慕われるし、ミスコンで優勝したりするのかもね」

「ですです。アナスタシアねえさまはとてもいい人です」

「でもおかしいよなあ。那須原さんって、僕に対してはぜんぜんそうでもないというか、むしろ僕に対しては意地悪ばかりというか、無む茶ちやぶりばかりというか。正直なところ、これっぽちも優しくないんだよね。せめてさ、取り巻きの人への態度の半分だけでも、僕に気を使ってくれると助かるんだけどなあ」

「あう……それはその、つまり、ええと……」

「ああ、ひょっとしてあれかな？　那須原さんって、最近よくあるツンデレってやつなのかな？」

「！」

「いやでもさ、漫画とかアニメならともかく、実際にツンデレな人に出くわしても気づかないというか。やっぱ素直にストレートに気持ちを伝えてくれないと、こっちも分からないっていうか。そうだな、たとえば秋あき子こぐらいあけっぴろげなら、勘違いのしようもないんだろうけど」

「そ、そうなのですか。ありさは子供なので、そういうことを言われてもよく分からないです、はい」

「あ。ていうかそうだ、思い出した。出会った最初のころに、那須原さんから告白っぽいことされたんだっけ、そういえば」

「!?
 」

「いや、でもあれはちがうよなあ。出会って三回目とかで告白だったし、しかもたくさんの人が見てる前でだったし。本気の告白というより、いつもの無む茶ちやぶりの一環だと思うんだけど……ね、ありさもそう思うだろ？」

「はうっ!?
 　ええと、あの、その」

「あれ？　ちがう？　そんなことない？」

「えと、その、えと……はい。たぶん、きっと、おそらくは、そうなのではないでしょうか。アナスタシアねえさまがツンデレなのは事実だと思いますし、はい」

「そっか。だよなあ、やっぱそうだよなあ。しかしほんと、那な須す原はらさんはもうちょっとそのへんを何とかしてくれればいいのにね。たぶんそうしてくれた方がぜんぜん付き合いやすい人になると思うんだけど」

「そ、そうですね、そうですよねっ。ありさもそう思うです。……うう、ごめんなさいアナスタシアねえさま。ありさは悪い子です。ごめんなさいごめんなさい……
 」





　……とまあ、そんなわけで。

　生徒会メンバーの知られざる姿をひととおりレポートし終わったことで、ありさから依頼されたミッションはひとまず終了と相成った。

　とはいえ今回の件を経て、僕は普段から親しく付き合ってる人たちのことを、思いのほかよく分かってなかったんだ、ということを再認識したわけで。今後も折を見て僕の大事な仲間たちの生態をレポートしていければいいな、と考える次第である。

　あ、それと言うまでもないことではあるけど。今回のことで僕がストーカー気質に目覚めたとか、経験を重ねるごとにストーキング技術が上がっていって、そのことにむしろ快感を覚えるようになってしまった、なんてことはこれっぽちもないので。その点はどうか誤解のないようにお願いしたい次第である。……いやホントに。





七月十一日（ＡＭ７：30
 ）（学生寮・食堂兼会議室）









　梅雨の時期だというのに大した雨も降らず、真夏の水不足に関する懸念がマスコミで報道されつつあるこの頃。

　僕らの学生寮でひとつの事件が持ち上がった。





「今日の朝、学生寮の周りに変な人がいたんです」

　学生寮の食堂兼会議室。

　朝食の席において、ありさが遠慮がちに切り出した。

「変な人？」とこれは僕。「っていうと？　どんな？」

「いえ、その。ひょっとするとありさの勘違いなのかも、ですけど」

　彼女の説明によれば今朝方、まだ空がわずかに白み始めたころ。お手洗いに行こうとして部屋の外に出た時、廊下の窓から不審な人物の影を見たのだという。

「まだぜんぜん暗い時間でしたし、ほんの一瞬だったので、ひょっとしたら見間違いかもしれないですけど。あとひょっとすると、ありさが寝ぼけて何かを見間違えたのかもしれないですけど」

「この学生寮に住んでる誰か、ってことはないの？　たとえば会長さんとかってさ、朝から木刀にぎって稽古してたりするけど」

　と言って、僕は寮生のみんなを見渡したけど。会長さんからはもちろん、秋あき子こからも那な須す原はらさんからも銀ぎん兵べ衛えからも反応はない。

「……ふむ。ってことは外部の人間ってことで間違いないかな」

「だと、思うのです」

「その不審人物ってのがいたのは、寮の敷地の中？」

「はい。お庭のあたりだったと思います」

「男？　女？」

「ごめんなさい、そこまでは……ありさ、すぐに怖くなってしまって、お部屋に戻ってしまったので……ごめんなさい……」

「いや、いいんだよ。下手にそいつの正体を確かめようとして、ありさにもしものことがあったらシャレにならないからね。危なそうなことからはとりあえず逃げてしまうのが一番だよ」

　しかし不審人物ね。

　まあこの学生寮のオンボロさはご承知のとおりだし、セキュリティの設置をふくめた改築工事も延ばし延ばしになったままだから、こそ泥のひとりやふたりは入り込んでもおかしくはない。むしろやっぱり来たか、みたいな納得感さえあったりするのだけど、

「でもさ。ありさが見たものって、ほんとうに不審人物だったのかな」

「？　というとにいさま？」

「他の可能性も考えられないかな、ってことだよ。ありさがそれを見たってのは、まだぜんぜん朝にもなってない時間で、空なんかもまだ暗かったんだろう？」

「それは確かにそうですけど……」

「たとえば野良猫でも見間違えた、とかさ。もしくは干してある洗濯物を人間だと勘違いしたとか」

「そ、そんなことないです。ありさちゃんと見ました……見た、と思うです」

「そっか。じゃあ……やっぱりアレかな」

「あれ？　というのは？」

「アレって言ったら、そりゃまあアレだよ。暑い季節になってきたしね、そろそろ夏の風物詩的なモノが出てきてもおかしくない頃合いだと思うんだよなあ」

「ひうっ!?
 　ま、まさか秋あき人とにいさま……？」

「そう。ありさがとっても苦手なアレだよアレ。『ひゅ～どろどろひゅ～』的なさ」

「……！　……!?
 」（←青くなってがくぶる震えるありさ）

「ここの学生寮って、古い建物なだけにその手のネタには事欠かないらしいしさ。そっかー、いつかは出ると思ってたけど、ついに出ちゃったかー」

「はわわわ……じょ、冗談ですよねにいさま？　そんな、まさか、お化けなんてこの世に存在しませんよね……？」

「いやあ、どうだろねえ。どれだけ科学技術が進歩したって、世の中には不思議なことはたくさんあるからねえ」

「あわわ、そ、そんなあ……」

　たちまちテンションがだだ下がりになるありさだった。

　そう、昔から彼女はこの手の話に弱いんだよなあ。今でこそ少なくなったけど、昔はトイレひとつ行くのにも、僕がよくお供を仰せつかったものである。久しぶりに再会してずいぶん成長したなあと感心していたけど、苦手なものはそう簡単に克服できるわけじゃなかったらしい。

　でもってお化けの話に弱いのは、何もありさに限った話じゃないわけで、

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?
 　そういう根も葉もないことを言って脅かすのはやめてもらえますか!?
 」

「そうだとも秋人。そういう非科学的で、しかも根拠のない風説をもって人心を惑わそうとするのはとてもよくないことだ。お化けや幽霊なんてこの世に存在するはずがない。おそらくは、ありさくんが見たというのもただの不審者か、さもなくば単なる見間違いだろう。まったく秋あき人とは、高校の二年生になってもまだ、お化けの類が実在するかのような発言をして。実に嘆かわしい」

　──そう。

　秋あき子こと銀ぎん兵べ衛え、僕が昔からよく知るこのふたりもまた、オカルト話をたいへん苦手にしているのだった。

「わたしはお兄ちゃんのことを愛していますし、心から尊敬してもいますけど、ひとつだけ呆あきれていることがあります。それは折に触れてお化けの話を持ち出してくることです。わたしの一いち途ずな愛をいまだに受け入れてくれないことも大概ですけど、お化け話に関することはそれに輪をかけてひどいんですよ、お兄ちゃんは」

「まったくもって同感だね。僕はかねてから秋人に対して、お化けなどという存在がいかに存在し得ないかについて繰り返し議論してきたのだけど、それにもかかわらず、彼はいっこうに僕の主張を受け入れてくれないのだよ。それどころか『要するにギンはお化けが怖いんだろう？』などと言って、まったく見当ちがいな解釈をしだす始末……まったくお笑いぐさだね。この僕がお化けを怖がるなんてこと、天地がひっくり返ってもありはしないのに」

「……とまあ、このふたりはこんなこと言ってるけど」

　口で言ってるのとは裏腹な、やけに過剰な反応を示してくる秋子と銀兵衛のことはおいといて、僕は鉄面皮の副会長に話を振る。

「那な須す原はらさんはどう思う？　お化けっていると思う？」

「…………
 」

　いつだってマイペースで、やりすぎなくらい即物的で、しかも那須原重工という最先端企業の社長令嬢でもある那須原さんは、無表情なまましばしの間を置いて、

「まったくもって馬鹿げた質問ね。これまでの人生で耳にした質問の中でも、頭ひとつ抜けて馬鹿馬鹿しい問いかけだわ。お化けなんてものは、しょせんは人間の心の闇が生み出した幻想に過ぎず、その心理学的な側面を研究するというならともかく、真面目に実在を論じるなんて時間の無駄でしかないのよ。そもそもにおいてそんな正体不明の存在が実在するのであれば、この世界は今よりもっと別の姿になっているはず……すなわちそのことは、お化けなんているわけがないという主張の正しさを証明する、もっとも簡潔かつ確実な根拠となりうるでしょう。ねえ、あっきーもそう思うわよね？」

　……あるえー？

　なんか彼女、やけに過剰な反応をしてないか？　誰かさんたちと同じく。

「ええと那須原さん」

「なにかしら」

「まさか、そんな馬鹿な、とは思うけど……ひょっとして君、お化けとか幽霊のことが怖かったりする？」

「いいえ。怖くなんかないわ」

「じゃ、夜道をひとりで歩ける？」

「もちろん歩けるけど、わたくしはそんな危ないことはしないわ。その気になればいくらでもできるけれど」

「じゃ、真夜中にひとりで心霊モノのテレビ番組とか、見れたりする？」

「造作もないことだわ。だけどわたくしには夜更かしをする趣味がないし、そもそもテレビがあまり好きではないから、じゃあ実際にやってみろと言われても、全力で拒否すると思うわ」

「ところで那な須す原はらさんの背後に、さっきから妙な暗い影が──」

「っ!?
 」

「……見えるような気がしたけど、単なる目の錯覚かな。ごめんね脅かして」

　椅子から転げ落ちる勢いで後ろを振り向いた那須原さんに、両手を合わせてあやまる僕だった（ちなみに那須原さんだけじゃなく、秋あき子こも銀ぎん兵べ衛えもありさもそろって腰を抜かしかけていた）。

　うん、これは意外だな。

　まさかあの那須原さんまでオカルト耐性が低いとは……ていうかこの学生寮に住んでる連中、怖がり率が高すぎだろ。

「──こらこら姫ひめの小路こうじ秋あき人と。そんな風におどかすもんじゃねえぜ」

　と、それまで黙っていた会長さんがそこで口を開いて、

「そもそもここで問題になってんのは、お化けがいるとかいないとかじゃねえ。学生寮の周りに不審者がウロチョロしてたかもしれなくて、そいつをどうにかしなきゃならねえ、ってことだろ？　話を妙な方向にそらすんじゃねえよ」

「う、すいません。その通りですね」

　確かに僕も、つい悪ノリしてしまった感が否めない。今ここで大事なのは怪異の類ではなく、現実的な脅威となりうる不審者への対応だよな。さすがは会長さん、こういう時はしっかり場の流れをコントロールしてくれるよね。

「実を言うとな、町内会の人からそういう話を聞いたばかりだったんだよ。どうも最近、このあたりで痴ち漢かんやら変質者やらがちらほら現れてるらしい、ってさ」

「あ、そうなんですか？　じゃ、ありさが見た不審者ってのもひょっとして？」

「その可能性もまあ、なくはないだろうよ。なんでもこのへんのご近所さんで自治会を組織して、夜中のパトロールなんかを始めようか、ってな話になってるんだとよ。警察に任せっきりにしてちゃ、いつ問題が解決するか分からねえから、ってことでさ」

「ふむふむ。なるほど」

「もちろんこれは、あたしらにとっても他人事じゃねえ話だ。ご町内がそういう動きを見せてるのであれば、あたしらも地域住民の一員として協力するのが筋ってもんだし」

「ですよね。僕もそう思います」

「そんじゃま、そういうことで。よろしく頼んだぜ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「はい？」

　急にハンドルを切られた話の流れに、僕は目をぱちくりさせて、

「よろしく頼むって、何をです？」

「何をって、そりゃ決まってんだろ。町内会に協力して、学生寮の周りとかこのへん一帯を見回る話だよ。ウチから人を出すのであればお前さんが一番ふさわしい、ってことになるよな？　なんせお前さんはここの寮長だし」

「いや、そりゃまあそうですけど」

「それにお前さんは男だし」

「いや、それは確かにそうなんですけど。でも僕からしたら、むしろ会長さんの方がふさわしいんじゃないか、って思えるんですけど？　だって会長さんって剣道とかやってるわけだし。怪しいヤツをとっ捕まえる、って話なら今こそ出番なんじゃないですか？」

「いや。あたしは忙しいから」

「んなこと言ったら僕だって忙しいですよ。ていうか会長さん、これはむしろチャンスじゃないですか。いつも持ち歩いてるその日本刀がただのお飾りじゃない、ってことを証明してくださいよ」

「いやいや。あたしはお前さんたちを取りまとめる、いわばリーダーってやつだからな。軽々しく前線に立つのは褒められたことじゃねえと思うぜ？　たとえば軍隊だってそうだろ？　下っ端の兵隊じゃあるまいし、大将とか元帥とかがホイホイと前線に出てちゃ、戦争ってもんが成り立たないわな」

「そりゃまあそうですけど」

　言ってることは分からなくもないんだけど、どうも妙な話である。何につけてもド派手な会長さんにしては慎重すぎるというか、いかにも消極的すぎるというか。いつもであればむしろ進んで先陣を買って出て、僕らがでしゃばるまでもなく不審者を縛り上げている、ぐらいのことはやりかねない人なのに。

　……んん？

　ひょっとして、まさかとは思うけど。

「会長さん」

「おう。なんでえ」

「さっきからずっと手が震えてますけど。だいじょうぶですか？」

「ばっ、馬鹿言うんじゃねえよ、震えてなんかいねえよ！」

　と言いつつ、箸を持つ手を背中に隠す会長さんだった。

　もちろん本当に震えていたわけじゃなく、単にカマをかけるつもりで言ったんだけど……想像以上の反応である。

　でもってこの反応が返ってきたということは、つまりそういうことなわけで。

　いや、しかしホントなのこれ？　こっちとしては、ちょっとありさをからかってやるつもりで、ほんの軽～い感じでオカルト寄りの話をしただけなのに。秋あき子こと銀ぎん兵べ衛えはともかく、まさか那な須す原はらさんや会長さんまで釣れてしまうなんて。

　こうなると、この学生寮で怖がりじゃない人間は僕だけってことになってしまう……ていうか、ここにいる僕以外のみんなって、将来性抜群のエリート候補生がそろってるんじゃなかったっけ？　それがこんな、幼稚園児みたいなビビりぞろいでいいのだろうか。

「……コホン。まあとりあえず、だ」

　呆あきれている僕を尻目に、会長さんはわざとらしい空から咳せきをひとつして、

「あたしらの暮らしてる環境が、近ごろちょいと物騒になってきてるのは確かだ。夜の間にちょっくら見回りに出る、ぐらいのことはやってもいいだろうよ」

「まあ、それについては僕も賛成ですけど」

「で、その役目はお前さんに回ってくる、と」

「いやだから。僕だってできれば遠慮したいですよ」

　どうあっても仕事を押しつけようとする会長さんを、ジト目で見る僕。深夜はなるべく仕事の時間＝執筆にあてることにしてるし、僕にとっては生命線とも言える時間なわけで、そこが削られるのはかなり痛いことだ。

　とはいえこの問題を放置していると、よりいっそうの問題を招きかねないし。もっと言えば僕以外の誰か、たとえばありさとかに見回りの役をやらせるのは論外だし。

　となると、さて。

　この場合は一体、どんな選択肢をとるのが無難であり、なおかつもっとも効果的なのだろうか？






　　　　＊







　というわけでその日の夜。

　学生寮の仲間たち六人総出で、夜の町をパトロールすることになった。

「わあ、夜のお散歩というのもなかなか乙なものですね、お兄ちゃん！　わたし、夜の住宅街なんて出歩いたことがなかったので、とても新鮮な感じです！」

「ちょっと姫ひめの小路こうじさん、あなた何か勘違いをしてないかしら。わたくしたちは遊びに来たのではないのだから、しっかり仕事をしてもらわなければ困るわ」

「那な須す原はらくんの言うとおりだね。こうしてる間にもお化けや幽霊の類が──もとい、近ごろこのあたりに出没するという不審者が目の前に現れるとも限らないんだ。もっと緊張感をもって警けい邏らの任務に当たるべきじゃないかな」

「あっ、でもありさは、みなさんとこうしていっしょにお外に出るのは、とても頼もしいです。暗い夜の町だってちっとも怖くないです」

「こらこらお前さんたち、あまりやかましくするんじゃねえよ。もういい加減、どこのご家庭も寝静まろうって時間なんだ。ご町内に貢献する意味も込めてこうして見回りしてるのに、近所迷惑になったら元も子もねえだろ」

　……とまあ、こんな感じで。

　秋あき子こ、那須原さん、銀ぎん兵べ衛え、ありさ、会長さん、そして僕を加えた六人は、やいのやいのとおしゃべりしつつ、学生寮周辺の住宅街を練り歩いているのだった。

　ま、ある意味妥当ではあるけどね。

　昨今の事情を考慮すれば、パトロールはやらないに越したことはないし。安全に配慮するなら、できるだけ多くの人数で徒党を組んだ方がいいに決まってるし。

　むろん、『お金でセキュリティを雇やとえばいいんじゃない？』とか、『未成年が深夜に徘はい徊かいするのはどうかと思うのだけど』とか突っ込まれたりすると、こちらとしてはぐうの音も出ないのだけど。そういう正論をすっとばして奇妙な妥協案に落ち着いてしまうあたりが、場の流れというものの恐ろしいところである。

「それにしても、夜の町ってほんとに静かなんですねえ。お昼の間はこのあたりももっと人の気配がするのに」

「草木も眠る丑うし三みつ時どき、というやつだからね。そもそも太古の昔より、夜というものは静かで暗くあるべきものだったんだし、僕はむしろこういう雰囲気そのものは歓迎したいところなんだよ。お化けとか幽霊なんていう無粋なモノさえ存在しなければ……」

「馬鹿だねえぎんぎん。そんな非科学的なモノはこの世に存在しねえんだから、いちいち気にしたってしょうがねえってもんだぜ。もっとあたしを見習って堂々としてな、堂々とさ。そうすれば奴やつこさんたちも、下手にこっちにゃ手を出したりできねえはずだ。むしろ変にびびってるヤツにこそ、ああいう連中にとって絶好のカモ、ってことになるだろうし、つけいる隙も作っちまうんだろうからよ」

「……このトンチキ会長は、どの口でそんな偉そうなセリフを吐けるのかしらね。ねえみんな、いっそのこと会長をそのへんの暗闇に放り込んで、わたくしたちは走って逃げる、というアトラクションを試みてみないかしら。きっと耳に心地いい悲鳴を聞くことができると思うのだけど」

「はわわアナスタシアねえさま、それはあんまりだと思います、会長ねえさまが可哀かわい想そうです。それに、ひとりでもたくさんの人が一緒にいてくれた方が、心強いと思うのです」

　……まあアレだな。

　パトロールというよりも、なんだか女子会みたいな雰囲気になっているというか、もっと言うと深夜のピクニックみたいな感じになってるけど。きっとこうして口数が多くなってるのも怖さを紛らわすためであって、決して好きでやってるわけじゃないだろうし、目くじらを立てるのはよくないよな。きっと彼女たちのテンションは、ホラー映画を見た後に暗闇がやけに気になっちゃうのと同じ心理から来てるのだろうし、その状況を招いたのはわりと僕のせいでもあるんだしね、うん。

「あっ。ほらほらみなさん、見てくださいあれ。なんだかおもしろい形の家がありますよ。ほらあそこです」

「おやほんとだね。まるでカクテルグラスを逆さにしたような、おかしなデザインだね。あんな構造の家に住むのはきっと大変だろうに」

「おおかたアレでしょう。前衛的という言葉を勘違いしたデザイナーが、若気の至いたりでつい建ててしまった、という感じなのでしょうね」

「こらこらお前さんたち。ご近所の人たちがどこかで話を聞いてるかもしれねえんだ、滅めつ多たなことは言うもんじゃねえよ」

「あっ、でもありさは、ああいう建物も嫌いではないです。なんだか遊園地とかテーマパークに来てるみたいで、とても楽しいと思います」

「あっ。ほらほらみなさん、見てください。あそこで猫さんたちが夜の集会を開いていますよ。わあ、かわいいですねえ」

「えっ、猫だって？　どこどこ、どこなんだい？」

「あそこだわぎんぎん。右手にある空き地の端っこよ」

「わあほんとだ。ありさ、猫さんは大好きです。とってもかわいいですよねえ」

「こらこらお前さんたち。まさかとは思うが、あそこにいる猫どもを撫なでに行きたいとか言い出すんじゃねえだろな？」

「そうは言いますけど、せっかく目の前に猫さんたちがいるのに、何もせずスルーしちゃうのもどうかと思いませんか？」

「秋あき子こくんの言うことには一理あるね。もちろん僕は猫なんて大して好きではないし、そもそも猫などという存在は特段珍しいわけでもないし、この場でわざわざ撫でに行くなんて馬鹿げているとは思うけど。かといってここで何もしないというのも、それはそれで礼儀に反するというか、みすみすチャンスを逃すというか」

「ふ、呆あきれるわねふたりとも。何だかんだと言い訳を口にしているけれど、けっきょくは猫を触って遊びたいという欲望が丸出しだわ」

「むうっ！　那な須す原はらさんがまた、ひとりだけあんな風に悟ったようなことを！」

「僕としてはむしろ意外だね。那須原くんとて、かわいいもの好きであることにかけては、ここにいる人間の中でも図抜けていたはずだけど。むしろ真っ先に我をなくして猫を触りに行ってもおかしくないはずだけど」

「ふ。わたくしをあなたたちと一緒にしないで頂戴。何があろうと常に理性を保っていられるのがわたくしという人間……そのことは、ここにいる誰よりもわたくしが優れた人間であることの証明であり、わたくしという人間がいかに特別な存在であるかをも同時に証明していると言えるのだわ」

「はあ」

「はあ」

「ところで、あんなところであんなにたくさん猫が集まっていると、いつケンカになってもおかしくないし、そうなればご近所にも迷惑になってしまうわ。わたくしたちは夜の町の平和を守るべくパトロールをしているのだし、ここは仲裁に入るのが筋というものでしょう。さあぐずぐずしている暇はないわ、早く現場に駆けつけて、わたくしたちの職務を果たしましょう。町と猫たちの平和はわたくしたちの手にかかっているのだから」

「……けっきょく行くんじゃないですか」

「……まったくだよ。猫に興味があるなら素直にそう言えばいいのに」

「まあ、那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えさんには言われたくないと思いますけど」

「おや？　何か言ったかい秋あき子こくん？」

「秋子ねえさま、銀兵衛ねえさま、そんなことより急ぎましょう！　アナスタシアねえさまがものすごく無遠慮に猫さんたちに近づいているので、あのままだと猫さんたちが怖がって逃げてしまいます！」

「おっと本当だ。こうしてはいられない、僕らも行こう秋子くん」

「ですね！　那須原さんに先を越されないように！」

「こらこらお前さんたち、あたしの話を聞いてたのかい？　そんな風にぎゃーぎゃー騒いでたら近所迷惑になるし、リリアナ学園の評判にもかかわる──ってあーもー、やっぱ人の話を聞いちゃいねえ。こら、あたしを置いてくな！　あたしだって動物触るのは好きなんだからよ！」

　……で、けっきょくみんなで猫の集会になだれこみ、和わ気き藹あい々あいと猫たちとのスキンシップにいそしむのだった。これじゃ深夜のピクニックみたいな感じというか、完かん膚ぷなきまでに深夜のピクニックである。

　やれやれ。

　楽しそうにしてくれるのは見てて楽しいからいいんだけど、遊びでこんなことやってるわけじゃない、ってことはもうちょっと自覚してほしいよな。これじゃこっちとしては、幼稚園児を引率してるのと大差ない感じだよ。

　あ、ちなみにだけど、こうして寮生全員が留守にしてる間に不審者が侵入してたらどうするんだ、という突っ込みは無しの方向でお願いしたいです。留守組と外出組を分ける際にひと悶もん着ちやくあった結果がこれなのだ、ということはきっと理解してもらえると思うし。

　ああ、それとついでにもうひとつ。巡回するなら寮の周りを重点的にやるべきじゃないか、というご指摘についてもご遠慮いただければ幸いです。ご意見はごもっともだけど、手段と目的が入れ替わりつつあるのは僕も自覚してるんだから。

　……え？　突っ込みどころが多すぎるって？　知らないよそんなの僕に聞かないでよ、ていうかむしろ僕だって突っ込みたいんだよこの状況は。

「ああっ!?
 　ちょっとずるいですよ那な須す原はらさん！　そのかわいい三毛猫さんは、最初からわたしが目をつけていたんです！　独り占めしてないで、わたしにも抱っこさせてください！」

「ふ、甘いわね。ここは弱肉強食がまかりとおる世界であり、どの猫に目をつけるのかは早い者勝ちであり、お目当ての猫をいち早く確保したわたくしにはこの子を独占する権利があるのよ。せいぜい悔し泣きにむせびながら、そこらで余っているぶさいくな猫を適当に見繕って遊んでいるがいいわ」

「甘いのは君の方だよ那須原くん。上っ面の見た目だけで猫を判断するなんて、とんだ素人考えだと言わざるを得ないね。猫というものはむしろ、通り一遍のかわいさよりも、ちょっとばかり平均的な美的感覚からはズレている子の方が味わいがあっていいものなんだ。……という旨の話を、僕はどこかで聞いた覚えがある。うん、僕ではない別の人の意見だよ？　その人の意見に従うのであればそうだね、たとえばこのお饅まん頭じゆうみたいな顔をした黒ブチの猫なんかは、前衛芸術や骨こつ董とう品ひんの壺つぼにも似た味わいがあってとてもいい。ねえ、ありさくんもそう思うだろう？」

「はい銀ぎん兵べ衛えねえさま、とてもいいと思います。それにしてもこの猫さんたち、すごく人に馴なれています。きっと誰かがていねいにお世話をしてるんですね。ほら、この子たちみんな、何もしなくてもこっちに近寄ってきてくれますよ。ほらほら、わあ」

「おいおい、んなことねえよ、あたしにはぜんぜん近づいてきてくれねえよ。……おーい、あたしには何で懐なついてくれねえんだ？　しゃべり方か？　このしゃべり方が怖がられてるのか？　それともこの日本刀がマズいのか？　ええい畜生、どうやったらこいつらに触ることができるんだ……！」

　でもま、楽しそうだし別にいっか──と思っちゃう僕は、秋あき子こに対してだけじゃなくて学生寮の仲間みんなに対して甘いのかなあ、と自覚する次第である。ていうかみんな忘れてるかもしれないけど、このあたりは近ごろ不審者が出没するっていう地域なんだからね？　普段は有能に働いてくれる人たちばかりだから、たまには羽目を外してもいいとは思うけど、それにしてもほどほどにしておいてよ？






　　　　＊







　……などという僕の願いもむなしく、その後のパトロールもやっぱり全力で目的を見失いつつ展開することとなった。

　階段を見つけては『グミ・チョコレート・パイン』遊びなんかをやったり。

　ひとけのない公園の遊具で、子供みたいにはしゃいで遊んだり。

　そういう諸もろ々もろがおまわりさんに見つかって補導されそうになったり。

　夜の魔力、というやつなんだろうか？

　昼間だったらぜったいにありえないテンションで、彼女たちはキャッキャウフフと楽しそうに、夜の女子会を満喫していたわけで。

　でもってその様子は、名門学園の生徒会メンバーが雁がん首くび並べてるとは思えない、一般生徒たちにはちょっとお見せできない、お世辞にも模範的とは言いがたい、それこそ理事会のお偉方に知れればひと悶もん着ちやくでは済まない有様だったわけで、

「息抜きだよ、息抜き」

　だけど会長さんは、休憩がてらに立ち寄ったコンビニのアイスクリームコーナーを物色しながら、かかかと笑うのだった。

「何だかんだで生徒会のメンバーってやつはさ、常に生徒たちの目に晒さらされてる立場だしよ。たまにはこうやって羽目を外さねえと、いくら優秀なあたしの部下たちとはいえ、ストレスが溜たまってどうにかなっちまうわな」

「まあ、会長さんの言うことも分かるんですけど……」

「それに現体制の生徒会になってこの方、みんなでどっか遊びに行く、なんてことは無いに等しかったわけだし。むしろ生徒会の親睦を深める、って意味では、今日みたいなのをもっと早くやるべきだったとさえ思うわけだ、あたしゃ」

「そりゃ仰おつしやることはごもっともですけどね。それにしても何というか……ねえ？　うちの妹も含めてみんないいとこのお嬢さんなんだし、もうちょっといろいろ配慮してもらえると助かるなあ的なことをですね、思うわけですよ。ひとりだけ蚊か帳やの外そとから見ている僕からすると」

「馬鹿、いろいろ配慮してたら羽目を外すことにならねえじゃねえか。お前さんは生徒会の雑用係みたいな立場だから気づかないかもだけどよ、歴れつきとした肩書きのある連中のストレスは半端じゃねえんだぜ？」

　まあそれを言われると反論しづらいんだけど、そもそも僕に適当な肩書きをつけて生徒会に置いてるのは会長さんですからね？

「つーかそのへんの事情はお前さんならよく分かってるはずだろ？　近ごろは妙にストーカー行為が多かったみたいだしな？」

　って、バレちゃってるし、僕のここ最近の行動。この会長さんはホント油断も隙もないな……どっからそんな情報を仕入れたんだ？　僕の背中に発信器とか隠しカメラなんかがついてるとでも？

「あたしのかわいい部下たちだけじゃねえ、鷹たかノの宮みやありさだってストレスは少なくねえだろ。慣れない環境で頑張ってくれてるのはもちろん、ただでさえ注目を浴びる機会は多いだろうからな。管理人の仕事の合間に学業の方もきっちりこなしてるみたいだし……こないだもどっかの学術誌に掲載する論文の手伝いをしてたらしいぜ？　裏方に徹してるから表に名前は出ないそうだけどよ」

　なんと、そうだったのか。初耳だ。

　ありさのやつ、そういうことは僕にさえ言わないからなあ……見た目に似ずガンコなところがあるというか、初しよ志し貫かん徹てつできる芯を持ってるというか。努力してる姿とか弱音を吐く姿とかは決して見せない、的なところもあるし。いやすごいねほんとに、まだあんな歳なのにさ。

　感心半分、呆あきれ半分の気分で僕は店内を見渡す。

　ありさを初めとする生徒会の面々は、雑誌コーナーでキャッキャウフフと何やら楽しそうに談笑している。ティーンズ系の雑誌を立ち読みしながら、あんな服が可愛かわいいとか、いやいやこっちの方が似合うとか、そんな会話が漏れ聞こえてきて、聞いてるだけでこっちまで幸せな気分になってくるというか。

　その輪の中に自然な形でありさが溶け込んでいるのを見て、ホッと一安心というか、確かに今日のパトロールを経て、いっそうありさは学生寮の一員として認められたように見えるというか。

　しゃくに障るけど、これがすべて会長さんの思惑どおりだというのなら、謹んで感謝の次第を述べるしかない。

「さて、そんじゃぼちぼち戻るとするかね」

　そんな風に思っていると、会長さんは両手を腰に当てて、

「今日の仕事はこれで仕し舞まいだ。あたしらの寝床に帰るとしようや」

「え、もういいんですか？　僕らぜんぜん仕事らしい仕事をしてないというか、単に夜の散歩を楽しんだだけ、みたいな感じなんですけど」

「おうよ、もう十分だろ。別に町内から正式に依頼されてるわけでもなくて、あたしらが自主的にやってるだけなんだしよ」

「ま、それはそうなんですけど」

「なにより効果は十分にあったはずなんだよな。だってほら、あたしらがああやってやいのやいのと騒ぎながら外を出歩いてたら、不審者とやらも気軽には表に出てこれねえだろ？　そこに加えてあたしの可愛い部下たちの息抜きにもなったんだ、なんも言うことのない大勝利だぜ」

「……なんか話を聞いてると、ぜんぶ会長さんの思惑どおり、みたいな感じに聞こえるんですけど」

「かかか、まあぶっちゃけその通りよ。土台、警察でも何でもねえあたしらがチョロチョロ見回りした程度じゃ、町の平和が守れるはずもねえし。もっと言えば、たとえ血眼になって怪しいヤツを探したところで、そう簡単に出会えるもんでもねえんだからさ」

　などと言いつつ、茶ちや目めっ気けのあるウインクを飛ばしてくる会長さんだった。

　ったく、ほんとに食えない人だな。さすがは聖リリアナ学園の生徒会長、ひと癖もふた癖もある部下たちを率いてるだけはある、と舌を巻くしかない。ていうかひょっとして、お化けを怖がってみせたのもフェイクだったりするのか？　元はといえばそれがきっかけのひとつになって、こんな夜回りをすることになったわけだし──

　……と、いうようなことをつらつら考えつつ、六人そろって帰途についたのまでは良かったのだけど。





「……あれ？」

　最初に気づいたのは先頭を歩いていた僕だった。

　パトロールの任務を終えて意気揚々と凱がい旋せんし、闇に沈む学生寮の姿を視界に入れた直後のことである。

「？　どうしましたお兄ちゃん？」

　僕のすぐ後ろをついてきていた妹が訊きいてくるのへ、僕は小首をかしげつつ、

「あーいや、何でもないよ、うん。……いや、何でもないで済ませちゃいけないよなこれは。どうしたもんかな……」

「何ですか水くさいですね。兄妹の間で隠しごとをするのは無しですよ？　気になることがあるのなら、包み隠さず何でも話してもらわないと」

「うんまあ、確かにそうなんだけどさ」

「あ、分かりました。今日こそついに、わたしの部屋に夜よ這ばいをかける気になってくれたんですね？」

「うん、残念ながらカケラもそんなこと思ってないけどね」

「じゃあ、何だか急にわたしのくちびるを奪いたくなってしまったとか？」

「だからちがうってのに。ただ単に、ちょっとばかり気づいたことがあった、ってだけの話だよ」

「はあ、そうなんですか。いったい何に気づいたというんです？」

「うん、まあなんというか。とても言いにくいことなんだけどさ」

「隠し事は無しですよ、ってさっき言ったばかりじゃないですか」

「ん、確かにそうだね。それじゃまあ、ぶっちゃけた話をしちゃうけどさ」

　それでもなおためらいつつ、僕は重い口を開いた。

　やたらもったいぶっているようだけど、事実、話すべきかどうか迷う話なのである。

「さっき学生寮の中庭にさ。何か黒い影っぽいのが見えた気がしたんだけど」

　……ほらね？

　みんなの顔色が、夜でもそれと分かるくらいハッキリと青くなっちゃったじゃないか。

「──ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?
 」

　数秒の間を置いて、妹が慌てふためきながら、

「そういう意地悪はずるいと思います！　やっと見回りを終えて帰ってきたというのにそういうこと言うなんて……そんなのは、ハッピーエンドの前振りをさんざん振っておいてバッドエンドで落とす映画よりもひどいと思います！」

「今回ばかりは姫ひめの小路こうじさんに賛同するわ」

　と、那な須す原はらさんもこくこく頷うなずいて、

「そのようなうそを口にしてまでわたくしを脅かそうなんて、あまりにも卑ひ怯きようというものよ、あっきー。暗い夜道のパトロールを息も絶え絶えに終えて戻ってきたわたくしたちに対して、その仕打ちはひどすぎるのではないかしら」

「いやいや、息も絶え絶えて。むしろ楽しそうにキャッキャウフフしてなかったっけ？　みんな」

　呆あきれて突っ込んでみたけど、どうやら僕の主張は通りそうにない。口にこそ出さないものの、銀ぎん兵べ衛えとありさも同じ意見のようだし。うーんそっか、みんながああやってはしゃいでいたのは、怖さを紛らわすためでもあったのか……。

「どうやら罠わなにかかってくれたらしいねェ」

　その一方で、会長さんだけは余裕の表情であごを撫なでている。

「あたしら全員が外出すれば、上う手まくしたらしっぽを掴つかめるんじゃないかと期待してたんだが。こうも早く結果が出るとは思わなかったぜ」

「？　というとつまり？」

「ま、何もかもあたしの計算どおり、ってことよ」

　僕の疑問に会長さんはウインクを返しつつ、

「鷹たかノの宮みやありさが見たっていう不審者の正体が、痴ち漢かんであれコソ泥であれ、そのうちまた姿を現すだろうって踏んでたんだ。犯罪者は現場に舞い戻る、って言うし、隙を見せればぜったい食いついてくるだろう、ってな」

「はあ。そうなんですか」

「なんだいお前さん、その微妙な顔は」

「だって、会長さんの目的がもし本当にそういうことだったんなら、もっと別のやり方だってあったんじゃないですか？　たとえば外出するフリをして、学生寮の周りで張り込みしながら不審者が現れるのを待つ、とか」

「細けえことを気にすんじゃねえよ。とにかく目の前にエモノが現れてくれたんだ、黙って指をくわえて見ている手はねえ。さっそく正体を確認しに行ってやろうじゃねえか」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　と、これは秋あき子こ。

「それはいくら何でも不用心すぎませんか!?
 　お兄ちゃんが見たという黒い影が、とても危ない人だったらどうするんです!?
 　ひょっとしたらケガとかしちゃうかもしれないじゃないですか！」

「ここにいるメンツがそんなヤワなもんかい。コソ泥や変質者のひとりやふたり、いくらでも対処できらあな」

「それでも万一ということがあるかもしれません！　ここは警察に任せたほうが！」

「んな悠長なことやってたら逃げられちまうよ。果断即決があたしのモットーだし、当然あたしの生徒会もそうあるべきだし、何よりこの学生寮はあたしらのものなんだ。自分たちの縄張りで起きたことは、自分たちで始末するのが筋ってもんだろ」

「でっ、でも──」

　口にするのもおぞましい、といった体ていで秋子は身震いしながら、

「もしも、ひょっとして、お兄ちゃんが見たものが、人間じゃない何かだった場合は……いくら生徒会長だって、どうにもならないですよね……？」

「安心しな。そういう時のために頼れる男がいるんだからよ」

　と言って、会長さんは僕の肩をぽんぽん叩たたくのだった。

　むろん肩など叩かれるまでもなく、この場に性別が男なのはひとりしかいないわけで、それにそんな催促をされなくたって、僕にもいちおうプライドがあるわけで、こういう時に女性を盾にするような真ま似ねをするつもりはないけれど。それにしても何だかなあ、とボヤきたくなる流れではある。

「先頭は姫ひめの小路こうじ秋あき人と。しんがりはあたしが務める。バラけるともしものことがあるかもしれねえから、全員かたまって移動するぜ」

　てきぱきと会長さんが指示を出し、即席の隊列が組まれた。

　先頭から僕、秋子、ありさ、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え、会長さんの順。

「じゃ、まずは建物の周りをぐるっと一周しますから。みんなゆっくりついてきてね？　はぐれたりしないように」

　隊列が完成したのを確認して、僕は忍び足で学生寮の門扉をくぐった。

　空模様はうす曇りで、月明かりも乏しい。身を隠すには絶好のコンディションであると同時に、対象を発見するのも難儀するだろう。この一長一短の状況で、『黒い影』を首尾よく目視することができるかどうか。

「うう……緊張しますね、お兄ちゃん」

「ちょっと姫ひめの小路こうじさん。こういう状況であまりしゃべらないで頂戴。ぐだぐだ言ってるとあなたひとりだけここに置いていくわよ」

「あのう、アナスタシアねえさま、手をつないで歩いてもいいですか？　ありさ、こういう状況はすごく苦手で……はうっ!?
 　何かがありさの服の裾を引っ張っているです！　こ、これはひょっとしてお化けの仕業……!?
 」

「馬鹿なことを言うものじゃないよありさくん。お化けなんてものはこの世に存在するはずもないんだから、存在しないものに引っ張られるなんてことは物理的にあり得ないに決まってるじゃないか」

「そうだぜ鷹たかノの宮みやありさ、お前さんの服を引っ張ったのはぎんぎんの手だから安心しな。口だけは達者だが、実際のところはぎんぎんもかなりびびってる雰囲気っぽいぜ？　あたしは真後ろから見てるからよく分かるけど」

「そっ、そういうことは、たとえ見ていても黙っているのがマナーというものじゃないかな会長さん!?
 　僕にだって苦手なもののひとつぐらいはあるのだから！」

「ふふ、あわてて言い訳をするぎんぎんはとても可愛かわいいわね。素直に頼ってきてくれるありささんもたまらなく可愛いし、なんだか二人を見ていると怖いのなんて忘れてしまいそう……ああそうだわ、いいことを思いついたわ。わたくしとぎんぎんとありささん、三人で文字どおり手を組みましょう。そうして三人でくっつき合いながら前に進めば、きっと怖いものなんて何もなくなるでしょうから」

「あっ、そういうことであればわたしも──」

「ああ姫小路さん、あなたはダメよ」

「なぜ!?
 」

「だって、あなたはちっともわたくしに可愛いところを見せてくれないから。どうしてもわたくしたちの仲間に入りたいのであれば、この先一生ずっとわたくしに忠誠を誓い、決して逆らいはしないと約束することね」

「ふ、ふーんだ、いいですもんね！　じゃあわたしはお兄ちゃんとくっつくことにしますから！」

「おっ、そういうことならあたしもそっちに混ぜてくれよ。姫小路秋あき人とといろんなところをくっつかせ合いながら進むことにするからさ」

「……あのー、ちょっとみなさん？　もうちょっと真面目にやってもらえます？」

　まったくもって緊張感のない連中だった。ひょっとするとこの先に何か危険なものが待ち受けてるかもしれないんだし、せめて口を閉じて隠おん密みつ行動する、ぐらいのことはしてもらいたいところである。……まあ本気でおびえられても困るから、このくらいのノリがちょうどいいのかもしれないけど。

　そんなこんなで庭木の隙間を縫い、雑草の下生えを踏んで、ゆっくり行軍すること数分。

　学生寮を一周したものの、『黒い影』の姿は見当たらない。

「うーん。誰もいないな」

「いませんねえ」

「きっとあっきーが何かを見間違えたのよ。『幽霊の正体見たり枯れ尾花』という言葉もあることだし」

「僕も那な須す原はらくんの考えに同意だな。黒い影とやらの正体はおそらく、秋あき人との恐怖心が見せた幻影とみて間違いないだろうさ。まったく秋人は、表向きはお化けなんて何も怖くない、みたいな顔をしておいて、内心ではずっと恐怖に震えていたに違いない……昔から彼にはそういう強がりなところがあったからね」

「ふあ～。でもありさ、安心しました。これで今夜はぐっすり眠れそうです」

　一気に空気がゆるみ、とたんに口数が多くなる彼女たちだけど。いやいや、そんなことないと思うよ、見間違いなんかじゃなかったよ。目の錯覚でもなんでもなく、確かに僕は見たはず──

「あ、いた。黒い影。あそこ」

　そのとき不意によぎった影は、学生寮の外じゃなくて中にいた。ちょうど廊下のあたりを横切る感じで──そうか、そういうことなら当然だよな。既に中に侵入してたなら、いくら庭を探したって見つかるはずもないよなー。

「……学生寮の鍵、かけてましたよね？」

「……かけたわね。外に出かける際に、わたくしたち全員ですべてのドアや窓をチェックしたはずだわ」

「……それに少なくとも僕が見た限りでは、窓が割られた形跡などはなかった……」

「ひうっ!?
 　ということはつまり……!?
 」

「壁か何かをすり抜けて中に入ったってか？　うーん……」

　楽観が一転、みんなの間に不穏な空気が漂い始める。

「……ま、とにかく相手が中に入ってるなら、僕らも中に入ってみるしかないよね」

「ええっ!?
 　本気ですかお兄ちゃん!?
 」

「そりゃまあ、そのために僕らはこうしてここにいるんだし。そもそも中に入らなきゃ、僕らが今夜寝るところがないじゃないか」

「そ、それはそうなんですけど……」

「……なんだか今日のあっきーは妙に積極的ね。さっきまではそうでもなかった気がするのだけど……」

「時々ヘンに度胸が据わるんだよ、この男は。いつもそうだったら問題ないのに、こういう時だけ豹ひよう変へんするから始末が悪い」

「でもでも秋あき人とにいさま、とっても頼りがいがあります。にいさまと一緒ならありさも怖くない──ことはありませんけど、でも、がんばれます。だいじょうぶです」

「選択肢は他にねェよ。どのみちこんなところで足踏みしてるわけにもいかねえしな。ま、中に入りたくないヤツはここで待っててもいいけどよ、でもここでじっとしてる方がよっぽど怖い目にあうかもしれねえぜ？」

　というわけで決定。

　息を潜めて玄関の鍵を開け、僕らはそっと寮の中に入った。

　見慣れた廊下も今夜ばかりはひと味ちがって、なにやら禍まが々まがしい雰囲気を醸かもし出しているかのよう。

　明かりの消えた蛍光灯。

　漆黒の闇だけを映し出すガラス窓。

　ひとつひとつのアイテムがいちいち意味ありげで、胃袋のあたりをキュッと締めつけられるような感覚がする。僕でさえこれなんだから、後ろをついてくる仲間たちの心境はいかばかりだろう。実際、なんだかんだでずっとおしゃべりしてきたこれまでとちがい、今はみんな一様に口を閉じていて、極度に緊張している様子が肌で感じられる。

　うーん。

　こりゃいよいよ責任重大だな。

　黒い影の正体が何であれ、そいつと真っ先にカチ合うのは僕の役目だ。腕っ節に自信があるわけじゃないけど、ここは身体を張らなきゃね。男としても寮長としても──





　カタッ





　物音がした。

　ただでさえ張った空気が瞬間、ほとんど決壊寸前にまで張り詰める。誰かの喉が絞められたニワトリみたいな音を立て、せめて悲鳴だけは上げないでねと僕は祈る。せっかくこちら側が先に気づいたんだ、そのアドバンテージを先方に譲ってやる義理はない。

　後ろについてくる仲間たちを手で制しつつ、僕は音のした方向の特定にかかる。ミシッ、コトッ。先ほどよりは小さいけれど、耳を澄ませば確かに聞こえてくる、何モノかが立てる気配。風の音とか家鳴りとかでは断じてない──コソ泥とか下着泥棒とかの不審者の類？　それともいわゆるラップ現象？

　さらに神経を集中させて聴覚を研ぎ澄ます。

　分かった。音の発生源。

　僕の立ち位置からふたつ奥の部屋。あそこは食堂兼会議室だ。

　後ろを振り返ってみんなに目配せしながら、ここで待機することを手振りで指示。

　僕ひとりだけ隊を離れ、足音を立てないよう細心の注意を払いながら距離を詰める。

　耳をそばだてるとやっぱりビンゴ、中からガサゴソと気配がする。間違いない、ここに『黒い影』の正体が潜んでいる。

　我ながら決断は早かった。

　両脚にためこんでいた力を解放し、一いつ気き呵か成せいに部屋の内部へ駆け入る。近接戦になだれ込むことも想定し、姿勢を低くしたままダッシュ、目くらましの効果を期待して消していた懐中電灯を点つけ、目視した黒い影をすぐさま取り押さえようと──






「にゃ～う」






　……想定外の鳴き声に、戦闘モードだった全身が急速に脱力した。

　いやそれだけじゃない。想定外だったのは、懐中電灯の明かりに照らされた『黒い影』の正体もまた同様で、

「……猫、じゃん」

　ため息と共に僕はひとりごちる。

　しかもその子には見覚えがあった。右目の周りの毛色だけが黒い、どこかの生徒会長みたいな風貌の──銀ぎん兵べ衛えがリリアナ学園の片隅で世話をしていたあの子猫に、間違いなかった。






　　　　＊







「……勘弁してよ銀兵衛」

「……面目次第もない」

　脱力したままの雰囲気の中、銀髪の親友はただでさえ小さな身体を丸め、恐縮しきりだった。明かりの灯ともった学生寮、食堂兼会議室でのことである。

「だけど言い訳させてほしい。これは僕にとってもまったく想定外の事態だったんだ。まさかこの子が学生寮までついてきて、しかも勝手に入り込んできてる、なんてことは、今の今まで知りも気づきもしなかったんだよ。信じてくれ」

「いやまあね、別に疑ってはいないけどね。今回のことでいちばん怖がっていたのはむしろ銀兵衛だし、わざわざ小細工をして僕らを驚かせようとする理由がまったくないし」

「そう、そうなんだよ。おそらくこの猫は、どこからか僕の匂においをかぎつけて、したたかな悪知恵でもってここまで侵入したのだろう。僕を含めた誰にも気づかれることなくね。見た目の愛らしさに似ない、とんだ曲くせ者ものというわけさ」

　などと言いながら子猫を抱き上げ、『めっ』と叱るポーズを取る銀ぎん兵べ衛えだった。

　まあ、状況はもうだいたい分かっていただけると思うけど、事の顛てん末まつはどうやらそういうことになるらしい。ありさと僕が見た黒い影は、いずれも小さな侵入者を見間違えたもの、という線で落ち着きそうだ。ま、光の加減とかで小さな物体が大きな影を作ることってあるよね……それにありさはもちろん、僕も心のどこかで必要以上に闇を恐れていたところはあるのだろうし。那な須す原はらさんのセリフじゃないけど、まさしく『幽霊の正体見たり枯れ尾花』を地でいく展開だったというわけだ。

「はあ～。でもほんと、よかったですねお兄ちゃんっ」

　そして恐縮しきりの銀兵衛を責めることなく、秋あき子こが満面の笑顔で、

「ありさちゃんの見た黒い影の正体が分かって、今夜は枕を高くして眠れるというものです。もしこの件が明日以降まで持ち越しになったら、秋子はお兄ちゃんと同じお布団に入らない限り寝られないところでしたから、あやうくそのピンチを脱することができました。……まあお兄ちゃんと同じお布団で寝られるなら、それはそれでぜんぜんオッケーというか、むしろそっちの方がよかった気がしますけどねっ」

　などと軽口を叩たたく。

　すると残りのメンバーもそれに続いて、

「まあわたくしはどうせこんなことだろうと思っていたから、実は最初からぜんぜん怖くなかったわ。いちおう空気を読んで、怖がるふりこそしていたけれど」

「ありさは、とにかく何も起こらなくてよかったと思います。それと秋あき人とにいさまが、自分から進んでみんなの先頭に立ってくれたのは、とてもかっこよかったと思います。にいさまのそういうところを見れてとてもよかったです」

「んだな。ちっとばかし退屈な結末ではあったけど、何事もなく今回の件が解決したことについては喜ばしいこった」

　といったコメントを寄せてくれた。

　そうそう、まったくもって同感だよ。なにごとも平穏無事がいちばんいい、誰もケガをすることなく、五体満足で健康なまま今夜を過ごすことができるのであれば、それに勝ることは何もない。

　とはいえこれだけの大騒ぎをしたからには、誰も何も損をしない、というわけにはいかなかったようで、

「ところで銀兵衛さん」

「な、なんだい秋子くん」

「この子猫さんって、銀兵衛さんがどこかでお世話をしてた子猫さんなんですか？」

「はて？　何のことだい？」

「いえいえ『何のことだい』じゃなくて。この子って、銀兵衛さんが知ってる子なんですよね？」

「さてどうだろうね。知らないような知っているような……何しろ猫なんて世の中にごまんといるからね、いちいち区別なんてつけていられないよ」

「銀ぎん兵べ衛えさんが抱っこしてるその猫さんって、とても特徴のある猫さんですけど」

「さてどうかな。僕は猫に詳しいわけじゃないからね、どんな猫が平凡でどんな猫が珍しいかなんて知ったことではないというか」

「さっきお散歩している時、猫さんの集会がありましたよね。あの時の銀兵衛さん、いつになくはしゃいでましたけど」

「君の目がそう捉えたのであれば、きっとそうなんだろう。だけど目に映るものすべてが真実とは限らないさ」

「というかその子猫さんって、銀兵衛さんの匂においをかぎつけてここまでやってきたんですよね？　さっき銀兵衛さん自身がそう言ってたじゃないですか」

「そんなようなことを言った気がしなくもないけど、あくまでそれは推測の範囲を出ないというか、むしろ単なる戯たわ言ごととして聞き流してもらいたいというか──」

「要するにぎんぎんは猫が好きなのね」

　秋あき子こが遠回しに言及しようとしていたことを、那な須す原はらさんが一刀両断に言い切る。

「おおかたどこかでこっそり面倒をみていた猫に懐なつかれて、うっかり後をつけられてしまった、というところなのでしょうけど……それもこれもぎんぎんが猫好きで、猫から慕われていたからこそ起きたアクシデントよね」

「べっ、別に僕は猫好きというわけじゃ──」

「それにしても水くさいわねぎんぎん。猫の世話をするのであれば、わたくしたちにも一声かけてくれればよかったのに。ねえ生徒会長？」

「おうよ。子猫一匹ていどの面倒は、この二に階かい堂どう嵐あらしにとっちゃ重荷でもなんでもねえ。学生寮で面倒をみるなり、どっかで里親を探すなり、いくらでも対処はできただろうによ。……いや、それにしてもぎんぎんは本当に猫好きだよなぁ。普段は澄ました顔してるのに、猫に対しては妙にデレデレしちまってさ。さっきも猫に向かって『めっ』とかやってやがったしな」

「あ、あれはその、相手が猫で、しかも子猫だったから、あたかも人間の赤ん坊に対する時みたいにやってしまったというか──」

「ありさは不思議なのですけど、どうして銀兵衛ねえさまはそんなに恥ずかしがっているのですか？　猫さんはとても可愛かわいくて、銀兵衛ねえさまは猫さんが大好きで、それで何の問題もないと思うのです。もっともっと猫さんを可愛がってあげましょう。そして猫さんを可愛がっている銀兵衛ねえさまもとても可愛いと思うので、ふたつの可愛いものを見られてありさはすごく幸せな気分です」

「うう、ありさくんまでそんなことを……」

　ただでさえいじられキャラの傾向があった銀ぎん兵べ衛えは、その方向性がいよいよ固まってきてしまったようだ。

　クールなキャラを身上にしていたはずなのに、引っ越してきてからこの方ずっと調子を狂わせっぱなしの彼女がただひとり、貧乏くじを引いてしまった感じかな。うん、ご愁傷様です。

　ともあれこれで、僕らにとって直接的かつ現実的な脅威となるかもしれない要素は取とり除のぞけた。ご町内に出没しているという不審者の問題は残ってるにせよ、今回の一件を経たことで、僕たちの間にある種のチームワークが醸じよう成せいされた気もするし、結果だけ見れば決して悪くないイベントだったと言えるだろう。うんうん、終わり良ければすべて良し、ってやつだよな。途中にどんなことがあったにせよ、結末さえハッピーならそれで万事ＯＫ。もう夜も遅いし、明日に備えてさっさと寝てしまうに限る──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「お兄ちゃん？」

　みんなと一緒になって銀兵衛をいじっていた秋あき子こが首をかしげて、

「どうしました？　そんな硬い顔をして」

「……ああいや。別に。何でもないよ。うん。何でもない」

「何でもないことはないでしょう。目つきがすごく険しいですし、声も妙に低いですし。何かあったんですか？　急にお腹なかが痛くなったとか？」

「いやだいじょうぶ、幸いにして僕は胃腸は丈夫な方だよ。そうじゃなくて、うん、そういうことじゃなくてだね……」

「何ですか水くさい。兄妹の間で隠しごとは無しですよ」

「……うん、そうだね、確かに。隠しごとはよくないよね」

「その通りです。何ごとも包み隠さず、風通しのいい関係を保つことが、みんなで仲良くいるためのコツであり、世界平和への近道です」

「うん、そうだね。その通り」

　これ以上引っ張るのもアレだし、どのみち明かさずに済ませる話でもない、と判断。

　僕は単刀直入に言うことにした。

「実はね。たった今」窓の向こうの闇を指差して、「あそこに幽霊っぽいのがいた」

「────
 !?
 」

　和わ気き藹あい々あいとしていた空気が一瞬で凍りつく。

「すうっと現れて、ふわっと消えていったからさ、せいぜい二～三秒のことだったけどさ。ほらあそこの、あじさいの木が集まってるあたり。目の錯覚かな、とは思ったけどさ、思おうとしたけどさ、でもあれだけハッキリ見ちゃうと、ねえ？　ああちなみに、今度のやつは黒い影っていうか、完全に黒い人影
 だったかな。いや、ものの見事にくっきり見えちゃったねえ。シャツとかビニール袋が風に吹かれて飛んでるのを見間違えたのならよかったんだけど、あいにくと今日は天気も穏やかだしなあ……いやはや、見ちゃうものなんだね、こういうのって。何だろうね、僕らがお化けだ幽霊だとか騒いでたから、なのかなあ？　そういう雰囲気に引かれて現れる、みたいな話も聞いたことあるし。いや参ったね、僕はそういうのって信じないタイプだったんだけど、今日からは考え方を変えざるをえないのかなあ」

「…………
 」（←秋あき子こ）

「…………
 」（←那な須す原はらさん）

「…………
 」（←銀ぎん兵べ衛え）

「…………
 」（←ありさ）

「…………
 」（←会長さん）

　──うん。

　ものの見事にみんな時間が止まってしまった。いや、ごめんねほんと。何だか言わなきゃ済まされない雰囲気だったし、それにこの事実を僕ひとりの心の中に留とどめておくのは正直キツかったんだ。恐怖の種を墓場まで持っていくことができなかった僕を笑ってくれ。
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「お兄ちゃん」

　秋あき子こがかつてないほど真剣な目で僕を見る。

「お願いがあるんですが、聞いてもらえますか？」

「うん。言ってみて」

「ぜったいにヘンなことはしないと命にかけて約束しますから、今夜は秋子をお兄ちゃんの部屋で寝させてください。そうしないと秋子は朝まで眠れない自信があります」

「ま、そうだよね……ていうか僕だって、さすがに今日はひとりで寝るのはハードル高いっていうか。よし、それじゃ秋子、今日は僕の部屋に布団を持ち込んで──」

「じゃあわたくしもいっしょにお願いするわ、あっきー」

「え、那な須す原はらさんも？　いやいや、でもちょっとそれはまずいんじゃ？　僕と秋子は何だかんだ言っても兄妹だからアレだけど……」

「ここでわたくしを見捨てるようなことがあれば、あっきーを一生呪うわ。割と本気で」

「う、まあしょうがないか……分かったよ、じゃあ那須原さんもいっしょに」

「に、にいさまにいさま、ありさもいっしょにいいですか？　ありさも今日はひとりでお布団に入るのは無理です。そんなことしたらぜったいに眠れないです。なのでお願いします、お願いします」

「ちょ、ちょっと待ちたまえよ君たち、みんなして秋あき人との部屋でいっしょに寝るつもりかい？　生徒のお手本になるべき僕らがそんなことやってちゃ、学園の風紀全体に関わるというものだろう？　そもそも何人も寝られるほど秋人の部屋だって広くは──」

「いいじゃねえかぎんぎん、今回ばかりは他にやりようがねえよ。生徒会長のあたしとしても、今は緊急事態であることを認める。いくらあたしでも今夜ばかりはいつもみたいに強がれねえ……大人しく姫ひめの小路こうじ秋人の部屋に布団を移すとするさ。ぎんぎんは自分の部屋でひとりで寝るかい？」

「ば、馬鹿を言わないでくれたまえよそんなことできるわけないだろう！　僕だって秋人の部屋で寝させてもらうことにするよ、ああ誰が何と言おうとね！」






　　　　＊







　……そんなわけでこの日の夜、僕たちは狭い部屋に布団を持ち寄り、みんなで肩を寄せ合って震えながら眠ることになった。

　誰がどの場所で寝るかについてはいくぶん揉もめたけど、さすがにこの日ばかりは揉めごとにカロリーを費やしたがる人間はおらず、唯一の男である僕をみんなで囲み、さながら吹雪をしのぐトナカイみたいに身を寄せ合って、僕らは朝が来るのを待つことと相成ったのである。

　いやはや、なんとも大変な一日になってしまった。

　僕が見てしまったモノが何であれ、近いうちに除霊とかおまじない的なことはやっといた方がいいよな──そんなことを考えつつ、周りで寝ている仲間たちの気配を頼もしく感じつつ、目を閉じて夢の世界に誘われるのを根気よく待つのだった……。





七月十二日（ＡＭ６：00
 ）（学生寮・秋あき人との部屋）









　浅い眠りの中で見たのは、ありさと出会った頃の夢だった。

　すでに語ったとおり、六年前の僕はかなりやさぐれていて、外面はともかく内面のささくれっぷりときたら、いつ盗んだバイクで走り出したり、学校の窓ガラスを割って回ったりしてもおかしくないほどに深刻なものだった。まあ今から考えればお恥ずかしい限りというか、いわゆる黒歴史にしてしまいたいくらいの過去だけど、秋あき子こと離れ離れにさせられた僕はそれだけ怒り心頭だったのである。

　そんな僕を、ありさはよく気遣ってくれた。

　時には甘やかし一歩手前なくらいに僕を支えてくれたり、時には勇気を振り絞って僕を突き放してくれたり、あるいは不ふ甲が斐いない僕に慣れない怒りを示してくれたり──まるで母が子を育てるように、全力の親身さでもって、僕と接してくれた。

　もしかするとありさは、彼女の両親の言いつけでそうしていたのかもしれないし、事実いささかの指示は受けていたのだろうけど、あの親身さはそれだけじゃ説明がつかない。ありさは何よりもまず天賦の『いい子』であり、引き取られた先で彼女と出会えたことは、僕にとって人生最大級の幸運だったと言えるだろう。彼女の温かさにほだされていなければ、妹を取り戻すために僕が採用する方法が、もっと短絡的かつ不穏当なものになっていた可能性だってあったのだから。

　そんな、いわば女神様みたいな女の子であり、ほとんど完全無欠と言っていいありさだけど……誰しもがそうであるように、本当に完璧な人間なんてこの世に存在しない。ありさにもまた、いささか困ったところがないわけじゃないのだ。

　もちろんそれは些さ細さいな欠点であり、彼女が持つ無数の長所に比べれば存在しないも同然の、取るに足らないものである。たとえその欠点が克服できないまま大人になったとしても、僕の彼女に対する評価はいささかも曇ることがない──

　ん？

　ていうか、ありさの困ったところって何だっけ？　礼儀作法に関する何かだったような気がするけど、前述の通り取るに足らないものだし、それで僕が実際的な被害を被るわけでもないから、ううむ何だっけな、すっかり忘れてしまったぞ？　ええと確か、ひとりで部屋とか自宅に籠もっている場合なら問題ないような、ただし集団生活を送るに際してはいささか問題なことだったような……いやでも、生き死にに関することではなかったはずだし、せいぜい個人的な外聞に関わる程度の問題だったから、まあ別にいいか忘れちゃっても。ていうかしばらくありさとは会ってなかったわけだし、その間に彼女もいろいろ成長してきたはずで、だったら悪癖のひとつやふたつは克服していてもおかしくないわけだ。なんせ彼女は鷹たかノの宮みやありさであり、誰もが認める才女であり、僕にとって自慢の妹分なんだから──





　そんなことを考えながらうつらうつらしていると、いつの間にか朝になっていた。

　布団から半身を起こして時計を確認すると、短針と長針は午前六時を指している。しまった、ついつい寝過ごしちゃったな。いちおう目覚ましはセットしておいたはずなんだけど、いつの間にかスイッチをオフにしちゃったものとみえる。

　寝ぼけ眼のまま周囲を確認すると、僕の周りには布団が合計五組。枕を抱いたり、死人のようにぴくりとも動かなかったり、全身が布団で覆われていたり、眠れる森の美女みたいに両手を胸の上で組んでいたりと、寝相は様々で、こういうところにも個性って現れるんだなあ、と妙なところで感心してしまう。

　しかしまあ、みんなぐっすり眠ってしまってるな。ウチの寮生は早起きの働き者ぞろいだから、そろいもそろってこんな風に寝過ごしてしまうのはレアケースである。無理もない、僕はわりとすぐに寝入ってしまったようだけど、他のみんなは本気の本気で怖がっていたみたいだし。朝方ちかくまで寝付くことができなかった人だって、きっといることだろう。普段からがんばり屋さんな人たちばかりそろってるだけに、今日ぐらいは睡眠をむさぼってもらいたいものである。

「ふああ～あ……むにゃむにゃ」

　そんなことを考えつつ、僕は大きく伸びをした。

　目こそ覚めてるものの、それは十分な睡眠が取れたからではなく、あくまでも日頃の習慣が勝ったというだけの話である。ぶっちゃけめちゃくちゃ眠い。まぶたが半分ぐらい閉じてるし、全身に気合が入らないから類人猿みたいに猫背気味だし、なにより腰から下を布団から抜く気になれない。なにかと騒がしかった一夜の疲れは、たかが数時間ほど睡眠を取ったていどでは回復してくれないのだろう。ここは無理をせず時間をかけて、脳内にじっくりと酸素を送り込むのが吉とみた。

　いや、それにしてもいろいろあったね昨日は。

　いま思い出しても、人生で五本の指に入る怒ど濤とうの一日だったと思うよ。

　だけどこうしてあらためて考えてみて残念なのは、せっかく女性五人、男ひとりで同じ部屋に布団を並べるという状況に恵まれたのに、毛の先ほどもその恩恵を味わえなかったことかな。世の男性陣が『この腰抜けが』『種なし野郎』などと罵ののしってくる声が聞こえてきそうである。いやでも言い訳させてもらうなら、僕以外のみんなは僕以上に疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたわけで、色っぽい話になる空気などこれっぽちもなかったわけで、いやそれにしても太陽の光って偉大だなあ。朝日がこうして夜の闇を一掃してくれている光景を目の当たりにしていると、昨日の出来事はすべて悪夢だったんじゃないかと思うことができる。常ならざるものはすべてまやかしであり、心の闇が見せるまぼろしであり、いちいち気にかけることなど馬鹿馬鹿しいと思うことができるのだ。今こうして感じているあったかい人肌のぬくもりこそが唯一絶対の価値であり、それ以外の一切は──

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　ん？

　あれ？

　なんか妙なことに気づかなかったか、今。

　だんだん覚めてきた意識でもう一度よく考える。

　今さっき頭で考えていたことを再生しなおしてみよう。

『常ならざるものはすべてまやかしであり、心の闇が見せるまぼろしであり、いちいち気にかけることなど馬鹿馬鹿しいと思うことができるのだ。今こうして感じているあったかい人肌のぬくもりこそが唯一絶対の価値であり、それ以外の一切は──』

　……んん？

　人肌のぬくもり
 って、なに？

　確かにひとつ屋根の下の仲間たちと同じ部屋で寝る、というイベントはこなしたけど、別に同じ布団で寝ていたわけじゃないぞ？　なのに僕以外の誰かの人肌のぬくもりを感じるというのは、具体的には腰の少し下あたりにすべすべで柔らかい感触があるのは、一体どういうわけなのだろう？

　と、そこまで考えて気づいた。

　周りをもう一度確認してみる。

　枕を抱いてるのは秋あき子こで、死人のようにぴくりとも動かないのは銀ぎん兵べ衛え、眠れる森の美女みたいなのが会長さん、ここまでは布団が顔から出ているから確定。それともうひとり、全身を布団で覆っているのはたぶん、体型からして那な須す原はらさんとみていいだろうけど。

　んんん？

　なんかひとり足りなくないか？

　まだ覚めきっていない意識で、腰から下を覆う布団をめくってみる。

「Ｏｈ……」

　思わず外人っぽい声が出た。

　いたよ。残りのひとりがここに。

　この学生寮に住まう最年少であり、管理人であり、僕の妹ポジションである女の子が。僕の布団に潜り込んで、腰にしっかりしがみつきながら、すやすやと安らかな寝息を立てていたよ。

　しかも全裸で。

　……繰り返そう。

　しかも全裸で。

「うっひゃひょっぉ!?
 」

　誰かが奇声を上げた。誰か、というかそれは僕の口から漏れ出ていて、ほころびかけの百ゆ合りの花を思わせるありさの白い肌は確かに現実的な色彩と質感を帯びていて、いや別に変な気を起こすつもりはないけどすっごいキレイだなあとかつい思いながら、でもってそうだ思い出したよ。ありさの欠点ってこれだ。彼女ってどういうわけか、寝ている最中に着ているものを脱ぎ散らかしてしまうという、奇妙なクセがあるのだ。しかも寝相が極端に悪くて、朝起きた時にちゃんと布団にくるまっていることが滅めつ多たにないという……いや、自分の部屋の中でだけなら何の問題もないんだけど、まったく人畜無害なんだけど、そうだよミスったよ、こうやって複数人で寝ている時、しかもやむにやまれず男女混合で寝ている時には、平穏を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばす爆弾になりうる──

「……お兄ちゃん？」

　奇声を上げた、というのがマズかったのだろう、秋子が枕を抱いたままむっくり起き上がり、

「……なんだい秋あき人と。朝っぱらから騒がしい」

　死んだように熟睡していた銀ぎん兵べ衛えが、まぶたをこすりながらクレームを言い、

「……勘弁してくれやまったく。さすがのあたしも今日ばかりはゆっくり寝たい──」

　会長さんがテンションの低い声を出しながら大あくびをかまし、

「…………
 ？」

　布団から顔を出した那な須す原はらさんが、寝ぼけまなこで左右を見回して。

　そしてほぼ同時。四人と僕の目が合った。

　さらに同時、彼女たちの視線は僕の腰のあたり、つまりは一糸まとわぬ姿のありさに向けられて、

「むにゃ……にいさま……」

　そのありさが平和な寝言を呟つぶやくのが、沈黙の降りた部屋にひどくハッキリ響くのが聞こえた気がする。





　うん、なるほどね。

　これがいわゆる『波乱の予感』ってやつか──場の空気が音を立てて凍っていくのを感じつつ、くちびるの端を引きつらせつつ、僕は半ば現実逃避に走りつつ、他人ごとのようにそんなことを考えていたのだった……。
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あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の五巻をお届けいたします。





　さて四巻のあとがきにおきましては、執筆をする際の僕のクセ（何か物を食べながらでないと原稿が書けない）について書きました。今回はなぜそんな妙なクセがつくに至ったのかについてお話ししたいと思います。

　……などともったいぶったものの、そこまで複雑な話ではありません。割と多くの作家さんがそうであるように、かつての僕はファミレスにノーパソを持ち込んで仕事することが多かったのですが、当然ながらファミレスに居座るからには、ドリンクなりフードなりを注文するわけです。

　スケジュールに余裕がある時はまあ、よしとしましょう。問題は締め切りをぶっちぎりそうになっている時です。

　想像してみてください──デッドラインが数時間後あるいは数十分後に迫っていて、なおかつ前日からろくに何も食べていなくて、だけど血糖値が足りないと頭が働かないからエネルギー補給はしておきたい、という状況を。

　しかしながら食事をするために手を使う時間が惜しい、料理を口で咀そ嚼しやくしている間もできるだけキーボードを叩たたいていたい──という切羽詰まった状況を。

　そうなれば必然、食事を摂りながら執筆する、という状況が生まれますよね？

　そしてそんな状況が何度も続けば、パブロフの犬よろしく条件付けされてしまうのも、これは避けようがないことですよね？

　というわけで、そういうわけです。大したことのない話を引っ張ってすいません。

　ちなみにこうしてあとがきを書いている今現在は、またしても執筆環境に変化がありまして、以前あとがきで書いた内容は過去のものになっていたりするのですが……その話は余談、ということで。いくらあとがきのネタがないとはいえ、しょうもなさすぎる話をこれ以上引っ張るのは問題です。今後どうしてもあとがきのネタに困って切羽詰まった時に、その件につきましては記すことにしようかな、と思います。

　そしてなによりも、今回のあとがきはちゃんと他にも書くネタがあるのです。





　ネタその一。月刊コミックアライブにて連載中の『おにあい』コミカライズですが、このたび無事にその第一巻が発売されます。発売月は当巻と同じ二月下旬。緑ろく青しよう黒こく羽うさん作画による、非常にハイテンションな作品にチューニングされておりますので、よろしければお手にとってみてくださいませ。マンガになって動くヒロインたちの姿は、原作とはまたひと味もふた味も違ってイイものですよ！





　ネタその二。私事にて恐縮ですが、当巻と同じくこの二月下旬に、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさまより鈴すず木き大だい輔すけの新シリーズが刊行されます。

　タイトルは『鳩はと子こさんとラブコメ』。

　看板に偽りなしのド直球ラブコメに仕上がっておりますので、こちらもよろしければ是非是非。『おにあい』の正ヒロインである秋あき子ことは正反対のキャラ──ドＳでクールなメイドさんがやりたい放題にやりまくる作品ですが、『おにあい』好きの読者さまもばっちり楽しめる内容になっているかと思います！　この本の巻末にも情報が載ってますので、よろしければご覧くださいませ。





　以上、新刊の告知でした。





　なお毎度のことながら、本作の制作にあたりましては担当の岩いわ浅あささん、イラストの閏うるう月げつ戈かさんを初め、多くの方々にご尽力いただきました。心より御礼申し上げます。大変なことも多々あるかと思いますが、チーム一丸となって切り抜けていければ、と思います。よろしくお願い致します。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１２年２月吉日　鈴木大輔
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